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平成23年度 入学式告辞

岐 阜 大 学 長
森 秀 樹

岐阜大学の両連合大学院への入学おめでとうございます｡
本日ここに入学してこられた��名の皆さんに対して両連合
大学院のすべての教職員を代表して心から歓迎の意を表し
ます｡ 入学の喜びと勉学への意欲に燃える皆さんをこの大
学院に迎えることは岐阜大学をはじめとする全ての構成大
学の教職員にとって大きな喜びであります｡ これまで勉学
を支えて頂いた御家族の方や恩師の方々にも心よりお祝い
を申し上げます｡
岐阜大学には岐阜大学を基幹校とする３つの連合大学院

があります｡ 本日は静岡大学､ 岐阜大学で構成される連合
農学研究科の��名の方､ 帯広畜産大学､ 岩手大学､ 東京農
工大学､ 岐阜大学の４つの大学で構成される連合獣医学研
究科の��名の方をお迎え致します｡ 岐阜薬科大学と岐阜大
学とで構成される連合創薬医療情報研究科には４名の新入
学生を迎えます｡ こちらの方は昨日入学式を終えています｡
今回､ 我国は東日本大震災という未曾有の大災害に襲われ
ました｡ 特に､ 岩手､ 宮城､ 福島の３つの県は大きな被害
を受けました｡ 構成校である岩手大学の関係者の方も被害
に遭われたと聞いております｡ 心よりお見舞い申し上げます｡
皆さんの本連合大学院入学志望の動機には幾つかのもの

があったと思います｡ いずれにせよ､ この連合大学院で学
ぶことを志し､ 入学された皆さんとの出会いを大切にし､
関係教職員は皆さんの勉学､ 研究の為に出来る限りの努力
を致します｡ もとより､ 本連合大学院の内容は国際的にも
第一級であります｡ 私共は皆さんにこの連合大学院におい
て高い評価を受ける研究を行なって頂き､ 国際的に充分通
用する高度専門職業人や研究者になられることを願ってお
ります｡ 本連合大学院には多数の海外からの留学生が在籍
されています｡ 留学生の方々の母国の一部では今大きな政
治体制の変革が起きつつあります｡ 早くこれらの国々が安
定化し､ 安心して勉強・研究に打ち込めることができる状
態になることを願っています｡ 留学生の方々は慣れない環
境で大変と思いますが､ 母国を離れたこの大学院で勉学・
研究することによって､ いろいろな人々と知り合うことが
出来ます｡ そうした人脈は将来かならず役に立つと信じて
います｡
さて､ 近年の科学技術の進歩と､ 学術研究の専門化､ 高

度化には著しいものがあります｡ 特に､ 生命科学などの進
歩には目を見張るものがあります｡ 皆さんが学び､ 研究し
ようとする農学や獣医学は幅の広い学問で人の社会生活に
根源的なところで関わっており､ 人類の将来や生物多様性
の維持などに大切なものばかりです｡ 森林の二酸化炭素の
吸収の役割､ 自然界における植物と水環境の関わりなどは
地球環境のサステナビリティーの保全の意味で重要であり､
微生物の多目的意義や動物の疾病メカニズムの研究は人獣

共通感染症に関わる現代医療の課題でもあります｡ 食の生
産とその安全性は人類が抱える食糧問題の解決になくては
ならない分野です｡ 今､ アフリカ､ アジアの国々で急激な
政治体制の変革が出現しております｡ この現象の背景に富
の分配の問題と共に深刻な食糧問題があります｡ 本大学院
でいろいろな研究課題について学んで頂くと同時に､ ひと
りの研究者として､ 課題解決の為に､ 国際社会はどの様な
約束を決め､ どの様に対応するのが良いのかも考えて頂き
たいと思います｡
私は研究成果というものが基本的にどれだけ努力したか

に依存することは正しいと思います｡ 失敗と挫折の繰り返
しが優れた発見につながるのだろうと考えます｡ 皆さんも
必ず研究を進める際､ 障害につき当たると思います｡ 熟慮
することはもちろん必要ですが､ 他分野の研究情報などが
役に立つこともありますし､ 気分転換も必要かと思います｡
研究者や高度専門職業人にとって､ 大学院時代をどう過ご
すかは重要であります｡ 種々の科学分野においてかなりの
重要な発見が研究者の大学院時代に成されています｡ 良き
師に恵まれることは重要ですし､ 有意義な話題を共有でき
る良き友をもつことも大切です｡ 最新の研究手法などの情
報を入手することやその為のネットワークを大切にするこ
とも重要だと思います｡ グローバルな視点で､ 自分の研究
がどう位置付けられるのかを常に見極めることも大切と考
えます｡
大学では､ 個々の研究者が独自の研究テーマを追求して

来ており､ そのことが幾多の学問の創造に寄与して来てい
ますことは事実であります｡ 一方､ 大学に対しては､ 現実
社会に有効な研究成果を挙げることが要求されて来ており
ます｡ 従って､ 研究は組織単位で進める傾向が強まって来
ており､ 研究テーマによっては､ 大学人と企業人による密
な連携体制が必要となります｡ しかし､ 私共にとって､ 最
も重要なことは目指す研究が人類の福祉の実現に役立つこ
とであります｡ それ故､ 研究者や高度専門職業人には､ しっ
かりとした研究者倫理､ 社会的正義感を有することが重要
であります｡ ポルトガルの医師エガス・モニスは精神外科
という新分野を開拓し､ ロボトミーと言われる大脳前頭葉
の白質切断術を開発しました｡ この業績によって彼はノー
ベル賞も受賞しました｡ 現在の医療では､ ロボトミーはタ
ブーとされております｡ この様な事例は研究倫理の難しさ
を示唆しています｡ 従って､ 皆さんにはいろいろな勉学と
研究を継続しつつ､ 人間的な研鑽を深める努力もして頂き
たいと願います｡
皆さんの本大学院における勉学や研究が実を結び､ 輝か

しい将来が開けることを心から願っています｡ それぞれの
領域において､ 悔いの無い大学院生活を送られることを切
に望みます｡ 皆さんの前途にエールを送ります｡ 本日は誠
におめでとうございます｡

平成��年４月８日
岐阜大学学長 森 秀樹
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平成23年度の研究科の総括

本研究科の歴史を概観して将来を
展望する -量から質の時代へ-

岐阜大学大学院連合農学研究科長
鈴 木 文 昭

平成��年４月１日に高見澤一裕先生から研究科長 (７代
目) の任を引き継ぎました｡ 拝命直後の入学生ガイダンス
での祝辞で､ ｢本年はマリー・キューリーがノーベル化学
賞を受賞してから���年経ち､ 世界中で記念式典が開催さ
れることを冒頭に述べました｡ そして東日本大震災と福島
県の原発事故について触れ､ 早い復興と終息を願うこと等｣
を述べました｡ 今回の原発事故は､ 人類が二度と起こして
はならない事故であることに異論はないと思います｡ 本研
究科の開講科目には生命倫理・職業論理という科目を設け
ていますが､ さらに充実を図る必要性を再認識しています｡
また､ 本研究科においても危機管理体制の再点検を行って
おり､ その対応を急いでいるところです｡
私は､ これまで学生指導は経験したものの､ 代議員経験

も無く､ 本研究科の運営や研究科長の職務内容についてほ
とんど知りませんでした｡ 幸い､ 研究科長室の書棚に本研
究科の自己評価書､ 概要や広報そして募集要項等の冊子が
並べてありました｡ これらは私の不安を払拭してくれる有
力な資料となっています｡ また､ 平成��年１月には中央教
育審議会から､ ｢グローバル化社会の大学院教育～世界の
多様な分野で大学院修了者が活躍するために～｣ という答
申があり､ 同年�月には文部科学省から ｢第２次大学院教
育振興施策要項｣ が出されました ��		
���
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博士課程の目的は､ ｢研究者として自立して研究活動を行
うに足る又は高度の専門性が求められる社会の多様な方面
で活躍し得る高度の研究能力とその基礎となる豊かな学識
を養う｣ と示されています｡
４月当初から､ 自己評価書・外部評価書を年代順に１つ

１つ目を通し始めました｡ そして､ これら評価書内容につ
いて､ 歴代研究科長に直接お聴きする機会をもつことで､
私の理解をより確かなものにすることができました｡ これ
ら一連の資料は､ 本研究科について正確に理解できる記録
(歴史書) であり､ 将来を展望する手引書となることを確
信しました｡ 重要な提言や方向性が示された貴重な資料を

お纏めになり､ 運営に日々ご尽力されました歴代研究科長､
自己評価委員各位､ 専任教員､ 代議員各位､ アンケートで
コメントを頂いた関係各位､ そして事務の方々に敬意を表
し､ 心より御礼申し上げます｡ 記載されている有益で対応
可能な様々なご指摘や施策提言につきましては､ 今日的表
現方法で実現を図り､ その後の評価による改善へと努力す
るつもりです｡
以下は､ 私が理解してきました本研究科の足跡の内､ 特

に重要と思われる事項についてお示しし､ 今年度からの主
な対応について紹介させていただきます｡ 皆様と理解の共
有ができれば幸いです｡

(本研究科設置の趣旨､ 研究科憲章と３つのポリシー)
本研究科の設置趣旨概要は､ ｢複数の大学が連携を密に

して､ 博士課程の学生を教育し､ 学位授与のための研究を
指導して､ 農学の進歩と生物資源産業の発展に努力し貢献
すること｣､ ｢高度の学術・技術の習得を希望する外国人留
学生を積極的に受け入れ､ 諸外国における農学及び関連産
業の発展に寄与すること｣ および ｢中部地方の環境・立地
など農学および産業に関連する諸要因を考慮し､ 産学共同
によって､ 中部地方の発展にも貢献すること｣ と示されて
います｡ (自己評価書および概要から抜粋)
平成��年､ 本研究科憲章が制定されました｡ 設置趣旨を

基盤として､ 方向性を明示したうえで､ 基本戦略を４つに
大別して示されています｡ うまく纏めてあると思いました｡
その後､ 平成��年に全国農学部系学部長会議で ｢農学憲章｣
が制定され､ その内で農学という学問とその主要構成要素
が次のように定義されています｡ ｢農学とは生物生産と人
間社会との関わりを基盤とする総合科学であり､ 生命科学､
生物資源科学､ 環境科学､ 生活科学､ 社会科学等を主要構
成要素とする学問です｡｣ そこで､ 今年度私たちは本研究
科憲章の条文に上記定義を引用し､ 英文併記で連合農学憲
章を整備しました｡ (概要を参照) 主要構成要素の定義に
よって､ 学位論文内容はこの定義領域に限定されることに
なりますので､ その基礎論文の定義についても改善する必
要があるかもしれません｡ 次年度早々から継続的に検討す
る予定です｡
本年度の研究科長裁量経費の使途については､ この基本

戦略を重要視し､ 進んでいない戦略事項に対して重点的に
予算配分させていただきました｡ 今後も基本戦略を基にし
た予算配分を行う予定です｡
次に本研究科憲章を基にして､ 本研究科のアドミッショ

ンポリシー､ カリキュラムポリシーおよびディプロマポリ
シーを英文併記で制定し､ 憲章とともに研究科ＨＰ��		
�
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した｡ これらのポリシーは本学の博士課程についてのポリ
シー (今年度中に公開予定) との矛盾は見られませんでし
た｡

(本研究科の自己評価および外部評価で指摘された問題点
と改善対応の試み)
平成８年および��年の自己評価書において興味あること

に気づきました｡ 両方の評価書の ｢総括と課題｣ の項に重
複して示されている事項がある点です｡ 良い評価を得た事
項として､ 例えば､ ｢学生数は定員数を超えていること｣
および ｢海外からの留学生は���､ 社会人学生は���｣ と
いう点です｡ この記録は現在も継続されており､ ��年以上
に渡り､ また設置目的を満足しているといえます｡
今後問題になるとすれば､ 修了時における学位取得者の

質の保証かもしれません｡ 継続的な評価が必要です｡
一方､ 課題として指摘された主な点は､ ｢教員の資格審

査｣､ ｢教育の質的向上 (入試の在り方､ 指導学生の上限設
定､ 基礎論文)｣ が上げられます｡ どれも､ 慎重に審議し
て今後検討すると記載されています｡
これら問題の改善につきましては､ 今年度も代議員会で

部分的に議論しています｡ その中で具体的改善策として
｢○合教員の５年毎の再審査制の実施｣ が上げられます｡
昨年度その方向性が合意され､ 今年度､ 関連規則を制定し
ました｡ 来年度からの実施です｡ また､ 昨年 ������の研
究業績 (原著論文と総説の別刷：最大５編､ 著書の表紙と
目次､ 特許証および新聞記事の写しなど) を各教員に提出
して頂きました｡ これらの成果は研究科長室西壁面に掲示
し､ 同時にリスト化・データベース化させていただきまし
た｡ 掲示物は１年毎に変えていきますので､ 次年度も１年
分まとめて提出していただくことになります｡ また､ デー
タベースの活用や使途につきましては､ 事前に代議員会で
逐次諮らせていただくつもりです｡ これらの試行が本研究
科における教育の質の向上に少しでも繋がればと期待して
います｡ ご協力の程､ よろしくお願いいたします｡
また､ 平成��年の外部評価書にみられる評価委員からの

疑問の内､ ｢単一大学の博士課程と連合大学院との長短を
問う｣ という記載に目が留まりました｡ この問いかけは､
本研究科の将来性を明確にする上で大変重要と考えますし､
常に問いかけるべき私たちの立脚点と考えます｡
連合大学院とは､ 責任機関を設け､ 複数の機関 (部局)

の立場・風土・背景を尊重し合い､ 協力関係を明確にした
上で､ 入学した学生が３年間で博士の学位を取得するため
の教育プログラムで､ 本研究科はこの教育プログラムを遂
行するための担当部局だと理解しています｡ 連合大学院で
の教育の特色は､ 複数の機関が連合することで博士課程プ
ログラムの完成形を描こうとする点にあります｡ 本研究科
は､ 教育プログラムを複数の機関で共有することの大きな

メリットとデメリットを２０年以上も体験してきた強みが
あります｡ また､ この概念は､ 国内の他の研究機関や他大
学大学院との教育協定､ 海外協定校とのダブルディグリー
制やジョイント ��!�プログラム制とは若干異なるもので
すが､ プログラムの共有という点では同じといえます｡ 連
合の基軸をしっかりと保ちながら､ これらの異なるプログ
ラムを試行していくことは､ 平成��年度から単位制へ教育
プログラムを移行した本研究科が提供する教育プログラム
の質の向上に繋がる１つの方策になるとを確信します｡

最後に今年度の代議員会での議論を基に､ 来年度からの
試行や方向性について触れさせていただきます｡ 次号には､
それぞれの進捗状況や結果・効果分析の途中経過などがお
示しできればと思っています｡

(修了生とのネットワークつくり､ キャンパス危機管理と
電子ジャーナル (総説) 発行計画)
本研究科は毎年海外からの留学生を受け入れています｡

学生の��％を彼らが占めていますので､ 受け入れという点
では設置趣旨や憲章を満足しているといえます｡ 帰国した
留学生�"#名の内には母国の大学の教育職についている人
達が多くいます｡ 今後もそのような役割を担う可能性のあ
る留学生を受け入れることは本研究科の質の向上には重要
だと考えます｡ まずは､ 海外を含めた修了生のネットワー
クと ｢$��%&�����(英文併記)｣ 作りから進めようとし
ています｡
本研究科を構成する２つの大学のキャンパスは愛知県を

挟んで比較的遠方に位置しています｡ 大規模災害時や学生
の共通した日々の相談相手として､ 研究科長補佐 (静岡大
学担当) の試験的配置を代議員会で検討し､ 研究科委員会
で承認されました｡ 任期は私の在任期間中で､ 研究科の覚
書として規則集に加えました｡ 緊急時､ 専任教員 (研究科
長補佐) だけでは対応しきれない様々な事態に備え､ 研究
科として万全な学生対応を図ることが重要と判断しました｡
適任者の推薦を静岡大学農学部長に依頼しましました｡
また､ 本研究科の構成教員・学生・修了生間を有機的に

繋ぐ共通媒体として､ ｢$��%&�����｣ ばかりでなく ｢英
文誌と和文誌の電子ジャーナル (総説)｣ を来年度発刊す
ることが決まり､ その準備に入りました｡ 電子ジャーナル
の企画につきましては､ 代議員の方々に大変奮闘していた
だきました｡ そして､ 学位論文研究に活用しやすいように､
内容充実するための費用を政策経費として学長に申請しま
した｡ 本企画は他の５つの連合農学研究科も､ その行く末
を注目しており､ 将来はさらに大きな雑誌へと進化するか
もしれません｡ 協定校を含めた帰国修了生からの投稿も大
いに期待するところです｡
昨年度３月には本研究科主催の第１回ホームカミングデー

が開催されました｡ 次年度には電子ジャーナル発刊記念を
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兼ねたホームカミングデーを､ 研究シンポジウムの形で開
催する予定です｡

(概算要求提案書からみた本研究科の将来像)
本学の中期目標の中では ｢学生の自立的学習､ コミュニ

ケーションを促進する環境整備及び学習支援体制を整備し､
充実させる｡｣ という項目が､ また中期計画には､ ｢国際交
流プログラムを整備し､ 国際的な教育・研究活動を展開す
る｣ ｢質の高い教育を行う観点から､ 他大学との連携を行
う｣ ｢協定大学をはじめとした世界の大学・研究機関との
人的交流や共同研究等を推進する｣ という項目が掲げてあ
ります｡
本研究科の設置趣旨､ 憲章､ 自己評価書および種々のア

ンケート､ そして広報・概要の記録をみれば､ 上記項目は､
設立当時から本研究科では試みられてきたものばかりであ
ることに気が付かれると思います｡ また､ 岐阜大学応用生
物科学部や静岡大学農学部においても海外との部局間交流
やアジアチームなどで多くの実績を積まれています｡ そこ
で､ 平成��年度概算要求として､ ｢大学間国際教育連携ネッ
トワークを活用した､ 南アジア地域で活躍できる高度専門
職業人・リーダー養成プログラムの構築｣ という課題を提
出しました｡ 母国のアカデミック領域で活躍している修了

生の方々と､ お互いの博士課程の学生さんを協力して教育
し､ 南アジア地域 (中国南部も含む) と日本の発展に貢献
していくプログラムです｡ 日本人や社会人学生もこの集団
に入って､ 一定期間共通言語 (英語) での教育を受けます｡
また､ 標準英語を学ぶために､ 北アメリカ､ オーストラリ
アの協定校から研究者の招聘や優秀な学生の派遣も計画し
ています｡ 提出書類の原案作成は､ 代議員と構成教員の一
部､ 専任教員と事務で形成したＷＧで行いました｡ 内容の
議論はテレビ会議を重ね､ 代議員会で承認を得て大学本部
に提出しました｡
本申請書の作成過程において､ 本研究科の進むべき１つ

の方向も見えてきました｡ 南アジア地域にある複数の協定
校の関連研究科と協力して､ ｢教員志願の優秀な学生｣ や
｢現地法人企業のリーダーとして活躍を希望する有能な学
生｣ を育成する､ 特色ある博士課程プログラムへの展開で
す｡ 他の方向性と組み合わせれば､ 本研究科全体の質の向
上も期待でき､ 本研究科��年の歩みが示す将来像ではない
かと思えてきました｡

これまでと同様､ 本研究科へのご理解とご協力をよろし
くお願いいたします｡ また､ 皆様方からの率直なご意見､
ご希望を心よりお待ちしております｡ 一緒に進みましょう｡
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生物生産科学 生物環境科学 生物資源科学
総計植物生産

管理学
動物生産
利用学 環境整備学 生物環境

管理学
生物資源
利用学

スマートマテ
リアル科学

生物機能
制御学

1. 研究論文のリプリント等 13 4 8 11 11 6 13 66
2. 著書 3 0 0 1 1 0 4 9
3. 特許 1 0 0 0 1 0 3 5
4. 記事 1 0 0 0 0 0 6 7
5. 学会賞等 1 0 0 0 0 0 0 1

総 計 19 4 8 12 13 6 26 88件

平成22年度 研究業績一覧



学生・修了生からの寄稿

岐阜大学イノベーション創出若手人材
養成センター平成22年度第１期 (ＤＣ)
実践プログラムを受講して

平成��年度修了生 (岐阜大学)
岩 山 祐 己

私は､ 平成��年��月､ 博士課程３年目の後学期に､ イノ
ベーション創出若手人材養成プログラムに参加しました｡
このプログラムは､ キャリアパスを求める博士課程学生や
ポスドクが､ 社会で働くためのスキルを身につけることを
目的としており､ 当時､ 研究活動に熱中するあまり､ その
先の事を深く考えていなかった自分にとって､ 社会に出る
ための絶好のチャンスでした｡
プログラムでは､ 様々な企業の方による､ 企業人として

のあり方を学ぶ啓発講義や､ 国際社会における､ 英語での
プレゼン能力を磨く講義､ そして､ 研究活動を進める上で
生じる課題に対し､ 様々な分野の方々とアイデアを出し合っ
て解決策を考え､ 研究の価値を高める ｢アイデア・トレー
ニング・キャンプ｣ を行いました｡ これらの活動を通して､
自分自身がいかに ｢企業｣ というものを知らなかったかを
認識させられました｡ そして､ 研究室にいるだけでは知る
ことの出来なかった､ ある事柄に関する様々な考え方､ 捉
え方を学ぶことが出来ました｡ これらは全て､ 違う分野､
違うステージに立つ人々が同じ場所に集まって､ 一緒に物
事を考える機会を与えてくれたことによるものであり､ 大
変貴重な体験が出来たと思っています｡
さらに､ このプログラムのもう一つの活動として､ 実際

に国内企業や海外の研究室へ行き､ そこで働くというイン
ターンシップがありました｡ 私は���	�
����ファルマ株
式会社 (横浜) にて､ ����年２月から４月まで､ ３ヶ月間
の研修を行いました｡ 実際に会社へ行ってみると､ そこは
大学の研究室と見た目は似ていましたが､ その雰囲気は大
学とは違っており､ とても壮大な目的意識を感じました｡
ところで､ ちょうどインターンシップを行っている最中､
東北地方太平洋沖地震が発生してしまいました｡ 研究所に
いた私は､ 震度５強の揺れに翻弄され､ 実家や大学から遠
く離れた地でただ一人､ 心細い生活を余儀なくされてしま
いました｡ 関東地方は大きな被害が無かったものの､ 計画
停電や､ 生活必需品が軒並み姿を消すなど､ 様々な不便が
生じましたが､ そのような中でも知恵を絞ることで､ 困難
な中を生き抜いていくことが出来ました｡ これは偶然の出

来事ではありましたが､ 人間的に強くなるきっかけとなり､
その後の私自身における､ 物事の考え方に大きな影響を与
えることとなりました｡ インターン終了後は､ 博士号取得
に向けた研究の仕上げを行い､ さらには研究支援員として
様々な仕事に触れましたが､ 社会人としての意識を持って､
物事を効率的に行う力を身につけたおかげで､ 無事に学位
取得にたどり着くことが出来ました｡
イノベーションプログラムは､ 様々な面で私自身を強い

人間にしてくれました｡ この経験をもとに､ 今後の人生を
さらに有意義なものにしていきたいと思っています｡

博士課程３年間を振り返って
―修士卒では得られなかった体験―

平成��年度修了生 (岐阜大学)
中 島 慎 也

修士課程を終えて就職していたとすれば､ 今年で社会人
４年目ということになる｡ 会社では新入社員を指導できる
立場になるぐらいであろう｡ 私はその３年間を社会人とし
てではなく､ 博士課程の学生として過ごしてきた｡ それは
大学院卒で会社に就職するというメジャーな道ではなく､
ごく少数の者が選ぶマイナーな道だと思う｡ そんなマイナー
な道を選んだからこそ得られた経験を少し綴ってみようと
思う｡
・国際学会における口頭発表
修士課程在学中に海外で口頭発表を経験した学生は少な

いと思う｡ 私は幸運にも博士課程に入学して３カ月ほどで
そのチャンスを得ることができた｡ しかし､ まだ日本語の
口頭発表ですら修士論文発表会のみしか経験していなかっ
た自分にとって､ 入学してからの３カ月はとにかく焦って
おり､ いくら練習しても落ち着かなかった｡ 発表当日は間
違いなく３年間で一番緊張した瞬間であり､ 同時にこれま
でにない達成感を味わえた瞬間でもあった｡ 今でも当時の
会場の雰囲気などは鮮明に思い出せる｡ このように､ 世界
の研究者の前で自身の研究成果を英語で発表するという貴
重な体験ができた｡
・日本糖質学会の主催
国際学会での発表を終えた頃には､ 日本糖質学会年会の

準備が待っていた｡ これは当研究室の学生は全員スタッフ
として参加したが､ 博士課程であった私はコアスタッフと
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して受付の責任者を任された｡ 東海地区の他大学の先生方
も交えての綿密な打ち合わせ､ 受付をスムーズにするため
の工夫､ 会場準備､ 当日の運営などを通して､ 一つの学会
を開催することがいかに大変であるか実感した｡ そして最
終日を終え､ 無事成功を収めた後の打ち上げのお酒がとて
もおいしかったのは今でも忘れない｡ 大変さを知った分､
今後学会に参加する際は会場スタッフへの感謝の気持ちを
忘れないようにしようと思った｡
・学会賞の受賞
スタッフとして慌ただしく過ぎていった糖質学会､ そん

な中私はポスター発表も行っていた｡ 学会が終わって半年
ほど経った頃､ 先生からポスター賞受賞の連絡を頂いた｡
忘れていた頃に届いた吉報であったため､ 聞いた時は驚い
たが､ 自分の研究が学会から認められたということが素直
に嬉しかった｡ 当研究室からは初の受賞ということもあり､
指導して下さった先生方に僅かながら恩返しができてよかっ
た｡ その二年後にさらに糖質科学名古屋拠点の奨励賞を頂
けたことは驚きであったが､ これらの受賞を受け､ 私が博
士課程で行ってきた研究に自信を持つことができた｡
・多くの人との関わり
これは社会に出ていても同じであると思うが､ 大学院に

在学しているからこそ感じたことを述べてみる｡ 会社と違っ
て研究室では短い人は卒論研究の１年､ 修士まで進学して
も３年しか在籍しない｡ その短い期間で先輩､ 同期､ 後輩
と呼べる関係にあたるのは限られた人数である｡ しかし私
は博士課程に進学し､ 長く研究室に在籍していたため､ 多
くの後輩達と仲良くなることができた｡ 指導した後輩達が
自分より先に卒業していくのは寂しくもあったが､ 社会人
として活躍している姿を見ると､ 自分も負けないようがん
ばろうという気持ちになる｡ また､ 学会等を通じて知り合っ
た他大学の先生方や友人など､ 博士課程に進学したからこ
その出会いも多くあった｡ このように､ ３年間での出会い
は私にとってかけがえのないものとなっている｡

ここに挙げたものは､ この岐阜大学連合農学研究科在籍
中に経験した数多くのことの中の代表的なものである｡ 修
士卒で社会に出ていればそこでの出会い､ 経験があったで
あろうが､ この３年間がない自分は今では想像できない｡
それだけ､ 忙しくて大変ながらも充実した研究生活を送っ
ていたからであろう｡ 今後はこの３年間で学んだことを活
かし､ 新たな世界で､ 新たな課題に全力で取り組んでいき
たい｡
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ホームカミングデーの開催

岐阜大学大学院連合農学研究科､ ホーム
カミングデーを開催

岐阜大学大学院連合農学研究科では､ 連合農学研究科が
創設されてから��周年を迎えたことを機に､ 学位を取得し
た修了生を招き３月��日 (金) に岐阜大学連合大学院研究
科棟にて､ ｢岐阜大学大学院連合農学研究科 ホームカミ
ングデー｣ を開催した｡ 修了生を代表して､ 北京林業大学
林学院教授である鄭 小賢講師 (平成６年度修了生, 中国)､
ガジャマダ大学農学部教授であるトリウィドド アリウィ
ヤント講師 (平成５年度修了生, インドネシア) を招待し､
それぞれの講師から講演をいただき､ その後２人の講師を
交えて総合討論が行われた｡ 講演及び総合討論の様子は､
テレビ会議システムを使い､ 配置大学である静岡大学に配
信された｡ 総合討論後には､ 長年にわたり多大な成果をあ
げられたことを称え表彰式が行われ､ それぞれの講師に表
彰盾が贈呈された｡
講演後は学生主催の歓迎会が催され､ 岐阜大学大学院連

合農学研究科の在学生及び修了生の今後の活躍を祈念し､
盛会のうちに終了した｡

鈴木教授､ 鄭氏､ トリウィドド氏､ 高見澤研究科長

���



国際学会発表学生援助報告

28th International Horticultural
Congress 2010

Abu Shamim Mohammad Nahiyan

Course：
Science of Biological Production

plant Resourse Production
The year entered：2009

Name of University：Gifu University

Attending an international academic congress is a great
opportunity to increase the depth of knowledge of science
and also provides the chance to meet with so many scientists
from different countries all over the world with different
cultures. This year, with the kind consent from‘The United
Graduate School of Agricultural Science, Gifu University' I
attended the 28th International Horticultural Congress, which
was held during August 22-27, 2010 in Lisbon, Portugal
where my abstract was accepted for presentation as poster
and the title is“Potential of Arbuscular Mycorrhizal Fungi
and Non-Pathogenic Fusarium for Tolerance to Fusarium
Root Rot in Asparagus Plants”.

I went Lisbon with my supervisor to attend the meeting
(organized by the International Society for Horticultural
Science) on 22 August 2010 by Lufthansa Airlines starting
from Nagoya Airport. Lisbon is the canital of Portugal and
one of Europe's most accessible and welcoming cities. It is
also very ancient city in Europe. After arrived Portugal. I
could feel that I entered the country of historical civilization,
which is rich in art, science, literature and music. 0n 23
August, I went to the Lisbon Congress Center, where the

meeting was going on. I became surprised to see such a big
congress, which involved high quality scientific program,
related to research in basic areas of Horticulture. In this
centre, I attended some of the related sessions which were
very interesting. On 24 August in the morning I went
congress again and visit to poster presentation pavilion to
understanding the present horticultural study in the different
location of the world. In the afternoon, I visited city area
and surprised to see the combination of ancient and modern
architectural heritages of Lisbon.

On 25 August, at 10.30 AM we went congress center,
attended some session including my lab mate Mr. Okada's
short oral presentation. After that, I again visited in poster
area to search some research work, which was relevant to
my present study. And
then. poster session started at 3.00 PM. As I had a poster
presentation, I had to stand in front of the poster for around
one and half hours. During this time, I availed myself of
the opportunity to meet some scientists who are very
renowned in the field of
horticulture and I got some questions from them regarding
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平成22年度国際学会発表学生援助申請者一覧

申請者氏名
(主指導教員) 所属大学 学

年 専 攻 連合講座 開催国 開 催 期 間 発表方法

坂 口 広 大
(鈴木 徹) 岐阜大学 3 生物資源科学 生物機能制御学 ス ペ イ ン 2010.6.1～2010.6.4 ポスター

張 姿
(前澤 重��

岐阜大学 3 生物生産科学 植物生産利用学 ポ ル ト ガ ル 2010.8.22～2010.8.27 ポスター

賀 建 龍
(鈴木 徹) 岐阜大学 2 生物資源科学 生物機能制御学 ス ペ イ ン 2010.6.1～2010.6.4 ポスター
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my present work. After finishing the poster session at 4.00
PM, we went back to the hotel. On 26 June, basically l have
free day, as our returning date is 27th, I had a chance to
visit around the city on 26th. So I made a plan to visit city
tour which gave us the opportunity to visit some historical
and beautiful places in Lisbon. On 27 August, early in the
morning we started to return Japan after completing a
successful tour in Europe.

I am thankful and grateful to the authority of The United
Graduate School of Agricultural Science. Gifu University for
allowing me a travel Grant, for which I was able to attend
the congress. I am really very much indebted to them. I
must also owe my profound gratitude to my Supervisor Dr.
Yoh-ichi Matsubara, who arranged everything and helped a
lot for making the trip a very successful one.

国際園芸学会 (�������) に参加して

岡 田 朋 大
生物生産科学専攻
植物生産利用学連合講座

私は８月��日から��日にポルトガルのリスボンで開催さ
れた､ 国際園芸学会 (�������) でポスター発表を行いま
した｡ これまでに私は国内の学会で合計４回発表を経験し
ましたが､ これまでの発表と違い､ 申し込みやポスターの
内容､ 質疑応答まで全てに英語が必須であったことから､
最初は申し込みを躊躇していました｡ また､ 私は海外に行っ
たことがなく､ 日本国外へ出るという漠然とした不安もあ
りました｡ しかし､ 国際園芸学会は４年に一度の開催で､
次に参加できる保証はありません｡ また､ 博士課程１年と
いう研究者として歩み始めようとする年であり､ 自分を高
める良い機会になると思い､ 無茶を承知で挑戦することに
しました｡
学会のホームページで申し込みを済ませると申し込み前

に感じていた不安はなくなり､ 国際学会への参加や海外へ
行けることが楽しみになってきました｡ しかし､ 学会の参
加には申し込みだけではなく､ 要旨や発表のポスター､ 論
文１本の準備が必要でした｡ また､ 学会の企画で３分間の
ショートオーラル発表者に選抜され､ それについても準備
しなければなりませんでした｡ 私はこれまでの発表の中で
英語版のポスターを作ったことがなければ､ 英語で口頭発
表を行ったこともなく､ 投稿する科学論文を書いたことも
ありませんでした｡ そのため､ 要旨やポスター､ 論文の作
成では､ 内容の考察だけでなく英語の表現技法も考える必
要がありました｡ 特に､ 自分が表現したい内容を英訳でき
ないことが多く､ 読み返すと自分でも理解できない内容に

なってしまうこともあり､ 表現技法については色々な人の
論文を参考にして書き上げていきました｡ また､ ショート
オーラルの準備ではそのメリットを勘連いし､ ３分間とい
う短いながらも大きなチャンスを棒に振ってしまうところ
でした｡ このような欠点だらけの私を支えてくれたのは､
研究室のメンバーたちで､ 特に先生には内容の精査から英
語の表現方法､ オーラルでの問題点など､ 多くのことを指
摘し学ばせてくれました｡
準備に手間取りながらも何とか完成し､ いよいよ発表の

日になりました｡ ショートオーラルでは学会の緊張感と人
前へ出る緊張で上手く発音できず､ 私の英語はまだまだ会
話するには遠いと思いました｡ また､ ポスター発表中も通
じないことがあり､ もっと英語力を上げて彼らと話してみ
たいと思いました｡ しかし､ 研究の内容については正確に
通じなくても理解しあえることもあり､ 知らない人と面と
向かって議論することが楽しく感じるようになりました｡
また､ 私の研究に興味を持ってくれる人や実験手法につい
て教えてほしいと尋ねてくる人にも出会え､ 小さなことで
すが研究者として少し成長できたと思います｡
今回の学会を通して､ 私は色々な面で成長できました｡

また､ 私の場合は英語でしたが､ 不安なことでも努力次第
で解決できたことから､ 挑戦する一歩を踏み出し､ それを
やり遂げるために努力することは成長するきっかけになる
ことが分かりました｡ これからも色々なことに挑戦し､ 自
分を高めていきたいと思います｡
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国際学会報告書

岡 部 実
生物資源科学専攻
生物資源利用学連合講座
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Conference report

賀 建 龍
生物資源科学専攻
生物機能制御学講座

I had attended the 3rd International symposium on
Propionibacteria and Bifidobacteria: dairy and probiotic
applications which held in Oviedo, Asturias, Spain in 1st -
4th June 2010, and presented my poster expression of
catalase gene afford tolerance to oxygen in Bifidobacterium
longum 105-A in the conference.

This Symposium aims to present the current advances in
dairy propionibacteria and bifidobacteria, considering the
important role that they play in dairy industrial applications
as well as in human health. And, it provided a good meeting
point for students, scientists and industry to present and
exchange our more recent and relevant findings in the field
and that this could finally contribute to integrate the ad-
vances in these two relevant groups of microorganisms.

The lectures were very wonderful and left profound
images. The lecture molecular characterization of
Bifidobacterium longum heat-shock tolerant mutans presented
by Bernard Berger (Nestl? Research Center, Lausanne,
Switzerland) described that the development of molecular
tools allowed to shed light on several widespread genetic
mechanisms aiming at limiting the effect of the molecular
damages on bacterial survival. For some bacterial taxa, the
genetic toolbox is scarce and limits the possibilities to
investigate the molecular basis of their stress response. In
this case, an alternative strategy is to study genetic variants
of a strain under stress conditions. The lecture Functional
analysis of a prototype Bifidobacterium through 'omics'
approaches presented by Douwe van Sinderen (National
University of Ireland, Alimentary Phar-mabiotic Centre, Cork,
Ireland) described that research on bifidobacteria has greatly
benefited from the availability of genome sequences of
members of this genus, most of
which reside naturally in the
gastro intestinal tract. These lec-
tures were useful for thinking
about experiments.

In the poster presented area, I
found a poster described the
pBAD and plac promoter was
useful in Bifidobacterium which
was unexpected. I discussed with
Ph.D Marita GLEINSER who
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presented the poster about these promoters. I thought the
promoters would be widely used in the future.

I met Prof. Yoshimi Benno (RIKEN Bioresource Center,
Saitama, Japan) who was invited as a chair in this confer-
ence. Prof. Yoshimi Benno is a witty gentleman whose
speech was absorbingly which made everyone relaxed and
concentrate on listening. In this conference, I made many
friends from around the world, the Argentine, the Germany
etc. I walked around the ancient and distinctive city in spare
time. There is a world heritage Cathedral of San Salvador,
from 13th century, erected in 1288 over the previous
cathedral, which was founded in the 8th century in the city.

This conference gave me a chance to meet many scientists
from everywhere and communicate the newest approaches
and ideas. It was helpful that I could research the doctor
subject better.

国際学会発表報告書

坂 口 広 大
生物資源科学専攻
生物機能制御学講座

スペインの国際学会に参加して､ 非常に多様な知見を得
ることができました｡ 本学会はpropionibacteriaとbifido-bact
eriaについての学会であるため､ 自身が思っていたよりも
意外と規模の小さな学会でした｡ しかしながら､ 参加者は
ヨーロッパ諸国を中心に､ アジア､ アフリカ､ 北米､ 南米
の国々から渡航しており､ 先生たちのレクチャーやポスター
発表等を通じて学生たちと情報交換をすることで世界にお
けるbifidobacteriaの研究の現状を把握することができまし
た｡ 私たちの研究に非常に参考になる研究データが数多く
発表されており､ 今後の研究に大いに役立つことが期待で
きました｡ また､ 私たちとは違った面からの研究アプロー
チや研究結果に基づいた多様な考察が行われていたことが
特に印象に残りました｡ ヨーロッパ諸国のbifidobacteriaの
研究は世界的にみても進んでいると思っておりましたが､
私たちの研究も全く引けを取らず､ 多くの方が研究内容に
非常に興味を示してくれておりました｡ 今回､ この国際学
会に参加して有意義な時間を過ごすことができて本当に良
かったと思います｡
学会を通して､ 自身の英会話のレベルが非常に低いこと

が再確認できました｡ 日々英語を読んだりはしているもの
の､ 英会話のように自らが伝える側になると伝えたい内容
を的確に伝えることができませんでした｡ 日常生活におい
てもできる限り英会話をすることを心がけ､ 語学力のスキ
ルアップに努めたいと思いました｡

本学会で得られた様々な
知見やアドバイス､ 反省点
など経験したことをこれか
らの研究生活に生かして､
有益かつ魅力的な研究が出
来るように取組んでいきた
いと思います｡

Report of the conference

Zi Zhang

Science of Biological Production
plant Resourse Production

I was very greatly honoured by being present at the 28th
international horticultural congress in Lisbon from 22th to
27th Aug. 2010. This was the first time to attend such an
international congress which included all kinds of horticul-
tural areas such as organic horticultural, postharvest technol-
ogy, quality chain, genetic resources and so on. This was the
rare chance for me to communicate with scholars form the
other country in the same study field. Moreover, I also
listened to some excellent speeches such as "Assuring
organoleptical quality of apricots" by Pro. Lurie, "Gene
expression in relationship to ethylene perception in apple
fruit during ripening and senescence" by Dr. Song.

As to me, I did a poster presentation about differential
color development in mature green tomatoes associated with
changes in the antioxidant system after cold or heat shock
treatment. To study the differential antioxidant system in
mature green tomatoes after Cold shock treatment (CST) (0
°C, 3 h) and heat shock treatment (HST) (50°C, 2 min),
colour, malondialdehyde (MDA) and ascorbic acid (AsA)
contents, as well as changes in
antioxidant enzyme activities
during storage at 20°C and
10°C were measured. CST
accelerated colour change by 1
d at 20°C and 3 d at 10°
C without chilling injury.
Increase in colour develop-
ment after CST differed from
that observed in previous re-
ports and may reflect higher
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MDA content, lower AsA content as well as lower
superoxide dismutase (SOD) and peroxidase (POD) activities
than controls during storage at both 20°C and 10°C.
However, HST delayed colour development by 3 d at 20°
C and 5 d at 10°C, decreasing MDA content under both
storage temperatures. The activities of antioxidant enzymes,
SOD and POD, with HST were higher than in controls
during storage at 20°C or 10°C. These results suggest that
CST and HST have the same effect on the antioxidant
enzyme activities of catalase (CAT) and ascorbate peroxidase
(APX) in mature green tomatoes at 20℃ or 10℃ storage,
and imply that SOD and POD play significant roles in the
antioxidant system resulting in the different color develop-
ment in mature green tomatoes after CST and HST when
stored above 10℃.

To attend this meeting is a great useful and desirable
experience for me and I have learned a lot of super ideas
from other's research which will be made good preparations
for my future study. I really appreciated school and my
professor for giving me this chance that I would never forget
all my life.

IUFRO World Congress 2010

藤 島 みずき
生物環境科学専攻
生物環境管理学連合講座

2010年８月22～29日に韓国・ソウルで開催されたIUFRO
World Congress 2010に参加してきました｡ 本大会のテー
マはForest for the future: Sustaining society and the enviro
nmentで､ 約3500人もの研究者や学生が110カ国から参加し
ました｡ この大会はInternational Union of Forest Research
Organizations (IUFRO) が開催する４年に一度の国際大会
です｡ IUFROとは森林に関連する研究の国際協力を促進し､
生態学・経済学・社会学の視点から森林と樹木についての
理解を深める事を目指す国際森林科学ネットワークです｡
そのため､ 社会的な側面からは文化財の保護や森林が人間
の健康に及ぼす影響､ 経済的な側面として路網・集材作業
システムの構築や持続可能な材木・林産物の販売方法､ 私
の研究に近い生態学的な側面からは､ 樹木の遺伝解析から
森林バイオマスの推定まで非常に幅広い分野の発表があり
ました｡ 様々な分野がありましたが､ 学会を通して､ 世界
全体で現在の森林研究に求められるものがあり､ 個々の研
究はその流れに沿って行われているという事を感じました｡
このように幅広い分野からの参加者が集まるためか､ ど

の発表においても日本国内でのものに比べ研究背景や試験

地の気候・地形の条件の説明に多くの時間が割かれていま
した｡ このイントロの部分を聞くだけでも､ 多くの国の森
林と森林を取り巻く社会について大まかに知る事ができ興
味深かったです｡ しかし研究の内容にはいると､ 自分の分
野から遠い分野の発表ほど英語が聞き取れなかったり､ 聞
き取れても単語の意味を知らなかったりと､ しっかりと理
解するのは難しかったです｡ 自分のポスター発表でも､ ポ
スターに書いてある通りに読むだけになってしまい､ もっ
と英語の語彙を増やすことや､ 普段から自分の研究を英語
で話す練習が必要と感じました｡

In Congress tourでは､ 国立樹木園と長期生態観察サイ
ト (LTER) を訪れました｡ この森林は韓国の暖温帯にあ
たり､ 景観や構成樹種が日本のそれと非常に良く似ていて
驚きました｡ また､ 人工林の樹種もスギ､ ヒノキ､ カラマ
ツ､ アカマツなど日本と同じだそうです｡ 異なる樹種は､
建材にも適しており実を ｢マツの実｣ として食べる､ チョ
ウセンマツがありました｡ 樹木園内の資料館では､ 韓国の
森林の歴史と人間とのかかわりについて展示されていまし
た｡ 日本と同じように､ 韓国でも古くから木材を､ 建築や
家具､ 食器､ 農機具､ 楽器などに使っていて､ またそれら
の形が日本のものと良く似ていることから文化圏が近いこ
とを強く感じました｡ もっと韓国の林業についても知りた
かったのですが､ 時間が限られていたのが残念でした｡
このような国際学会に参加し世界の研究の動向を直接知

る事から､ 自分の研究に足りないものを発見したり､ 改め
て研究意欲を掻き立てられたりと､ 大変良い機会だったと
思います｡
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学 生 氏 名 学 会 賞 名 団 体 名

中 島 慎 也 岐阜大学 DREAM PROJECT (コンティグ・アイ)
最優秀賞 岐阜大学 DREAM PROJECT

Mingzhu Li
Takahiro Asano
Haruhisa Suga
Koji Kageyama

2011年アジア菌学会ポスター発表賞 アジア菌学会

吉 澤 樹 理 日本環境動物昆虫学会優秀講演発表賞 (2011) 日本環境動物昆虫学会

西 田 光 貴 第60回日本応用糖質科学会
中部支部総会・講演会プレゼンテーション賞 日本応用糖質科学会
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平成22年度 学生の近況 (２年生)

Liao Yi

生物生産科学専攻 植物生産利用学連合講座
主指導教員：福井 博一教授 (岐阜大学)

Japan is not only a familiarcountry to me that I have
heard of it from childhood, but also an unacquainted
country to me that I have never stepped on the land of it.
Now I have been in Japan for half year since I was
enrolled in Gifu University as a student in Oct. 2010. By
my own feeling, Japan is a beautiful country with
comfortable climate, the people in Japan are
modestyandpoliteness, and the society is so regular and
harmonious.

I felt lonely when I was in Japan at the first
3weeksbecausemy Japanese was so poor and I had no
friends here. But I was lucky, the Japanese students who
were in the same laboratory with me helped me a lot in
my life and study. They are so kind, patient and
painstaking. Really thank them very much. I will never felt
lonely anymore and I have many friends now. My life
time is so happy to be with them.

As we known, Japanese work hard and think highly
importance of team spirit. I can deeply feel that spirit
when I work and cooperate with them. I think that's
excellent characters that Japanese have.AndI think the
power of a team is better than an individual's for working
and serving the society. I have to learn and obtain a
benefit from it.

In my research, I am doing the effect of wavelength of
light on floral bud differentiation of
chrysanthemum.Chrysanthemum is main cut flower in the
world and it is cultivated in temperate zone or tropical
highland. Flower growers are now using incandescent lamp
in the night(Night Break, NB) to control the anthesis.
Because of prevention of global warming, the Japanese
government decided to cancel the manufacture and sale of
the incandescent lamp. LED lamp has recently been
developed and has advantages of lower consumption of

electric power and longer durability to incandescent lamp.
However, there are scarcely applied instances in light
culture of chrysanthemum. So the studypay attention to
LED lamp with wavelength of 660nm and 740nm which
was maximum absorption wavelength of phytochromePr and
Pfr, and the floral bud differentiation under the irradiating
of LED lamp has been investigated.Chrysanthemum cultivar
'Jimba', a short-day plant, and Cultivar 'Iwa no Hakusen', a
day-neutral plant, had been used for the research materials.
Phytochrome has relation with floral bud differentiation in
the short-day plant. Pfr is the active form of phytochrome
by red light-induced and inhibit floral bud differentiation,
and Pr is the non-active form of phytochrome by far-red
light-induced. The experiment results showed as follows. In
'Jimba'735nm far red light NB has no effect onfloral bud
differentiation and red light, red light plus far red light NB
treatments have strongly inhibition onfloral bud
differentiation. In 'Iwa no Hakusen', 630nm, 660nm red
light NB have promotion on floral bud differentiation and
735nm far red light, red light plus far red light NB have
delay effect on floral bud differentiation. It is difficult to
analyse the difference mechanism of the different cultivar of
Chrysanthemum by phytochrome theory. I know I have a
long way to go in my research, but I will try my best on
it.

Japan is a developed country.Its science research work is
still in the leading place in the whole world and so is
agriculture. There are still 2 and half years to stay in Gifu
University, so that I have enough time to see and to visit
the advanced farm and corporation that relate to us. I think
that I have much to learn. In the remaining time, I will go
on the research, improving my Japanese, making more
friends and enjoying the perfectlife.
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Moslama Aktar Maya

生物生産科学専攻 植物生産利用学連合講座
主指導教員：松原 陽一准教授 (岐阜大学)

I have come from Bangladesh. I came to Japan at the
end of December 2009. The land of rising sun welcomed
me with a lot of pleasing surprise. Snowing started in a
few days after my arrival and that I had never experienced
before. It became beautifully white with heap of snow all
around. I celebrated the moments playing with snow and
making snow bear first time in my life. On the 31st
December's night, I enjoyed the New Year countdown and
visited the amazing illumination in the snow covered
Nagara Park. Before and after my admission in the Gifu
University in April 2010, I had some opportunities to
closely observe and enjoy the beauty of Japanese life and
culture. I like the delicious dishes of Japan particularly
those made from sea food. I tasted the Japanese green tea
(O cha) for the first time in Japan and now make it a
habit to take it regularly. I participated at the traditional
and gorgeous celebration for rice cake (mochi), flowing
noodles (somen), fireworks (hanabi) and cherry blossoms
(hanami) festivals. Through the international students'
center, I got the opportunity to visit a Japanese super
science school (Gizan Super Science High School) where I
passed a good time and was amazed to see the enthusiasm
of the students and the teaching methods for them.
Japanese people are very much courteous and helpful to
the foreigners. To me, Japan would be ever memorable for
many reasons but the most important may be because of
the birth of our first and only baby (daughter) Manha.

I was always fascinated to go abroad for higher studies
in a developed country to learn the most advanced
technologies and contribute in the development of eco-
friendly sustainable agriculture. In my Masters course study
in Bangladesh Agricultural University, my major was
Horticulture. I became happy while I got opportunity to
pursue my doctoral course research at the reputed
Laboratory of Horticulture of Gifu University under the
esteemed supervision of Assoc. Prof. Dr. Yoichi
MATSUBARA. My doctoral research theme is to

investigate the biocontrol potential of arbuscular mycorrhizal
fungi (AMF) for disease & heat tolerance in horticultural
crops. AMF has drawn considerable attention of the
agricultural scientists as potential biocontrol agents to
combat soil-borne pathogens and facilitate heat stress
tolerance in an eco-friendly way. However the mechanisms
for these effects are not still clearly understood, they all
appear to involve some morphological or physiological
changes that occur when the mycorrhizal association is well
established. Therefore, it is necessary to have
comprehensive knowledge of the mechanisms involved in
this biocontrol to the use of AMF as reliable agents of
biological control. I already completed some pot
experiments in the green house and regulated growth
chambers and now my analytical experiments in the
laboratory are going on. My preliminary findings are
encouraging and I hope my ultimate result would contribute
in enhancing production of horticultural crops in an eco-
friendly way. I am grateful to my honorable supervisor and
fellow lab-mates for offering me a friendly atmosphere that
helped me to quickly learn the necessary science &
techniques and carry out my study and research.

ZHANG DEFENG

生物生産科学専攻 植物生産利用学連合講座
主指導教員：福井 博一教授 (岐阜大学)

愈々新しい一年の春を迎えます｡ 私は日本に来てもう２
年半になります｡ この長い間に多くの人と付き合っていく
中での体験､ 耳に聞える事などからの勉強といった様々な
形での社会体験といった､ 日本での生活は本当に充実した
毎日を過ごしています｡
最初､日本の文化や習慣が慣れていなかったので､大変で

した｡研究室に入って､ 親切な先輩たちから実験や研究室
のマニュアルなどを丁寧に教えてもらいました｡ 日々研究
室のことを慣れてきました｡ 本当に留学の機会で､たくさ
ん素晴らしい人と出会って､ 何よりも幸運です｡ 毎日､ 研
究室を中心し､ 実験を専念し､ 単純な生活を楽しんでいま
す｡ 暇な時､ 日本語を勉強したり､ 花に関連する現場を見
学したり､ 研修旅行に参加して日本の文化､ 自然を感じた
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りしています｡ この一年半で､ 私の日常生活の大半の時間
を過ごす研究室において､実験等で関わる日本人の先生や
仲間の学生とのコミュニケーションや協調性の大切さを学
びました｡同時に､ 日々新たに知る知識と､ 日本で学べる
ことに対して､ 喜びを実感しました｡これらは全て､ 中国
の大学では経験できないことでした｡留学するのは珍しい
機会と思って､ 時間を無駄にしないように､ 専門知識と日
本語能力を高めるために､ 精一杯頑張ります｡このような
日本での留学生活は､ 自分を変えて､ 自分の人生の中でか
けがえのない宝物になったことで非常に満足しています｡
三年間の目標は､ 基礎的な知識の習得を経て､ 深く､ 広

く専門知識と技術を学びたいと考えています｡その為に､
専門書籍だけではなく､ 関連分野の書類からも知識を習得
し､ 幅広く学習したいと考えています｡また､ 必要な実験
を行い､ 実験から得られた問題点とその解決法を考察､ 分
析し､ そのために必要な能力を養いたいと考えています｡
私は今､ 日本へ留学できたことが､ 私自身にとってかけが
えの無い貴重な時間であり､ 大切な機会だと痛感していま
す｡以上のような経験と目標のもと､ 三年間という時間を
無駄にすることなく､ 立派な博士になれるよう努力したい
と考えています｡そして将来､ 日本と中国両国の農学の発
展に携わるとともに､ その中で日本に留学した私だからこ
そできる方法で､ 日中の国際交流に役に立ちたいと思いま
す｡

岡 田 朋 大

生物生産科学専攻 植物生産利用学連合講座
主指導教員：松原 陽一准教授 (岐阜大学)

私は忌地現象発生機構の生物学的解析並びに植物生育改
善法の確立というテーマで研究を行っています｡ 対象とし
て扱う植物はアスパラガスで､ ����������菌根菌を利用
した対策法の検討を卒業研究から継続しています｡ そんな
研究テーマと向き合って早４年が経過し､ このテーマで学
位を取りたいと思うまでになり､ 博士課程へと進学しまし
た｡ そしてそう思い立って挑戦した博士課程１年目は目ま
ぐるしく過ぎ去りました｡ そんな目まぐるしく過ぎた１年
は､ 多くの発表機会に恵まれた年でした｡
まずは３月に行われた園芸学会春季大会､ この時点では

正確には修士の学生でしたが､ 進学も確定していたので博

士の学生として意識した初の学会発表でした｡ しかし､ 発
表は上手くいったとは言えず､ 研究内容だけでなく発表自
体に対しても考えを改めなければならない結果となりまし
た｡ 次は	月にポルトガルで開催された国際園芸学会
(
��
���) です｡ 私にとって初の海外での学会発表であ
り初の海外渡航となりました｡ 国際学会ではポスター発表
の予定でしたがショートオーラルセッションに選出され､
３分間という非常に短い時間でしたが口頭発表を行う機会
に恵まれました｡ 英語での発表ということで不安はありま
したが､ それでも私の発表に興味を持ってくれる人もおり､
様々な国の人と会話できる貴重な体験だったと思います｡
そして�
月には連合農学研究科主催の市民講演会､ アグロ
サイエンスカフェでの発表機会にも恵まれました｡ 私は自
身のプレゼン能力は低いと思っていたのですが､ アグロサ
イエンスカフェの発表者に選ばれたことで､ 前より少しは
成長しているのかと思いました｡
私は４年以上も同じテーマで研究を続け､ 昨年だけでな

くこれまでに何度か学会発表を行ってきました｡ この二つ
の事柄から､ 私は ｢継続は力なり｣ という言葉を実感でき
るようになりました｡ 上手くいかなくて落ち込むことや不
安になることはあります｡ しかし､ これまで続けてきたか
らこそ多くの機会に恵まれ､ 周りに少しずつ認められてゆ
くのだと思います｡ 学位を取ることは容易ではありません
が､ これからも研究を継続し力をつけてゆくことで､ 少し
ずつ前へ進んでいこうと思っています｡

LI KAI

生物生産科学専攻 経営管理学連合講座
主指導教員：荒井 聡教授 (岐阜大学)

私は､ ずっと中国農業経営の近代化発展について研究行っ
ている｡ 平成

年４月から､ 岐阜大学連合農学研究科に入
り､ もうすぐ一年間になった｡
この一年間を振り返ると､ 長い一年間でもあるが､ 短い

一年間でもある｡ 私のこの一年間の勉強および研究するこ
とは以下のようにまとめることができる｡ まず､ ７月に北
海道大学で開かれた ｢日本農業市場学会
���年度大会｣ に
参加することになり､ 同大会で､ 糧食主産地における野菜
作農民経営の形成課題というテーマの論文を口頭報告の形
で報告して投稿した｡ 現在結果待ちの段階である｡
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その後､ 連合農学研究科の総合農学総合ゼミナールを参
加し､ そのおかげで､ 私は教員たちと同級生と一緒によい
三日間を過ごし､ 非常に楽しかった｡ 私はこのゼミナール
で自分の専門以外の研究がどういう風にやっていることが
始めて知っていた｡ そして､ 農学研究について､ 植物や動
物の研究から分子や遺伝子まで広くされているのが驚いた｡
他分野の同級生の研究発表を聞いたら､ 皆輝かしい研究成
果が得られ､ それに対応して自分研究の鈍さが感じ､ さら
に励みになり､ 自分なりの研究もこれからもっと力を入れ
て頑張らなくてはいけないと思っている｡
また､ ９月に､ 私が研究している日本の農協のような組

織である ｢中国専業合作社｣ に関する国際フォーラムが開
かれるため､ 中国北京で ｢東アジア農協組合の発展に関す
る国際フォーラム｣ が参加した｡ この会議の参加により､
日本､ 中国､ 韓国､ 台湾を含めて東アジアの大学の先生や
農協専門研究員たちがこれからの農協発展についてよく議
論したことは勉強になった｡ そして､ 国際議論を通じて日
本農協の発展および現状について深く理解できた｡ 今後､
日本農協の成功したところを自分の国である中国に如何に
導入することが重要な課題であると私はそう考えている｡
最後は����年２月にうち研究室の教授であり､ 私の修士の
指導先生でもある今井先生の最終講義を聴かせていただい
て農業ということの位置づけおよび人類にとっての大切さ
が一層深めた｡ そのため､ 今井先生の退官をおめでとうご
ざいます｡

哈 斯 巴 根

生物環境科学専攻 環境整備学連合講座
主指導教員：平松 研准教授 (岐阜大学)

人生はあきらめるものではないという強い認識の基で､
また研究室に戻って来てあっとういう間に一年間経ってし
まった｡ 博士２年になりつつありながら､ これからはいよ
いよ本番だという覚悟であるのは私のまとめだろうね｡
修士終了後､ その研究を５年間空地にしてきたので､ 博

士課程に応用できそうなものがなかったため､ 新しい研究
テーマを選んだのだ｡ 最初､ ｢中国内蒙古地区の水資源管
理及び地下水管理｣ にしていたが､ 対象地域のデータ入手・
サンプル持ち出し等に一定の難度が予想され､ この研究計
画をあきらめることにした｡ そして､ 研究を日本国内に決

め､ 溜池群の水質と微生物を分析し､ それらの関係を研究
することにしたのである｡ 水質の分析なら､ やっと修士時
代のものを活かせるぐらいだったが､ 微生物群集を計測す
るのは全く新しいもので､ 関連する文献などを探しながら､
あっちこっちから実験方法とかを学習して､ ようやくでき
そうな感じで､ 研究対象水域も決められているので､ 遅れ
ていても準備がバッチリだと言えるほど､ 自信満々でスター
トラインに立っている所でございます｡
博士課程を学年どおりに終えるかどうかまだ見通しが立っ

てないが､ 研究そのものが時間との戦いでありながら､ 品
質を強く求めるものであると感じており､ 自分の研究結果
がみんなに認められたその時点でついに博士資格を取得す
るだろうと思われる｡ そこまで至るには､ 自分の日々の努
力が欠かせないのは当然だが､ 研究環境つくり､ 体調管理､
正常な生活の維持等要因もかかってくるし､ まるで ｢人生
の大きなプロジェット｣ のようであり､ 自分をよく全面的
にマネジメントして行かないといけないと思う｡
最後に､ この機会を活かし指導教員並びに連合の皆様の

丁寧なご指導と熱々ご関心にすごく感動していることと､
感謝の誠意が胸いっぱいであることを言いたい｡ これも私
の研究に大きな原動力になっているのは確実である｡

山 田 忠

生物環境科学専攻 環境整備学連合講座
主指導教員：松本 康夫教授 (岐阜大学)

博士課程へ入学して､ １年が経ちました｡ 正直なところ､
やっと学校にも慣れて研究が進みだした状況です｡
私の研究は､ 住民による防災活動や対策が少しでも進む

ことを目的として取り組んでいます｡ この１年間には､ 主
に修士の成果を論文にすることと､ 研究を進めていく上で
の着眼点を探ることでほぼ終わりました｡ まず､ 修士の成
果を論文として投稿し､ そのうち１編が査読付き学術誌に
掲載できました｡ また､ 学会発表も実施して､ 有意義な議
論も行いました｡ 次に､ 研究を進めていく上での着眼点を
探ることに最も力を入れました｡ 修士までに､ 日本で発表
された水害にまつわる論文 �主に社会科学的なもの�をほ
ぼ読んだこともあり､ 英語の文献を読みました｡ ��

	
��というリスクマネジメントに関する文献を中心に読
んで､ その中で日本と外国との災害の発生形態が違うこと

�
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に気づかされました｡ 外国では主に貧困層が多い場所で災
害が発生しておりますが､ 日本では新たに開発された場所
で発生しやすい傾向です｡ 東日本大震災での津波の被害や
液状化の被害が発生した地域もそのようにみえます｡ 今後
の調査にあたり､ フィールドの地理特性や社会特性を十分
に考慮して取り組んでいく必要性を痛感しました｡
このようにほぼ１年が終わり､ 現在では､ 研究対象地域

である大垣市でヒアリング調査を進めています｡ 対象地域
の特徴として､ 住民による水防体制�組織と活動�が確立
しています｡ その一方で､ 新規の住民が水防活動に参加し
ない課題があります｡ 今後､ 地域でまとまった水防活動が
できるようにするために､ そのもとになる水害に関する知
識や被災した時の経験などを詳細に把握して､ 定量化でき
るようにしていきたいです｡ なお､ 当初の計画では､ 地域
の歴史や文化とコミュニティ活動との関係を主に検討して
いましたが､ ヒアリング調査でそれらの関係が見えてこな
いことから､ 水防体制の継続の要件になりうる治水や水害
発生メカニズムなど水害に関する知識を調査しています｡

張 麗 芬

生物資源科学専攻 生物資源利用学連合講座
主指導教員：西津 貴久准教授 (岐阜大学)

Time flies! One and a half years have passed since I
came to Gifu University, Japan.

I could memorize everything happened during the past
550 days. Before I came to Japan, I looked into the study
in Japan. It is said doctor of philosophypursued in Japan is
golden. I believed that, so I applied for a further study on
the food engineering.

I changed my major into food process. I pursued a
master degree in China on Biochemistry and Molecule.
Why did Ichange my major in PhD. program? In my
mind, the major in food is much more charming to me.
China is developing very fast, and the living level of
Chinese is becoming higher and higher. People need safe
foodvastly. I believed that I would apply the first class
training me receiving in Japan.

October 2nd , 2009, I arrived in Japan, a brand-new
country for me. I was curious about everything around me.

I was energetic, and I set up to learned everything from
zero. I became a research student for half a year. Learning
Japanese was the first tough thing I run into. I could not
communicate with my supervisors and lab mates smoothly,
which confused me very much. I was frustrated once, but
the aim I came here told me I could never ever give up.
Japanese around did help me so much with their patience,
which I should thank my lab mates so much. During those
days, I also did some experiment to make myself to adapt
the life in the lab, which turned out to be very helpful to
learn Japanese from experiment partner. The other tough
thing living in Japan was financial problems. As a private
international student, survival is a critical problem I should
handle with. Without any scholarship is really difficult to
live here. Here I thank my senior introducing me a job,
depending on which I could continue on study.

Half a year later, I entered into the PhD program of the
United Graduate School of Agricultural Science. From then,
the new page of my study has started. To learn both
Japanese and English better, I chose the seminars of both.
I did not really know the Japanese so well at first, but I
could read the Kanji. I tried to figure it out by myself.
After those seminars, I learned very much about agriculture
sciences in Japan. The most wonderful seminar for me is
the summer seminar held in Okasaki. From that activity,
Iacquainted so many great professors from the United
Graduate School of Agricultural Science and made deep
communication with students from other lab. Another
cherished memory is arranging the home coming party. As
one of the members I did some job to arrange the party.
It was a great chance to know and talk to seniors
graduated from the United Graduate School of Agricultural
Science. Through that I saw a bright future in front of me.

Life in a foreign country is full of challenges and
excitement also. Foremost, I would thank my supervisors--
professor Nishizu and Goto. I am indebted to them, despite
my personal mistakes as a student, zealously and patiently
guiding me in my research and daily life in Japan. Thank
you very much.
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韓 緒 軍

生物資源科学専攻 生物資源利用学連合講座
主指導教員：長野 宏子教授 (岐阜大学)

From the top of KINKAZAN Mountain, you can see the
whole landscape of GIFU city. The seasons always dress
this place charming and I am really fascinated by the
gorgeous flowers in spring, the romantic fireworks in
summer, the tasty fruits in fall and the fancy snow in
winter. The mountains keep so quiet and never grow old,
the NAGARAGAWA River sings so cheerful and never
feels tied. One place, in which my everyday life happens,
is called GIFU University.

As a foreigner student of Gifu University, I come here
not to purpose the beautiful landscape, but the scenery
makes my life more colorful. Research work is most
important part to a doctorate student. Usually, my daily
time is always filled with experiments. Sometimes it seems
very dreary because I need to repeat an experiment again
and again, and sometimes good results make me amazing.
In my spare time, I like sports, walking and camping.
Once or twice sports a week such as playing basketball or
football not only keep my body strong and health, but also
refresh my brain. At same time, doing sports increase my
communication chance with others. In weekend, the
morning I like to feel the sunshine and dew, the evening I
can enjoy Chinese traditional diner or sometimes a party
with friends.

Life of a foreigner student seems peaceful and leisurely
on the surface and it is difficult to describe the real
feeling of the deep heart in words. After the first period
time, Language was not a big problem anymore to your
communications but communication is still a big problem
to your life. Challenges exist surrounding of you no matter
when and where. Part time job can make a living and also
presents you a big fatigue.

Someone said life is a real marvel that you never know
what happens in the following seconds. The big earthquake
in March was a terrible catastrophe and the tidal wave
brought lives away but nuclear leak brought away some
confidence and peace. This period was very difficult,

especially to foreigners. Some work becomes a vain and I
thought that we need more a little perseverance.

Two years time flied swiftly and many things are
changing around: a vividly memory of the first seconds my
feet touched this land run away little by little, this city
and the cultures are becoming more familiar, and I begin
to like the foods, all things are becoming not so difficult.
So I am very thankful to my supervisor, professor Nagano,
who gave me lots of favors in both studying and lives,
and thanks to all the people who used to help me.
Because of your help, my life and research can be
continued today.

Asif Mahmud

生物資源科学専攻 生物機能制御学連合講座
主指導教員：高見澤一裕教授 (岐阜大学)

I am Asif Mahmud from Bangladesh. I have completed
my under graduation and graduation from the Department
of Microbiology, University of Dhaka, Bangladesh. After
completing my graduation; I came to Gifu University,
Japan for higher studies on October 3rd 2007 under
Monbukagakusho Scholarship. I arrived at Narita
International Airport where associates from MEXT received
me cordially. Still I can remember that day; when they
gave me the ticket and told me to come to Gifu Hashima
from Tokyo Station by myself, I was scared and asked
how I will know when I reach Gifu Hashima. The guy
laughed and ensured me by saying that I had to get off
the train after 2 hours. I need not check the name of the
station. As per instruction I got off from the train after 2
hours and surprised to see two of my lab mates were
waiting to pick me up from the Hashima Station. I reached
to Gifu University International House.

In the beginning, I found it really difficult to
communicate as my Japanese language skill was very poor.
As days passed, I learnt a little Japanese and found the
Japanese people are very helpful and they are very keen to
understand whatever I tried to say using broken Japanese
and English. I have heard about the foods of Japan while
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I was in my country like Sushi, Sashimi etc. But I could
never think of actually eating those foods. But when I
came here I tried and found they are not as bad as I
thought rather really tasty. Now Sushi is one of my most
favorite foods of Japan. Similarly I also adapted with the
shivering cold of Gifu. For the first time in my life I saw
snow fall here in Gifu. I don't have proper words to
explain my feelings. It was just fantabulous.

I started my higher studies in the Laboratory of
Environmental Microbial Engineering as a research student.
At the same time I attended Intensive Japanese Language
Course A for 4 months, which really made my life
comfortable. I made some friends from the language class
and international house. Together we went for Persimmon
picking, hiking to Kinka Jan, travelling to Shizuoka and
Nagano Ski resort. I learnt about Japanese foods, culture
and traditions as well as came to learn Japanese alphabets
and a little bit grammar. Those days will be the most
memorable days in my life. I also made some friends in
my laboratory. All of them were so kind and curious about
me that I felt like being in my own country with my
friends and family.

From April 2008, I started my master course under the
Faculty of Applied Biological Sciences, Gifu University and
completed my masters on March 2010. I worked on
ANALYSIS OF DEHALOGENASE ACTIVITIES IN
Clostridium spp. STRAINS KYT 1 AND DC 1. During
my master course I made some friends in my laboratory. I
learnt a lot of things from them. They taught me how to
operate the instruments in the laboratory and always helped
me with my research. I will always be grateful to them
for their patient effort and kindly attitude, which really
made it possible to complete my masters. I am also
indebted towards my senseis Dr. Kazuhiro Takamizawa and
Dr. Kohei Nakamura, who explained me everything with
great care.

From April 2010, I started my doctoral under United
Graduate School of Agricultural Science, Gifu University. I
am working on Production of Xylitol from Lignocellulosic
Materials Using Disruptive Mutant of Aspergillus oryzae
KBN 616. Xylitol, a five carbon sugar alcohol, is a natural
carbohydrate, which is classified in the systemic of organic
chemistry as Polyol. It has the same order of sweetness as
sucrose with lower calories and no unpleasant aftertaste.
Moreover, xylitol metabolism is not regulated by insulin.

Microbial utilization of inexhaustible lignocellulosic
materials for xylitol production is one of the most
attractive approaches in the sector of industrial
biotechnology. Xylitol is commercially produced by
chemical hydrogenation of D-xylose derived from
hemicellulose-xylan hydrol-ysates of biomass material which
has lots of drawbacks including expensive separation,
purification steps and requirements of high temperature and
pressure. So use of microbial xylanolytic enzymes
especially for the industrial hydrolysis of lignocelluloses is
advantageous over chemical treatment. �������		
����
��

can produce xylose from xylan using xylanse enzyme and
then xylose is converted into xylitol using xylose reductase
enzyme. But accumulation of xylitol is affected by the
activities of some dehydrogenase enzymes like xylitol
dehydrogenase (xdhA), L-arabitol dehydro-genase (ladA). So
our target is to create some mutants of �������		
�

���
�� KBN616 by disrupting these dehydrogenase
homologous genes and increase the accumulation of xylitol.
Total 9 dehydrogenase homologous genes were found and
our target is to disrupt all these homologous genes of ���

� and 	��� including ���� to diminish these
dehydrogenase activities and increase xylitol accumulation.
Upstream and downstream regions of total 9 homologous
genes of ���� and 	��� including ���� and ���� gene
were amplified by PCR using 19 sets of primer. For
constructing each cassette upstream, ���� and downstream
regions are fused, transformed into pUC19 vector and then
transformed into ����	�DH5α cells. These transformed
cells are then selected by colony PCR using respective sets
of primer. After confirming the sequence of the inserts and
their linking regions, these gene cassettes will be used to
transform �������		
� ���
�� KBN616 by homologous
recombination. The transformed cells will be characterized
in phenotypic properties, such as growth rate and enzyme
activities related to xylitol production and selected for an
enhanced xylitol producer.

I hope to finish my PhD by March 2013. After
completion of my doctoral I will be proud if I can come
to Japan again for Post Doctoral research. I like it here
very much and I will always remember the kind hearted
friends and people I met here.
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Samson Viulu

生物資源科学専攻 生物機能制御学連合講座
主指導教員：高見澤一裕教授 (岐阜大学)

I come from the tiny island nation of Solomon Islands,
an archipelago chain of both mountainous and low lying
islands and islets with palm covered golden beaches within
the Oceania region in the South Pacific. I grew up in the
rural setting where there is no piped water and no
electricity therefore, coming to Japan is a daunting task
considering the vast gap in technology that exists between
the two countries. With the close guidance and support
rendered by my supervisors, I managed to graduate with a
Master of Science Degree (MSc.) in Applied Biological
Science, along with my other fellow colleagues in March
2010 as the first batch of the renamed faculty. Currently
I am doing my second year research based PhD program
within the United Graduate School of Agricultural Science,
on anaerobic methane oxidation (AOM) coupling to Fe (III)
reduction.

As more economies are being developed, the
deterioration of our climate has also taken center stage,
due to increased human activity and uncontrollable emission
of carbon dioxide as the major culprit. This is a daily real
life experience many tiny island nations in the Oceania
region including Solomon Islands are facing, as the sea
level rises submerging more cultivable land under sea
water as well as contaminating sources of drinking water
along coastal areas within the past 10 -20 years. This has
prompted my interest in pursuing though small it may
seems to appear, contribute to current scientific knowledge
about AOM; a microbial process whereby methane was
consumed by anaerobic microbes as substrates for their
growth.

Apart from carbon dioxide, methane is the most
important heat trapping gas which is twenty times more
potent than carbon dioxide itself. In the oceanic and
terrestrial environment, methane is produced largely
unabated by anaerobic microbes and its direct emission into
the atmosphere can be a catastrophe compared to carbon
dioxide. However, it has been well documented that AOM

is the major sink in oceanic environment whereby archaeal
methanotrophs and sulfate reducing bacteria facilitated the
process in a syntrophic relationship. Although, this
phenomenon has been well studied for the past twenty
years and widely reported for deep sea sites, there has
been very limited information about AOM in terrestrial
environment. As a major component of my research
thesis, mud samples were collected from a lotus field in
Aichi, enriched in an anaerobic enrichment reactor amended
with Fe (III) and continuously supplied with methane as
electron acceptor and donor respectively. A novel species
of Fe (III) reducing bacteria belonging to the genus
Geobacter within the Deltaproteobacteria was isolated from
the enrichment culture and currently being characterized at
the time of writing. Isotope studies and microbial
community profile analysis are still continuing with results
under compilation.

Since the PhD program is more research oriented, the
United Graduate School of Agricultural Science has
organized several curricular activities which have helped to
broaden my knowledge on other agriculture related fields.
These include the summer seminars, satellite tutorials, and
lectures from visiting academics, the alumni anniversary
and physical and mental health camp. I also get the chance
to attend annual scientific conferences such as the JSBBA
however; I have yet to attend any overseas based
conferences which I hope to do so in the near future. It
has been a wonderful journey indeed to meet different
people from different cultures and most importantly gaining
knowledge to benefit my home country upon my return.

Indeed I have gained a lot of insights and wonderful
experiences since I arrived in Japan and would therefore
like to thank the Japanese Government through the
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and
Technology (MEXT) for their financial support, as well as
the United Graduate School of Agricultural Science, my
two very kind supervisors in Professor K. Takamizawa and
Assistant Professor K. Nakamura for their guidance, and
not forgetting all my colleagues from the laboratory of
Environmental Microbial Engineering for such a wonderful
opportunity. Japan will always remain my second home
away from home, a place where modern technology and
culture lives in harmony with each other, the true land of
the rising sun with wonderful and very respectful citizens.

I also wish to share my thoughts and prayers with those
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who perished or lost their loved ones and possessions in
the devastating earthquake and tsunami that wrecked Japan
on 11th March 2011, may you have strength in the Lord.
God bless Japan.

Ali Mohammed Pitia Milla

生物生産科学専攻 動物生産利用学連合講座
主指導教員：高坂 哲也教授 (静岡大学)

I came to Japan in 2007. My beginning was a bit hard
mainly because of language difficulty and some cultural
differences. There were things or behaviors that looked
unusual then. The environment and the weather too were
yet new to me. Now four years on, many things have
changed in the way I look at them. In other words, I am
now seeing things the way other people see them, as my
former Japanese teacher once advised me. Therefore, I am
gradually coming to terms with those first experiences.

In 2010, I joined the united Graduate School and exactly
one year has very quickly passed. The last year has been
a good as well as a hard one. My family is happy
because last year we were much blessed to have our first
baby boy born. However, being a father and a student at
the same time wasn't not easy. I have a double
responsibility of keeping my studies and research run
according to plan, while maintaining harmony at home.
Nevertheless, from time to time there have been some
shortcomings. In order to maintain my family together,
during some weekends or holidays, I have to take them
out for recreation. Sometimes, we visit our friends
(Japanese and other nationals) or watch some sporting
events in Shizuoka. My family love soccer; so recently we
have become regular supporters of ������� ���	�


and ����	
 ����� soccer clubs. Occasionally, we visit
some shopping malls for window shopping and/or buying
some necessities. In 2007, I joint the SAKURA FAMILY
ASSOCIATION that supports and/or guides foreign students
studying in Universities within Shizuoka. One of this group
members is now my host family. This family has helped

us a lot in understanding Japanese language, norms,
culture, as well Japanese history and arts. Several times,
they have invited us to attend Japanese ceremonies,
exhibitions, or visit historic sites, museums, popular temples
etc. With these, we are almost adjusting to the life style
here in Japan, though the language difficulty is still one of
our main factors hampering us from free interactions.

My family is generally healthy. Except for the common
cold that usually comes and goes, we have no major
health problems, no traffic accidents. Last summer the
weather was extremely very hot, but we managed to go
through without major troubles. I have to confess that,
though I come from a tropical country Sudan, where
summer temperatures sometimes reach 47?C, the last year's
heat here in Japan was unbearable. The beginning of this
year was not good either, with earthquake and tsunami that
struck Japan. We like many others, became concern and
particularly more worried of the nuclear radiation, in case
it spreads out to others places beyond Fukushima. Though
we in Shizuoka city are not directly hit by those disasters,
we are indirectly suffering from high food prices and
intermittent drinking water shortages. We regret the loss
of innocent lives and share the feelings of those victims
who lost their beloved ones or properties. We hope with
tireless praying that similar disasters would never come by
again.

Concerning my studies, I researching on the possible
function of Relaxin-like factor, a member of relaxin/insulin
hormone family in male goat. Despite the difficulty and
disappointments of not getting good results, my supervisor
and colleagues are very kind and cooperative to offer me
the kind of advice and/or help whenever I needed. I
believe, with their endless support and encouragement, I
shall be successful to achieving this goal. And, as a
prerequisite for the doctoral course, I plan to publish the
results of the first phase of that study hopefully within the
summer of this year.

Lastly, I'm very thankful for the help and support I
received from every individual over the last years. More
particularly so, I sincerely thank the government of Japan
for the scholarship, without which I would not be here. I
hope all these support is not a waste and would be dearly
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appreciated.

ZHANG WENMEI

生物生産科学専攻 経営管理学連合講座
主指導教員：荒井 聡教授 (岐阜大学)

先月同時に日本へ来た友達は博士課程を修了して帰国し
ました｡ 送り際､ 二人は日本へ来たばかりの情景を思い出
し､ 時間が早いって感慨しました｡ 私は����年の９月��日
に岐阜へ来て､ 今もう三年間半になりました｡ 振り返って
みれば､ 最初の不安と緊張は､ 記憶だけ残りました｡ あの
時､ 留学生センターの日本語コースを受け､ 知り合った友
達､ 同じ研究室の友達と暇なとき一緒にカラオケをしたり､
パーティーをしたり､ いろんなことを楽しくして､ すぐ留
学生活を慣れてきて､ いつかあの不安がなくしたか､ もう
覚えていません｡

����年４月に連合農学研究科に進学してもう一年に経ち
ました｡ ７月に北海道大学で開催された学会を参加して研
究結果を報告しました｡ 私にとって､ 初めの発表なので､
緊張過ぎで､ そんなによい発表ではなかったが､ 貴重な経
験になりました｡ そして､ 札幌周辺での観光も行きました｡
そのあと､ 学会誌の論文投稿を進みました｡ ９月に愛知県
青年の家へ行って､ 連農の総合ゼミナールを参加しました｡
大学を卒業して久しぶりの合宿生活を体験して､ いろいろ
な話題をみんなと話し合いました｡
学習のほか､ 去った����年は私にとって､ 本当に重大の
意義を持つ一年でした｡ 私は母親になりました｡ 子どもを
育てるのは大変なことですが､ 毎日成長を見て､ 子どもの
笑顔になると､ 本当に幸せです｡ そういう充実な日々を送
りまして､ 今年の４月から私も博士課程２年に入りまして､
２本目の論文を出すのが目前差し迫ることです｡ これから
研究と育児の両立､ 博士課程を順調に修了できるよう頑張
りたいと思っています｡

足 立 行 徳

生物環境科学専攻 生物環境管理学連合講座
主指導教員：澤田 均教授 (静岡大学)

連合農学研究科に入学して１年が経過しました｡ この一
年は､ 研究室内において指導的な立場に立つことになり､
その責務をうまくやりくりできずに四苦八苦したことが真っ
先に思い起こされます｡ 今後一年間は学生生活にとって重
要な一年となりますので､ 効率的に研究室を運営できるよ
うに工夫して､ 充実した学生生活を送りたいと思います｡
そんな忙しい一年ではありましたが､ 研究面においては

わずかながらも着実な成果をおさめることができたと感じ
ています｡ 私は主にネズミムギというイネ科雑草の発芽や
出芽に関して研究を行っています｡ 昨年度は種子休眠の解
除に伴う発芽特性の変化について､ 詳細な調査を行いまし
た｡ 修士課程の頃より､ モデリングを念頭に検討を重ねな
がら実験を行ってきましたが､ それがようやく芽を出し始
めたように感じられます｡ 野外での観察実験でもはっきり
としたデータが取れ､ これを活かすべく今後の研究計画に
検討を重ねているところです｡ 今年度は主として種子休眠
の変化に着目して実験を行う予定です｡ 温度や水分､ 光と
いった条件が休眠性に与える影響を評価して､ 出芽の過程
に関して､ さらに理解を深めます｡
昨年度の成果について､ 発表を予定していた日本草地学

会と日本雑草学会の大会は､ 東日本大震災の発生に伴って
いずれも中止となってしまいました｡ 公の場で､ 多くの方
からご意見をいただきたいと考えていただけに残念ではあ
りますが､ 余ったエネルギーを論文の執筆に回して､ 議論
のきっかけを作りたいと思います｡ 前向きな研究生活を心
がけます｡

竹 林 大 介

生物環境科学専攻 生物環境管理学連合講座
主指導教員：田上 陽介准教授 (静岡大学)

博士課程に進学し１年が経ちます｡ 応用昆虫学研究室に
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は学部生から数えて４年以上在籍していることになり､ 研
究室内の学生では私が最上級生かつ最古参という位置づけ
になります｡ 私は現在､ 研究室で唯一の博士課程学生で､
研究室に在籍してから今まで博士課程の学生はいませんで
した｡ そのため博士課程での授業や��､ その他の身の振
り方などを気軽に聞くことのできる身近な人がおらず､ 手
探りでの１年となりました｡ 最近は徐々に勝手もわかって
きましたが､ 研究でも生活でも試行錯誤が多く､ 気付いて
みたらいつのまにか２年目に突入していました｡
研究対象の昆虫とも長い付き合いで､ コナジラミ (白い

小さな蝉のような形をした農業害虫) とは４年近く付き合
いをしていることになります｡ 昆虫を研究する上で一番苦
労するのは､ 昆虫を累代して飼育しないといけないことで
す｡ 研究室では､ ｢昆虫をちゃんと飼育できるようになっ
たら研究の半分は終わってるよ｣ と言われるぐらいに飼育
は重要です｡ コナジラミは植物から栄養を摂取するため､
飼育には植物が必要になります｡ ４年近く同じ昆虫を飼っ
ていると､ 植物を枯らして虫を絶えさせてしまったり､ 植
物が他の虫に食い荒らされてしまったり､ いつの間にか似
たような他の虫に置き換わってしまったりと､ 後悔先に立
たずな事件が何度も起きます｡ そんな大変な飼育から多く
の人を解放されるためにも､ 現在の私は 『コナジラミの人
工飼料の開発』 というテーマで日々研究を進めています｡
話がそれますが私は昆虫が趣味の人間です｡ 研究以外の

学生生活においても､ 昆虫一色で染まっていると言っても
過言ではありません｡ 個人では昆虫標本の作製などを主に
していますが､ 自分以外の人にも様々な経験をしてもらえ
るように､ 昆虫を研究するための学生団体を立ち上げ､ 昆
虫の魅力を伝えられるように日々活動しています｡ 研究室
との兼ね合いでなかなか活動を活発にできていませんが､
今後より安定した団体にするつもりです｡
研究も学生生活もまだまだ試行錯誤の繰り返しですが､

問題を先延ばしせずに､ 一つ一つ解決していければと思い
ます｡

塩 川 雅 史

生物資源科学専攻 生物資源利用学連合講座
主指導教員：金丸 義敬教授 (岐阜大学)

修士課程を出て��年｡ 社会人学生として､ 念願の博士課

程に進学することができました｡ テーマは牛乳を濃縮する
と粘度が上昇する現象をもとに､ カゼインミセルの構造に
関する新たな知見を見出すことです｡ 普段は､ 大学から遠
く離れた自社研究所 (神奈川県小田原市) で､ 牛乳・乳製
品の製造と加工に関する研究業務に従事しています｡ その
ため､ 大学にはこの一年間に５回しか ｢通学｣ できません
でした｡ それでも､ 入学式やゼミで､ たまに学生気分に立
ち返ることがいい刺激となり､ 仕事や研究を進める上で無
形の力を得たような気がしました｡ 一方､ 仕事では年間を
通して北海道各地への出張が多く､ 学業との両立は今後も
大きな課題となりそうです｡
ところで､ 平成��年度も終わりに近づき､ 研究経過報告

書をまとめていた３月��日の午後２時��分､ 小田原市は突
然大きな地震に見まわれました｡ 東日本大震災です｡ 私は
研究棟の８階にいました｡ 小さな揺れが徐々に振幅を増し
て､ フロア全体が振り回されるような状態となり､ そのう
ち机や機器が倒れ､ ガラスの割れる音が響きました｡ 揺れ
が治まってから１時間ほどして､ ようやく自宅と電話がつ
ながり､ 子供たちは無事に帰宅していると聞いて安堵しま
した｡ 太平洋沿岸の広域にわたる大津波の被害を知ったの
は､ 夕方自宅に戻ってからでした｡
その後､ 数日は大きな余震が続きました｡ やがて物流の

停滞による物資の不足､ 計画停電､ そして原発事故…｡ 日
常業務にも少なからぬ影響が及んでいます｡ いつまで続く
のか不安はありますが､ 被災地のことを思えば…､ とがん
ばるしかありません｡

CAIRANGZHUOMA

生物資源科学専攻 生物資源利用学連合講座
主指導教員：金丸 義敬教授 (岐阜大学)

来日してからあっと言う間に４年も経ち､ 博士課程へ進
学し慌しく１年が過ぎました｡
最初､ 日本に来た時は衣食住・気候など全てにおいて､

私の生まれ育ったチベットとは異なり､ 戸惑うことも多々
多々ありましたが､ 指導教員を初め､ 研究室のメンバー､
アルバイト先の友達らのお陰で､ 今は岐阜というこの地に
慣れ親しみ､ 溶け込んで勉学を初め､ 日常の生活に何の不
自由もなく過ごせる喜びを感じている次第です｡
さて､ 博士過程の一年間の研究について思い返してみま

����



すと､ 私は後期初乳由来のたんぱく質が腸細胞に与える影
響というテーマとして進めています｡ 修士課程から､ 腸細
胞に影響する後期初乳中の活性成分を目指しており､ 腸細
胞増殖効果があった初乳カゼイン画分の各成分の分画及び
精製が思った通りにいかず､ 落ち込んだ日々が多かったよ
うな気がしますが､ 多くの文献や資料を参考にしながら実
験を積み重ねた結果､ つい最近､ 初乳カゼイン成分の主な
成分であるα���カゼイン成分は腸細胞増殖する有効成分
であることが判明した瞬間､ やっと研究が一歩前に進めた
感じがして､ 大きな喜びを感じました｡
一方､ それから二週間もかけて精製したにも関わらず､

超微量なサンプルしか得られず､ 研究するには勤勉さと熱
意は勿論ですが､ 体力も大事とツクヅク思い､ 体力作りに
も心がけています｡
また､ 研究室にての実験以外の活動として､ 日本農芸学

会､ 日本酪農学会等への参加する機会が増え､ 多く研究者
から貴重な御意見やアドバイス､ また国内外の最新研究情
報を得る意味でも､ 良い経験がいっぱい出来ました｡ もと
もと人前で話す苦手な私ですが､ こういった機会に恵まれ､
人前で自分の研究成果を発表するのは苦ではなくなりまし
た｡
これからもいろんな壁に当たることもあると思いますが､

めげず､ 前向きに頑張っていきたいと思います｡

吉 岡 洋 平

生物資源科学専攻 生物機能制御学連合講座
主指導教員：山本 義治准教授 (岐阜大学)

博士課程に進学して１年が経過しました｡ 博士課程から
は､ 新しいテーマの研究を進めています｡ まず､ 新しい実
験系を起ち上げるところから始めました｡ これまでに研究
室で前例の無かった系だったので､ 機材や試薬等が不足し
ていたり､ 植物が上手く育たなかったりとなかなかスムー
ズに進めることができませんでした｡ 色々と試行錯誤しな
がら進めたので､ この１年間は実験系の起ち上げと材料の
調整等にほとんどの時間を割くことになってしまいました｡
今はそれらの仕事も一段落ついたので､ 今年度はそれらを
用いてデータ収集に専念したいと考えています｡
また､ 修士過程での研究成果を論文にまとめる事に力を

注いだ１年間でもありました｡ 研究成果を論文という形に

まとめるというのは､ 想像以上に論労力のかかる仕事だと
痛感しました｡ 元々､ あまり英語が得意ではないので､ 整
然とした文章で自分の考えを展開していくことに大変苦労
しました｡ また､ 研究成果を論文としてまとめる際に､ 良
いデータであるのに実験のデザインが悪い､ こういったデー
タがあったならばさらに良い議論ができたのでは､ 等の問
題が数多く出てきました｡ 研究をするにあたって､ どういっ
た実験データをどのようにまとめ､ どのような事を議論す
るのかということを常に念頭に置いて実験を進めていかな
ければならないと強く考えさせられました｡
博士課程の２年は､ 研究だけでなく､ 今後の進路を決定

する上でも重要な１年間だと考えています｡ 今年度は､ で
きるだけ多くの学会で発表し､ プレゼンの質を高めていく
ことと､ 様々な方々と意見交換を行っていきたいと思いま
す｡
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総合農学ゼミナールは､ 構成二大学 (静岡､ 岐阜) がロー
テーションにより､ 原則として１年生を対象に夏期休業中
３泊４日 (30時間) の日程で開講している｡ 平成22年度は､
９月２日 (木) ～９月５日 (日) に岐阜大学が世話大学と
して､ ｢愛知県青年の家｣ において､ 水永博己教授・杉山
公男教授 (静岡大学)､ 荒井聡教授・清水英良教授・棚橋
光彦教授 (岐阜大学) を講師とし､ また､ オンウォナ・ア
ジマンスィアウ氏 (東京農工大学准教授)､ ジェニファー・
アン・ルー氏(岐阜大学大学院連合獣医学研究科助教)､ 飯
田譲二氏 (ウィンドバー研究所ディレクター)､ ビピン・
クマール・デオ氏(平成17年度修了生)､ 亀山昭彦氏 (平成
５年度修了生) を特別講師に招き､ 受講者20人の出席を得
て実施した｡

The thoughts of a general seminar lecture

I took part in the general common seminar from 2nd -
5th September, 2010, and I was very glad for having the
chance. The seminar was organized by the United Graduate
School of Agricultural Science at Okazaki in Aichi
prefecture, Japan. Combined with the knowledge, experience
and enjoyment, I think this seminar was very necessary.

During the general seminar periods, we had a listen and
discussed with our professors who came from different
fields with profound knowledge. All the professors very
pay attention to the seminar lecture. They prepared and
presented theirs studying contents very seriously and easy
to understand for us as soon as possible. I had deeply
impression on associate professor Agyeman and teaching
assistant Lue's presentation, and I was also interested in
professor Tanahashi's lecture.

To acquire an elaborate introduction or illumination that
have a presentation on traditional agricultural topics for the
publishing students, including fields of theirs, such as
forest, plants, bacteria, insect and so on, it will improve
the concerns each other and know the other knowledge of
new aspects with their presentations at 20 minutes. I feel it
was a good platform for increasing understanding of
academics and strengthen the level of their studies. All the
reporters try their best on the general seminar lecture, me
too, I also prepared for the contents of my presentation

including collecting more data in my field and making
powerpoint until I presented on that day. Of course, I
understood endeavor of other members, especially at the
same room living together with me, we also made good
friends such few days.

During the seminar periods, I also found some faults of
mine, for example, the ability of spoken Japanese and
English, which sometimes it was have a barrier to express
my opinions and communicate with English country's
student fluently. But, I have confidence, just through the
seminar, which I have learned lots of things and helped
me to improve.

Finally, the last day of the general seminar, we visited a
company Kakukyu Hatcho Miso no Sato and museum of
vinegar 'SUnoSATO', these two places are very famous for
Vinegar and Sauce in Japan. In total, It was a good
chance for commutation with professor or other lab's
classmates, I also got lots of experience on the spirits of
fostering on academics, otherwise, I had chance to
understand Japanese culture, it will be a good memory for
me.

(Zさん)

総合農学ゼミナールを受講して
私は９月２日～５日の総合農学ゼミナールに参加して､

多くのことを知り､ 色々なことに気付かされました｡
まず先生方の講義では､ 自分の研究が最終的に利用され

る可能性のある事例や､ 大きく分野が違っても最終的にど
こかで繋がっていることなどを知り､ 総合的に ｢農学｣ と
いうものを考えるきっかけになりました｡ 私の研究は比較
的生産現場に近い事柄についての研究で､ 最終的には生産
現場での手法確立を目標としています｡ そのため現在農家
さんがどのような経営を行っているのか､ この先どのよう
な経営形態になっていくか､ という予測は予算の面で手法
を導入できるかどうかを判断する要素の一つになります｡
また､ 生体内の栄養成分は作物では収穫物の品質を左右し､
その生理現象が判明すれば作物の高品質化を狙う一因子に
もなります｡ このように普段は分野として区分されていて
も間接的な関わりがあることを知りました｡ 一方､ 地震予
測や木材加工などの技術も､ 私の研究には関わりはないで
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すが､ 手法の利用の際の土地の診断や､ 用具の導入などの
面で最終的に関わる可能性があると思いました｡
一方､ 自分たちの研究発表会でも他分野とのつながりが

見つかり､ 自分の分野のみで考えていてはいけないと思い
ました｡ さらに､ 発表中だけでなく発表後のみなさんとの
交流で､ 自分はまだまだ研究に対する姿勢が甘いことを実
感しました｡ 特に､ 今回の発表では自分と同じ分野ではな
い人がほとんどだったため､ 発表内容は具体的なものでは
なく自分の研究内容の概略を説明する内容が適切でした｡
しかし､ 私の内容は修士研究発表を簡略化したものであり､
発表中の反応から私の発表内容が適当ではないことは分かっ
ていました｡ また､ 準備を怠っていたということもあり､
自分の発表能力の低さを痛感しました｡ 特に発表内容の選
択､ 発表時間の調整に関しては自己評価をするとすれば最
低限であり､ 今まで発表した中で最低だと思いました｡ し
かし､ 今回のこのような苦い経験をしたことで､ 次からは
どのような人の前で発表をするのかをしっかり考えようと
思いました｡ 特に今回のような内容では､ 伝えたいことも
伝わらなければ､ そもそも自分の研究目的すら伝わらない
ことが分かり､ 発表内容の選択はとても重要なことだと気
付きました｡
また､ 今回は宿泊講義だったので､ 色々な人と交流する

ことが出来ました｡ 静岡大の人たちや留学生のみなさんと
はほぼ初対面だったので話しかけるきっかけには困りまし
たが､ 話し始めれば色々な話題が出てきて､ お互いを知り
合う良い機会になりました｡ 特に留学生は日本人とは違っ
た感性を持っているため､ 一つ一つの考え方が違って話し
ていてとても楽しかったです｡ また､ 先生方や事務の方々
とも話すきっかけにもなり､ 色々な人との交流を経て自分
自身を見つめなおす良い機会になったと思いました｡

(O君)

総合農学ゼミナール講義内容について

博士課程の必修項目として､ 先日が私はこの総合農学ゼ
ミナール講義を参加させていただきました｡ この講義は四
日三泊で､ 岡崎市の愛知県青年の家で行われており､ 非常
に充実的講義だと思います｡
まず､ この何年間で､ 皆と一緒に集中で講義を受けたこ

とがなかなかないので､ この講義を参加することにより､
新たに新鮮感を感じたことができました｡ そして､ 同級生
と一緒に学術のものだけではなく､ 国際的な問題も検討す
ることがありがたい機会だと思っています｡ ですから､ 講
義の内容は別にして､ この講義の形がとてもよかったと感

じています｡
講義の内容については､ 先生たちは違う分野の学生に対

して､ 自分の研究を分かりやすく､ 丁寧に説明したため､
面白く､ かなり勉強になりました｡ 私は､ 農業経済専門な
ので､ 実験がぜんぜんやったことがありません｡ そのため､
最初は実験的な研究に関してはぜんぜん理解できない｡ し
かし､ 先生たちはなぜこの実験をやるかから､ 実験のやり
方までによく説明してくれたため､ 実験にぜんぜん触った
ことがない私も興味を持ち始めました｡ 先生たちはほんと
に私たちのため､ かなり苦労したのではないでしょうか｡
皆の研究発表につては､ それぞれ､ 自分の研究計画や今やっ
ている研究などをPPTで作成して皆さんの前で発表するこ
とがとっても良い機会だと思います｡ 研究者にとってはよ
い研究成果を挙げただけではなく､ この研究成果を皆に伝
えることが重要です｡ いくらよい研究成果を挙げても､ 皆
に伝えないと､ 世界の発展や人類文明に役に立たないでしょ
う｡ そこで､ 自己をアピールすることが良い研究者にとっ
ては欠かせないものだと思います｡ 今回の発表は同級生た
ちは色んな写真や映像など美しい画面で自己アピールする
ことがよくできました｡ 今回の発表をきっかけにもっとこ
れからの研究生活をつつけて行こうと思います｡
この講義を通して､ 私は自分の不足も分かってきました｡

留学する前に､ 日本語を勉強する間に､ 私は､ 英語がすっ
かり忘れてしまいました｡ 今回の交流により､ 英語で話す
同級生とよく国際的な問題に検討することができないこと
から､ やはり国際的な交流では､ 英語が重要だと分かって
いました｡ これからも､ 研究を進行する一方､ 英語の勉強
も忘れずに進んでいきます｡
この四日三泊は皆と一緒で焼肉をしたり､ ビルを飲んだ

り､ 有名な見学場所の八丁味噌や酢の里を見学したりする
ことが､ 必ずこの博士課程の忘れられない思い出になるこ
とが私は確信しています｡
最後に､ 私たちに講義をした先生たち､ 講義中で､ 支え

てくれた連合農学研究科の職員たちに言わなければならな
いことは今回の講義があなた達のおかげで､ すばらしい四
日三泊を過ごすことができまして､ ほんとにお世話になり
まして､ ありがとうございました｡ (Ｌ君)

秋のような収穫が多かったゼミナール

愛知県岡崎市にある愛知県青年の家で９月２日～５日の
間素晴らしいことが起きていた｡ その素晴らしいこととい
うのは､ 我々先生生徒28人のゼミナールだった｡ なぜそん
なに素晴らしかったと問われるかもしれないが､ 私の感覚
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では ｢朝つどい・あまり長い発表・アルコール入れの深く
交流｣ とキワドつけられるぐらいすごかったと思う｡ この
三つのキワドについて感想を書かせていただく｡
○朝つどい
日本に来て８年以上もう経っているが､ そんなに早く起

きて体操までしたのは初めてだ｡ 朝つどいを私は ｢朝ひど
い｣ と勘違いしたことがある｡ ひどいと言ってもいいぐら
い起きるのは本当につらかったからだ｡ 夜いっぱい飲んだ
人間にとって早く起きるのはどのぐらいのつらさを酒に詳
しい方ならわかると思うが､ そんなひどさ､ つらさを乗り
越えて､ みんなと一緒に体操することをできたその精神力
をもたらしたのは今回のゼミの一つの素晴らしいところだ
と言える｡
○長かった発表
多くの方が時間をオーバーして発表していたことに疲れ

をかんじながら研究に熱心な姿に心の中で感動していたの
は事実だ｡ 一番身近な木と竹などでなんか作ろうと必死に
頑張っている研究者いるが､ 目に見えない微生物などを研
究して夢中になっていた学者も…みんなの姿を見つめて､
私は研究というものの素晴らしさと魅力を感じ､ 自分自身
も研究するものとしては､ どうすればいいのかなどと考え
て､ 心の中から研究を愛するようになり､ 勉強と研究に必
死に取り込んで行く決意を固めた｡
○アルコール入りの交流
ある意味では､ アルコールなければ人生は豊かにならな

い､ 楽しくならないと言えるだろう｡ 今回のゼミは美味し
いビールあったこそ豊かになり､ 楽しくなり､ 交流深くな
り成功したんだと私は思う｡ 私酒好きだからの発言じゃな
い､ 酒飲むことによって先生方がと生徒同士と長い話でき
てよかったと思う｡ 話を通って勉強になったこともあるし､
周りの環境の優しさを感じ自信になることもあって非常に
良かったと思う｡ ビール最高というより､ 連合最高､ 先生
最高､ みなさん最高と言いたい｡ (Ｈ君)

総合農学ゼミナールの感想

本報告では､ 総合農学ゼミナールに参加した感想及び次
回の総合農学ゼミナールに役立てほしい要件について述べ
る｡
総合農学ゼミナールは､ ①同期及びその他参加者の研究

が知れたこと､ ②これまでに話したことがない同期生や先
生と交流する機会が持てたこと､ ③英語を勉強しなければ
いけない課題に気がついたことの３点がよかった｡
まず､ ①について､ 私はこれまで計画系の研究室に属し

ており､ 実験系の研究室では何をしているのかまったく知
らなかった｡ そういった中で､ 同期の発表や先生方のセミ
ナーを聞いて､ 糖鎖の一部に着目して合成物質を作成する
ことなど､ 計画に比べてよりミクロ的なことに取り組んで
いることがわかった｡ また､ 計画系に比べて身体に近いこ
と､ 例えば､ 癌に対する免疫やパスタの保存など､ 個人が
生活していく上で役立つことを研究していると感じること
ができた｡ 今後､ 生活をしていく上で参考になる｡
次に､ ②について､ 私は研究分野が違うこともあり､ 同

期生と交流することがなかったが､ これを契機にほぼ全員
と話す機会が持てた｡ また､ 静岡大学の学生とも研究に関
する情報交換をする良い機会となった｡ さらに､ 研究発表
では､ 荒井先生や棚橋先生から有益なご助言をいただくこ
とができた｡ 今後の研究発展のためにも､ 同期生や先生方
と話すこととができる良い機会となりました｡
さらに､ ③について､ アジマン先生やルー先生の英語に

関する講演は､ 論文を書く上で､ 英語を使用していく上で
参考になった｡ 特に､ 文化の違いによる英語の難しさ､ 日
本人が間違えやすい英語のミスも納得できた｡ その一方で､
私自身がもっと英語ができるようになれば､ スムーズに聞
き取ることや､ 英語で質問することができたことに悔しさ
を覚えた｡ 今後､ より一層英語を勉強する必要性を感じた｡
最後に､ 総合農学ゼミナールは､ 同期生や先生との交流､

同期生や先生の研究内容の把握､ 自分の課題を知ることが
できる大変良い機会となりました｡ また､ 今後､ 生活をし
ていく上で有益な知見を得られたことがよかったです｡
一方で､ 今後の総合農学ゼミナールについて､ 特別講演

の時間をしっかり確保した方がよいのではないか｡ それは､
今回の講演を聞いて､ 大変有益な話が多い中で､ 話の途中
で終わらせることや､ 内容を省略して強引に終わらせてい
たことが､ ほぼ全体を通して見受けられた｡ また､ 博士後
期課程は､ 研究者を目指す学生が多く在籍していると思い
ます｡ 研究者は､ 広く・深い知識が求められると考えてい
ます｡ 今後は､ 自由時間を削るなどして講演の時間をしっ
かりと確保していくべきだと思います｡ 今後より一層総合
農学ゼミナールがよい講義 (機会) になればと思います｡

(Ｙ君)

From the 2nd-5th of September 2010, the summer seminar
I looking forward to took place mainly for the first year
PhD students belonging to the United Graduate School of
Agricultural Science, a combination of students from Gifu
University and Shizuoka University. It was a fun-filled four-
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day event whereby students listened to invited speakers and
later on did a presentation on their own research. The
summary of activities I could recall followed by
discussions and conclusion is as follows.
Day 1 Professional Lectures

1. Commonly made mistakes in Scientific Report Writings
2. Scientific English in 60 minutes
3. Tumor Metastasis & Molecular Mechanisms of Cell

Adhesion
4. A reorganization of the Community based farming by the

Programs of Direct Payment for Paddy-Field Farming
(PDPPFF) - A case study of Gifu Prefecture

Day 2 Special Lectures
1. Features of earthquake damages in Japan and the

methods of seismic hazard analysis
2. Newly Developed Wood processing Technology using

High Pressure Steam
3. PhD students' presentation on their research
Day 3 Special Lectures
1. Being a student of Rengo Daigaku
2. Integrating Complexity towards management of Forest

ecosystem as an alternative silvicultural option.
3. Integration for Innovation (www.aist.go.jp). Producers of

biomarker and other nano-technology such as the
supported molecular matrix electrophoresis (SMME)

4. PhD students' presentation on their research
Day 4 Visits
1. Two visits were made; first one was a site inspection of

the famous traditional Hatcho miso factory in Japan from
long time ago, while the second visit was made to
Mizkan vinegar making factory.

Discussions
So much new knowledge was gained during the four

days seminar whereby respective professors gave special
talks on their field of expertise. All of the presentations
made by the various professors were very informative and
interesting for someone like me. In particular, as a non-
English speaker who now uses English as a third language
and supposed to write scientific article for publication in
any science journal, the lecture titled "Commonly made
mistakes in Scientific Report Writings" captivates me the
most as it outlines most of the common mistakes made not
only by non-native English speakers but also by native
English speakers themselves.

Apart from the professional lectures, my students'
presentations were also very interesting with so many new
things learned. It was such a wonderful opportunity to get
to know the work currently done by our students. This
event has not only allowed me to gain new ideas but it
also improves my presentation skills for any future events
such as scientific conferences and others.

The evening discussions and interaction among our
students and the various distinguished professors in
attendance was also very educational and constructive. New
friendships and good understanding was established during
these evening discussions whereby, students can easily
interact with each other and exchange ideas.

On the last day, inspection was made to the Japanese
traditional Hatcho miso factory, which is well known for
the distinct flavor of its miso products. We were led by
the factory's tour guide and each procedures involved in
the production of miso was explained. Towards the very
end of our site visitation, we were shown huge storage jars
where the miso are being kept for two years before it is
sold to the public, unlike other miso factory in which their
products were produced just within several months. This
has made Hatcho miso one of the most flavored and
distinguished miso not only in Japan but also around the
world.

The second visit was made to the Mizkan vinegar-
making factory where we were initially shown a video of
vinegar making and later on site inspection, led by one of
the company's tour guide. We were treated to a very rich
history of the company's early days and how it came
through to its current advance stage of development. There
were also items from early days on display in almost the
entire building. It was really fascinating to see how much
such company has made progress over the years.
Conclusion

The summer seminar 2010 was such a wonderful
opportunity for everyone whereby students get to know
each other well and create new bonds and friendship
among themselves. New knowledge and ideas were also
gained throughout the four days event and the opportunity
to freely interact with many of the professors in
attendance. Such event must be continued into the future
so that students can build their confidence in presenting
their work to any future audience and improve on their
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existing skills as well. It has been a wonderful event
indeed thus; the responsible authorities must be highly
commended for such a visionary approach.

(Zさん)

A report of integrated agricultural seminar

The seminar just finished at the beginning of Sep. was
very significance and interesting to every student who had
joined this activity, and it would be a valuable memory for
me, not only because of the experience of reporting our
research work but also a study chance to improve ability
of giving the presentation and to know other's research
fields, at the same time, we can communicate with all the
first year students of PHT course from Gifu university and
Shizuoka university to know each others.

When it comes to the feeling of the seminar, professors'
lectures, the everyday's dinners, the camping party and so
on were brought out of my brain. I can't believe so many
things had happened in only three days, but it was true,
the early morning you could touch the warm sunshine,
breakfast was always Japanese style, delicious and
nutritious, the classes in the morning had a long time,
sometimes the content of lectures was interesting and
sometime made you sleepy, and sometime, I can't
understand them in Japanese. There was no rest at noon
after lunch, most of students are very intensive in this
period because the following was student presentation time,
every empty cells of your brain would be filled with
things from different areas and in different style and
accent, it should be most difficult time in a day. The
evening is very breezy, everyone enjoyed in beers and
delicious foods, refreshed by the warm spring. It was a
perfect day!

As a seminar, the most important thing is about the
seminar itself, so most of the memory is about the
research discussion. It would be a good practice class for
us, for every freshman of PHT course.

Some good suggestions and guides were offered by Miss
LUE and Dr. AGYRMAN for the beginning of the
seminar. They both have a good English accent to guide
us how to introducing your study works in English and
how to make your presentation more beautiful and easy-
understood. As a foreign student, it was a valuable

experience to improve my ability of giving presentation
about research work in English and to feeling the art of
presentation, which are important for us to be a research
worker in future. When I speaking in front of so many
professors and students, I know it should be keeping clam,
slowly and clearly having the lecture until it has been
finished. But sometimes it was not so easy, we need some
practice to improve this skills step by step, and the only
way is to do the similar work time and time again.

My research area is about microorganisms and related
protease activities and I had done a good preparation for
the seminar presentation. When giving the speaking, it was
so intensive that I can't do a good job at the beginning,
and it seemed a little smooth in the middle period after
keep myself clam. Although the whole presentation lasted
20 minutes, it just seemed one minute passed to my
feelings. For the end, it was worse to answer the questions
in my poor English. Although the seminar had finished
already, I have a long way to go, for my research, next
time's seminar, and my poor English and Japanese.

In my opinion, one purpose of this activity was to
develop a good communication among the professors and
students. We know, the ability of communication is same
important as the research work, or it should be a part of
research work. Today, our ideas and inspirations are based
on the large information of science and technique, how to
screen the valuable information in a limit time is a
meaningful step to our work. One of the simple ways is to
communication with the researchers in the same or similar
research area. Another, the research ways in now days
have been changed in silence day by day, one researcher
or one group have no ability to finish a big project, so co-
operation work is not strange to us like KFC in the street.
Therefore, the seminar had offered a good flat to
communication with each others.

Last, thanks to the office for holding this seminar and
all the professors' efforts, whose reports have widen my
sight. The seminar course was very nice, and most
important, I have made some new friends in both
university. (H君)

Integrated Agricultural Seminar is a part of compulsory
doctoral courses at Gifu University that meets the socio-
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agro scientific requirements for doctoral students. On
September 2nd 2010, I attended this seminar held in
Okazaki, Aichi; which was arranged by United Graduate
School of Agricultural Science, Gifu University. The title
of the seminar was "Integrated Agricultural Seminar- 2010."
Twenty doctoral students and many renowned professors
from both Gifu and Shizuoka Universities participated in
this seminar to share their views on their relevant research
fields and we spent a total of 4 days and 3 nights together
in Aichi-ken Seinen-no Ie. Unlike many courses, this one
takes a somewhat more scientific approach to research,
writing papers, language; first covering the main
components of scientific English (its structure, commonly
made mistakes, etc.) and then, in the second half, moving
into more applied areas such as how to present a scientific
work in a conference and presentation from the students.
The course is accomplished through a mixture of short
presentations, free discussions, small-group activities
including BBQ parties and industrial visit.

The main focus of the course that I brought to the
Seminar was my research progress presented to the
scientific community, which I accomplished so far and will
try to accomplish in future. All the students participated in
the seminar did the same. In our presentations, we had to
pinpoint our research objectives, explain our methodologies,
discuss our results and expected outcomes. I prepared my
presentation slides carefully and practiced several times for
my presentation. I came to the seminar without very many
ideas about how to improve my oral presentation skill,
especially in a gathering of 30, without any ideas at all
about how to perform better oral presentation.

I spent much of the Seminar focusing on three main
areas concerning research and presentation: (1) how to
improve my research by understanding what other
researchers are doing and how they are doing it; (2) how
to develop my writing skill for a scientific paper and how
to be more confident about what I am doing (3) how to
give an oral presentation and keep the audience interested
at all times. In addition to new guidelines and suggestions
for all these writing and presentation skills, I also spent
considerable time developing clear criteria for evaluation.
These are in the form of scoring all the fellow students
for their oral presentation. Based on our scoring, three best
presenters were awarded which was quite an encouraging

event.
With the help of the staffs from the United Graduate

School of Agricultural Science, we spent most of our time
developing a unique idea about our research objectives,
listening special lectures presented by the professors. While
living there, we passed every single moment under strict
schedule; still we enjoyed the foods, free discussion,
industrial visit and BBQ party. Oral presentations given by
the professors and students were really nice though I did
not understand some presentations as they were in
Japanese. I think all the presenters should focus on at least
making their slides in English which is a pre-requisite to
cope up with the modern scientific world. Other than this I
enjoyed most of the special lectures and presentation
session especially Dr. Onwona Agyeman Siaw and Dr.
Jennifer Lue really made the special lecture session
interesting. Similarly Professor Arai, Professor Tanahashi
and others gave excellent presentations. Free discussion
session during dinner time was the most enjoyable part for
me; not only because of the delicious foods and drinks but
for all the constructive discussions we had with the experts
from different fields. I also enjoyed visiting the Miso and
Vinegar factory where we were able to test the famous
Hatcho miso and learnt the history about Mizukan vinegar
factory.

Finally, I would like to convey my gratitude to my
supervisor Dr. Kazuhiro Takamizawa for giving me the
permission to attend the seminar. At the same time I also
express my heartfelt regards to all the teachers and staffs
for their compassionate cooperation and instructions which
made our dreams to exchange scientific ideas and make
new friends come true. (A君)

A Report Submission on the Integrated Agricultural

Seminar 2010

A four days long event was organized by the United
Graduate School of Agricultural Science, which was held
from the 2nd - 5th of September 2010. Activities include
special lectures from invited professors followed by
presentations from participating PhD students. On the final
day visits were made to the HATCHO MISO factory and
the Mizkan Vinegar factory. Indeed the even has allowed
me to create a lot of new friends from both participating
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universities. Hence, it was so difficult to say goodbye to
all the new friends on the last day.
Special Lectures

The special lectures from invited speakers were very
educational and informative, providing more insight to
students' existing knowledge. I also get to learn a lot of
new things from them including, presentations from my
fellow colleagues. The theme of the seminar is fully fitting
as we integrate all the new knowledge gained from various
speakers during the event.
Factory Visitations

On the very last day, first of the two visits was made
to the HATCHO MISO factory, the very home of the
Japanese famous miso (thick paste made from fermented
soybeans and barley and is usually used in most Japanese
cooking). The most eye-catching process involves the
storage of miso in 7-foot tall cedar vats for approximately
two years, by which it is then ready for consumption.
Although new and faster methods of producing miso has
been in practice for the centuries however, miso produced
by this particular factory remains one of the top most
revered miso not only in Japan but around the world.

The second visit was made to Mizkan Vinegar factory
where we were treated to the rich history of the company's
formation and display of original items used in the early
days of the factory's set up. We were then explained to
the different processes involved in vinegar making. A video
was also watched at the start of the program prior to the
actual site inspection.
Venue

The selected venue was top class with a wonderful
surrounding and appropriate services provided. Daily upkeep
of participants by organizers is also pure first class.
Drawbacks

Whilst time for free discussion was allocated, there is
lack of more interaction between students and professors
probably due to language barrier and shyness. In addition,
there was no certificate presented to the top three best
presenters except gift in the forms of items.
Suggestions

Formal discussions should be included in the schedule
whereby students and professors are divided into several
discussion groups and allowed to discuss for at least 45
minutes. This could be scheduled in the evenings straight

after dinner. This is to allow students to have equal
chances of talking to all the different professors in
attendance as well as for the students to fully interact with
each other. Having free discussion during dinner, as is the
current norm is also good except that students tend to
group amongst their favorite mates instead of discussing
freely with each and everyone. Any future awardees for
the best top three awards should also be given a certificate
of appreciation or something to go along with the gifts
they received. The certificate will enable the awardees to
use it as part of their curriculum vitae (resume) in future.
Memorable moments!

At the beginning of each day all participants and
attendants alike went for the flag raising ceremony and
morning aerobics. Sharing the same room with fellow
colleagues and congregating together during meal times is
also another memorable experience whereby students and
professors freely talk with each other. Visitation to the
Hatcho Miso factory and the Mizkan Vinegar factory
certainly is wonderful and something to cherish forever.
Conclusion

It was a wonderful and memorable moment to talk,
share and exchange ideas with my fellow colleagues as
well as having the opportunity to talk with professors from
different disciplines. It was such a learning experience
whereby you received constructive criticism and comments
from your fellow colleagues and from the distinguished
guest in attendance. Everyone whom have participated must
be applauded especially the support staffs and those whom
have organized this event in one-way or another. Such
program must be continued into the future to build
confidence in students' presentation ability.
��������	
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The United Graduate School of Agricultural Science must
be applauded for a well organized event, not forgetting the
support staffs who were responsible for the daily smooth
running of the four days long event. It was a wonderful
event indeed. (S君)

Integrated Agricultural Seminar Report: Personal

Impression

Introduction
The integrated Agricultural Seminar was organized by the
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United Graduate School of Agriculture, Gifu University,
and held in 青年の家 Okazaki city, Nagoya prefecture
from September 2～5, 2010. Twenty students participated
in the integrated agricultural seminar. Half of whom were
foreign students from various countries, including Sudan.
Teaching and support staff were from both Gifu University
and Shizuoka University as well those invited from other
universities. This seminar was intended for first year
doctoral students in order to improve their learning skills
through sharing of experiences in different specializations.
This report is a summary of my personal impression of
this seminar.

The first thing that impressed me was the sparkling
beauty of the location of the resort where the seminar was
held. Design of the building and the surrounding
plantation was equally attractive. Moreover, our hosts were
very welcoming, hospitable and entertaining. For example,
all those whom I met expressed their love and warm
welcome. A number of them approached me and were
interested to know about my country and culture.

The general organization of the seminar was perfect
ranging from transport, lodging, activities and food. The
morning exercise was interesting as it was physically and
mentally refreshing. The food has been one of my worries
before the beginning of the seminar. Since 2008, I had
trouble with a number of food types, including spicy foods,
uncooked meat, and seafoods. Fortunately, I was able to
eat almost all kinds of foods served in every meal. I
believe everyone; both students and teachers will agree
with me that the BBQ was the most enjoyable of all. The
participation of everyone particularly our teaching staff,
made the food and the atmosphere more delicious. We felt
satisfied and united as we say with one voice "ごちそさま
でした" in more than ten languages.

As far as the lectures were concern, I think all were
very impressive and educative. Although I did not
understand the details of every lecture especially those
presented in Japanese language, judging from the abstracts
and/or graphs, figures, I could realize that each lecture has
an impact at least one or two people in the room, since
all of us came from different specializations. To mention a
few, the lectures by Dr Azima and Dr Lue challenged the
writing and presentation skills of almost all students.
Thanks to these lectures, I personally was able to quickly

realize my weaknesses and now I can confess that the two
were invited for my sake. Moreover, from Dr. Lue's
lecture I learnt new sites for searching data and how to
read relevant ones. The student presentations were equally
educative though most were in Japanese. I was able to
know what my colleagues are doing and theoretically learnt
some techniques, which are not available in my laboratory.
In all, I hope that the knowledge obtained therein will help
me in accomplishing the current study and in building my
future career as a researcher. The free discussion sessions
were very good. As the name implies, it provided chances
for students and staff to freely eat and drink together, and
share experiences, stories and a few jokes with each other.
That alone provided us a rare opportunity to knowing each
other in a more casual manner and subsequently brought
many of us into close intimacy and friendship.

The last day involved a visit to �������	
��������

and �	
��� vinegar factory. In these two factories, I was
able to learn about the Japanese history of Miso and
vinegar making, not forgetting �
 ��
���
	�
 history
lesson, jokes, quiz and the lunch at Nagoya airport.

In summary, I would say the seminar was very
enjoyable and successful because everybody came there
with open heart and I strongly believe that its memories
will follow us our lives long. Thank God, we all went
and return in peace. As we shall be taking every piece of
advice very serious, I will continue to remember �
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自信を持ってもっと力になれる

―総合農学ゼミナール講義内容について

９月２日から５日の４日間に愛知県青年の家で連合農学
研究科の総合ゼミナールに参加しました｡
初めの時､ ５人で一つの部屋に泊まることはいやだと思っ

て､ 大学を卒業して５年間他の人と一緒に住むことはなく
て､ うまくいけるかどうかを行く前ずっと心配しました｡
意外に５人は仲良くして､ 一緒に食事をとったり､ シャワー
を浴びたり､ 寝る前､ 人生や研究状況等について､ いろい
ろしゃべたり､ 本当に楽しかったです｡
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同じ連合農学研究科ですが､ 幅広い分野に渡るので､ 自
分の専門以外の講義もいろいろ受けて､ 本当に視野に広げ､
いい勉強になりました｡ また､ 岐阜大学と静岡大学から博
士コースの学生は､ それぞれで研究状況とフレーム業績を
発表しました｡ Ｌさんと私二人は文科分野ですが､ ほかの
18人は全部実験を行う研究をしています｡ やはり違う分野
の考え方が違うと思います｡ 文科の研究ならば､ 研究結果
にはそんなにはっきりいいか悪いかが言えないです｡ それ
は､ みんなが誰の研究でも理解するのを応援しました｡ 理
解に基づいて､ 自分と関連した研究方法や実験的な技術､
あるいは興味があることについて互いを伝えることができ
ました｡ 岐阜大学と静岡大学の教授は､ 学生に多くの提案
を与えまして､ それは､ 勉強においてだけでなく表現とコ
ミュニケーションの能力でもたいへん学生を教育しました｡
こういうゼミナールは専門知識の学習と言ったら､ むし

ろ､ 今回の共通ゼミナールは能力の訓練と言ってよいでしょ
う｡ 特別講師のアジマ先生のプレゼンは私に深く印象を与
えました｡ 英語で論文を書く時のこと細かく教えてくださ
いまして､ 学生に非常に役に立つと思います｡ そして､ ア
ジマ先生はプレゼンをした時の自信の様子は本当に憧れま
す｡ 私今まで何回プレゼンをしましたが､ 事前も何回練習
しまして､ 準備は十分だと思いましたが､ 毎回緊張すぎて､
ずっとスクリーンを見ながら､ 原稿を読みました｡ もし自
信を持って､ そんなに緊張しないなら､ よりよいプレゼン
できると思います｡
最後の日は八丁味噌と｢酢の里｣へ行って見学しました｡

今回のゼミナール､ 残念になったところは自分の性格の原
因で､ 先生と他の学生との交流はそんなにうまくできなかっ
た｡ 実は､ 本当にいろいろみんなと話し合いたいですが､
いつも何を話したらいいと考えに考えて､ 結局何も話せな
かった｡ これから､ 自信を持って､ いい研究といいコミュ
ニケーションできるように頑張ります｡
この４日間､ 一生忘れられなくて､ 私には､ 貴重な人生

経験にしておきました｡ 岐阜大学と静岡大学の先生方､ 職
員方と学生に感謝しなければなりません｡ (Ｚさん)

私は､ 2010年９月２日から５日にかけて､ 愛知県青年の
家にて開催された総合農学ゼミナールに参加しました｡ そ
の参加報告をいたします｡
９月２日昼に青年の家に到着し､ 開講式とガイダンスが

終わると､ 早速講義が始まりました｡ 移動の疲れと不慣れ
な雰囲気ではっきりとしないところに､ アジマン先生によ
る英語の講義です｡ 戸惑いを感じつつ､ 英語の聴き取りに

集中しました｡ アジマン先生とルー先生は､ 論文の書き方
やプレゼンテーションの仕方について､ お話しくださりま
した｡ これらのことは､ 聴いている分には当たり前のこと
のように感じられるのですが､ 実際には､ 知らず知らず悪
い例を実践してしまうものだと思います｡ 今後､ 執筆や発
表の場面はたくさんあると思いますが､ ところどころで良
い例が実践できているか再確認する必要があると感じまし
た｡
９月３､ ４日には､ 参加学生の研究発表を行いました｡

それぞれの研究内容や､ あるいは出身国を眺めてみても､
多様で個性的な学生が在籍していることを知りました｡ 静
岡大学配置の学生は人数的にも少なく､ 普段の研究生活で
は専門分野に浸っているので､ 今回のゼミナールでは､ 学
部生の頃のように知的好奇心が刺激されました｡ 研究分野
は違えども､ 研究を志す仲間の存在は､ 今後の研究生活に
おいて励みになると思います｡
先生方のご講演は､ 一題60分で､ 予備知識がない学生を

想定されたものになっていたと思います｡ 私は､ 自分の研
究について研究室や学会など､ 専門的な場以外で話をした
経験はほとんどありませんが､ 聴き手を想定した発表がで
きるように心がけたいと感じました｡
今回の合宿では､ 英会話能力の向上が必要であると強く

感じました｡ 留学生は日本語は不慣れですが､ 一方で英語
が流暢で､ 日常会話やディスカッションでは､ 英語が基本
となります｡ 私は恥ずかしながら英語には不慣れで､ 聴き
取ることはある程度できるものの､ 自分の意見を英語に翻
訳することができず､ 会話に積極的に参加することができ
ませんでした｡ 研究を行っていれば､ 海外へ赴く機会もあ
ると思います｡ 海外では､ 英語が必要です｡ 活発な議論を
行うためにも､ 普段から英語に慣れておく必要があると思
います｡
学生の発表に関して､ 修論研究についてではなく今後の

研究計画について話をするべきだというご高評がありまし
たが､ その一因としては､ 発表要旨のサンプルが研究成果
の発表のような内容になっていることによるのではないか
と思います｡ 要旨を書く上で紛らわしく感じましたので､
その点だけでも修正いただければと思います｡
講義やプレゼンテーション､ 夜の交流会等々を通じまし

て､ 今回のゼミナールで有意義な時間を過ごすことができ
ました｡ お世話いただいた先生方､ 事務職員様､ 愛知県青
年の家のスタッフの皆さんに御礼申し上げます｡ (Ａ君)
総合農学ゼミナールは自分自身にとって良い経験､ 良い

刺激となりました｡ 私の研究室には海外からの留学生がほ
とんどいないため､ 中国やスーダン､ ソロモン諸島､ バン
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グラディッシュや様々な国の人たちと生活をともにしたこ
の３泊４日はとても新鮮で､ 感じ方や考え方のギャップを
よく感じさせられる毎日でした｡
講義内容については､ 私の専門分野と違う話がほとんど

だったため､ 専門的な内容には着いていくだけで精一杯で
した｡ しかし､ アジマン先生やルー先生の講義はパワーポ
イントや発表をするうえで大事なことを伝えてくれる講義
でしたので､ 理解しやすく､ すぐに役立てられそうな講義
でした｡ 他の講義については難しい講義が多かったですが､
個人的には棚橋先生の 『高圧水蒸気を用いた木材の新しい
加工技術』 という講義が目で見て､ 手で触れてといった五
感で感じられる講義だったので､ わかりやすく印象に残っ
ています｡
様々な講義やイベントが多くあった総合農学ゼミナール

ですが､ 何よりも痛感させられたのは私の英語力の乏しさ
でした｡ 英語で行われる講義や､ 英語で発表する学生が多
くいましたが､ 話すペースが速くなり専門用語が飛びまわ
り始めると､ 所々の意味を理解するだけで精一杯で､ 内容
を理解できたかというと､ とても怪しい状態です｡ 日本語
なら集中力が切れても理解できるのですが､ 英語になると
常に集中していないと理解できないので､ 長時間の英語に
なると集中力が散漫になってしまうことが多々ありました｡
さらに､ 英語力が乏しいことで残念なことは皆と同じとこ
ろで笑うことができないということです｡ 皆が笑っている
タイミングでは笑えず､ 脳内で意味を咀嚼してやっと意味
を理解して笑うといった感じです｡ 英語で会話する人たち
を見ながら､ 何度もあのぐらい喋りたいと感じました｡ 自
分の伝えたいことがうまく伝わらない､ 英語でどういえば
いいのかわからない､ どうしても聞き取れないということ
がとても自分自身を苛立たせ､ そして不甲斐なく感じさせ
ました｡
それでも多くの人と話しました｡ その時の言語は英語で

はなく日本語での方が多かったかもしれませんが､ 様々な
国の人と話し､ 合宿開始より仲良くなりました｡ これで英
語力があればもっと仲良くなれたのだろうなといまさらな
がら少し悔いています｡ 来年ある合宿ではもう少し英語力
をつけて臨めたら､ また新しい経験や､ 刺激をもらうこと
ができるのではないかと感じています｡
静岡大学側からの学生は少ないので､ 総合農学ゼミナー

ルは新しい人との繋がりを作ることのできるとても良い場
所でした｡ この場所で作った繋がりを失わないように､ い
つまでも大事にしていきたいです｡ (Ｔ君)

平成22年度総合農学ゼミナールの講義内容について所感を

述べます｡

１. セミナーについて
岐大連合農学研究科の８連合講座の中から､ ５連合講座

(経営管理学､ 環境整備学､ 生物機能制御学､ 生物資源利
用学､ 生物環境管理学) のセミナーが開かれました｡ 講義
内容は農業経済学､ 農業構造学､ 食品栄養化学､ 木材成分
利用学､ 造林学で､ 農学の幅広い分野から各テーマがバラ
ンスよく選ばれていると感じました｡ 農学はすべての社会
的問題､ そして科学の分野と密接につながっていることを
改めて感じるとともに､ 各分野独自の視点や知見を得られ
たことは､ 本セミナーの大きな収穫でした｡
２. 特別講義について
学内外の様々な分野で活躍されている講師を招いて､ ５

題の特別講演が開かれました｡ アジマンスィアウ講師とルー
講師による科学英語論文の読み方､ 書き方､ プレゼンテー
ションの方法についての特別講義は､ こんな大事なことを
初めてここで耳にしているようでは､ この先大丈夫だろう
か､ まだまだ知らないことが山ほどあるのでは､ と不安に
なるほど基礎的かつ重要な内容でした｡ この二題からは大
きなインパクトを受けました｡ 飯田講師とデオ講師からは
分子生物学の講義で､ 両者の研究者パワーに圧倒されまし
た｡ 陶芸家のような風貌の亀山講師は､ 御自身の職歴と現
在の仕事に関するお話をされ､ 一連の講義の中では一風趣
の異なる内容で､ 興味深く拝聴しました｡
３. 研究発表会について
プレゼンテーションの内容について､ 事前のお知らせの

中では ｢各自の研究計画・目的｣ とありましたが､ 実際に
は多少の進捗を盛り込んだり､ 研究内容の紹介をしたり､
あるいは修士論文の内容を発表したりと､ 発表者によって
方向性が異なりました｡ 今後は､ 発表に関する指針 (例え
ば､ 研究の簡単な紹介を添える､ 修論報告はだめ､ スライ
ドは英語で…等々) をある程度明確化した方がよいと感じ
ました｡
４. 工場見学について
カクキュウの八丁味噌とミツカンの酢｡ 発酵食品製造が

盛んな中京地区ならではの見学コースでした｡ みそと酢が､
ともに熟成の妙で極上の品質に仕上がっていることに感動
を覚えました｡ 今後は､ 是非､ 若い学生たちを日本酒の蔵
元に連れて行って下さい｡ 日本酒の消費増→米の生産増→
農村社会の復興という図式は､ 農学において重要な課題の
ひとつであります｡
５. 全体を通じての所感
当初は学生だけが宿泊し､ 先生方は入れ替わり来場される
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ものと想像していましたが､ 実際は関係者全員が泊り込む
本格的な合宿でした｡ 学生の半分以上は留学生で､ 異文化
交流合宿のような趣も呈していました｡ おかげで連日皆様
と楽しい日々を過すことが出来ました｡ 公共宿泊施設 (ア
ジマン先生がドミトリーと仰っていましたが・・・) なら
ではの規則正しい生活も､ よい刺激となりました｡
最後に､ 本ゼミナールの運営に当たられた職員の方々に厚
く御礼申し上げます｡ (Ｓ君)

総合農学ゼミナールの講義に参加できて非常に勉強になっ
た､ 短い時間だったが､ 沢山の人と知合いになって本当に
楽しかった｡ そして､ セミナール講義において違い分野と
自分の勉強不足で講義内容が明確には理解できなったが､
非常に勉強になった､ その中で､ その中で最も興味あった
のは以下の講義である｡
細胞外基質とガン細胞の相互作用という講義の多細胞生

物の組織は､ 多くの細胞とコラーゲンを始めとする非細胞
成分からなりたっている｡ 細胞外基質とは極めて複雑な構
造を有する高分子複合体であり､ 生理的及び病的な過程に
おいて厳密細胞の挙動を抑制している､ そして､ ガン細胞
が環境に関係なく増殖することができることと､ 癌細胞が
源巣から離れて転移し､ 血管あるいはリンパ管に侵入し､
転移先の臓器内で血管外に出て移動し増殖するという複雑
な過程を成立する｡ 人々の命を奪われている癌細胞転移や
抑制できる等のお話を聞いて癌細胞について非常に興味持っ
てた｡ または､ タンパク質・アミノ酸の栄養生理作用とい
う講義中の脂質代謝に及ぼすタンパク質の影響とメチオニ
ンという部分の大豆タンパク質の効果は複数の要因が関与
する､ その中のメチオニン含量が低い､ しかし､ メチニオ
ンで脂質代謝に影響を及ぼすのかは必ずしも明確でなかっ
た｡ ラットの低カゼインン食や標準大豆タンパク質食など
の低メチオニン食を投与した結果､ Ｍetで代謝変化は抑制
されることを明らかにした｡ そして､ 高圧蒸気を用いた木
材の新しい加工技術の講義を聞いて非常に感動した､ 木材
の曲げや圧縮変形を行うためには木材の軟化温度は乾燥状
態では高温､ 低温でも軟化する｡ そこでこれまでは木材を
煮したり､ 含水木材をバーナーやマイクロ波で高温に加熱
することによって曲げ木でき､ そして､ 水や熱によりもと
の形態に回復するなどの欠点があった｡ 一方､ 水蒸気はそ
の潜熱が高く､ 組織中への浸透速度も速いため､ 木材に水
分と熱を同時にしかも急速に与えることができる｡ または
背割れを入れなくても乾燥割れも起こらず､ 強度に影響す
る表面部が強く圧密化されているため､ 強度はかなり向上

する｡ 圧縮成形し､ 乾燥後に樹皮を除く程度の切削で容易
に角材が得られるため､ 表面に節が現れることは少なく､
樹皮の凸凹が反映して美しいが現れていること､ 太丸から
三角や六角などの自由に形成でき､ また､ ログハウス用部
材の形状にまでプレスのみで一度に形成できる｡ 高濃度､
高収率で得ることができ､ 常圧水蒸気蒸留では蒸留するこ
との困難なツヤ酸やチモール体､ セサミンなどの比較的分
子量の大きな成分の水蒸気留もできる､ そして､ 高温高圧
水蒸気処理によってセルロースの結晶構造が転移すること､
繊維の形状記憶に応用したものであり､ 形態安定性が改善
され､ 新たなセルロース系繊維の加工法等の講義を聞いて
木材も自由に多様な形できあんなに日常の生活にも活用で
きるのはも元々人々の日常生活に不可欠な木材を更に大切
にすること等､ 非常に勉強にもなった､ 先生が見せてくれ
たサンプル見て感動した｡ (Ｃさん)
今回のゼミナールのような３泊４日という長期間にわたっ

て､ 同じ研究科の学生や先生方と宿泊研修をするという機
会は学部生の時以来だが､ 研究室で研究に励むだけでは得
ることのできない貴重な体験ができたと感じている｡ 理由
は､ 大きく分けて２つある｡ １つは普段接することのない
先生､ 外部の研究者､ 同じ専攻の学生と接する機会や話を
聞く機会が得られた事､ もう1つは､ 自分の研究の内容を
評価してもらうことや他の学生の研究内容や発表を聞くこ
とで研究に対するモチベーションがより一層上がったとい
う点である｡
今回のセミナーでは多くの講義を受講したが､ その中で

も最も印象に残っているものはAgyeman先生､ Lue先生の
英語での論文作成・プレゼンテーションの方法論の講義だ｡
博士課程では､ 英語論文の作成は必須であるし､ 英語のス
ライドでプレゼンテーションをする機会も度々ある｡ 英語
での文章作成を最も困難にしているのが､ 日本語の細かい
ニュアンスの差をどうやって英語で表現してよいか明確な
答えが見つからないという点である｡ その原因の一つが､
｢in｣ や ｢on｣ 等の前置詞の使い分けであるが､ 講義では
実例を使い､ わずかな英語の差で伝わる意味合いが全く異
なってくるという事例について文章を細かく切り分けなが
ら解説されており大変参考になった｡ また､ 日本人の英文
にありがちな､ 同じ固有名詞が文章中に連続して使われ､
諄い文章になってしまっているという問題についても解決
方法を解説していただけた｡ こういった視点で自分の書い
た英文に目を通してみると､ 誤った英語の使い方をしてい
る箇所がかなりあった｡ また､ 英語の文章を書くときは英
語ならではの美しく､ 読みやすい文章に仕上げるコツがあ
り､ 自分が頭に思い描いた日本語の文章をそのまま英語に
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直訳するよりも､ キーワードを列挙し､ 適切な英語表現で
繋ぎ合わせる手法など､ 自分なりのより良い英文作成方法
を模索していく必要があると感じた｡
また､ 自分の研究を異なる専攻の先生方や学生にプレゼ

ンし､ 評価してもらうという事も貴重な体験だと感じた｡
普段のセミナーで他の研究室の先生に見てもらうことはあ
るが､ 同じ専攻内の研究分野の近い先生方であり､ 質疑応
答も細かい技術的な部分がほとんどを占めている｡ 今回は､
異なる専攻の先生がほとんどだったため､ 学会発表等とは
また異なる､ 分かりやすいプレゼンとは何かということを
考えさせられた｡ また､ 他の学生の発表を聞くことで学ぶ
ことが多くあった｡ 良い研究をしているな､ と感じるプレ
ゼンは研究のintroductionの部分がとても充実しており､ イ
ンパクトのある写真や図があるという点に気付いた｡ 自分
の研究の立ち位置を明確にしておくことが､ 分かりやすく
伝えるためのポイントの一つだと感じた｡ しかし､ 前述の
英語の講義の内容にもあったが､ 研究を形にする際に最も
難しいのがintroductionである｡ 自分の立ち位置を知るには
分野全体を知る必要があるため､ より多くの知見に目を通
しておく必要があると思った｡
今回のゼミナールでは､ 多くの貴重な経験を積むことが

できたので､ これらの経験から学んだことを整理し､ 今後
の研究生活に生かしたい｡ (Y君)

平成21年度に岐阜大学大学院連合農学研究科に入学し､
初年度に総合農学ゼミナールに参加すべきであったが､ 都
合で欠席となったため､ 今年の参加となった｡ 私は社会人
として大学院へ入学し､ 研究を進める必要があるため､ 学
生と交流する機会が少ない｡ 今回のゼミナールは､ 他の講
座での研究内容も把握できることから､ どのようにゼミが
進行していくか興味をもって参加した｡
事前に頂いた資料で､ 参加者の名前と出身を把握するこ

とができたが､ 半数が海外からの研究者となっていること
にまず驚いた｡ 単身もしくは家族で日本に渡り､ 研究を進
めていくには大変な苦労があるだろうと考えているが､ 実
際に会うことで少しでも交流が深まることも期待した｡ ま
たこのゼミナールでは､自分の研究内容を説明するプレゼ
ンが企画されているが､ 分野の異なる参加者に､ 自分の研
究内容をわかりやすいプレゼンするにはどのようにすれば
よいかは､ 非常に頭を悩ました｡ 残暑厳しい９月初旬では
あったが､ 期待と不安の中､ 愛知県青年の家で３泊４日の
ゼミナールとなった｡
初日はオリエンテーション二つの特別講演､ 二つのセミ

ナーとなった｡ まずは英語力に関する講演から始まった｡
最初は緊張が解けず重苦しい雰囲気であったが､ 講師の先
生のユーモアを含めた講義に感心した｡ ほとんど英語での
講演であったが､ 合間に交える日本語から､ 講師の先生方
の日本語も高いレベルであることが伺われ､ コミュニケー
ションツールとして外国語を学ぶ重要性を改めて感じた｡
初日の午後､ ２日目､ ３日目の午前中は特別講演とセミナー
となるが､ その中で特に印象に残ったものは､ 亀山先生の
特別講演である｡ 自分の専門分野のことを紹介してもつま
らないのでという始まりでスタートしたが､ 社会人研究者
としての苦労と社会貢献という話は､ 社会人として大学院
に通う私にとって目的意識を再認識させる講演内容であっ
た｡ 物静かな講演ではあったが､ 様々な難題を乗り越え進
んでいくことへの好奇心とやる気が伝わり､ 講演方法も特
徴的で参考になった｡
学生のプレゼンは２日目､ ３日目の午後に行われた｡ 発

表15分質疑5分の中でいかに自分の研究を聴講者に印象づ
けるかがポイントであり､ 講師の先生方や学生の採点も行
われることから多少気合いが入った｡ 私は､ 欧州で開発さ
れた木質パネルを建築物として利用する場合の耐震性能把
握の手法を発表した｡ この報告を読まれた学生のみなさん
の記憶に残っていれば幸いである｡ 聴講した中で印象深い
ものをいくつか挙げたいと思う｡ 雑草除去､ ニラ栽培､ パ
スタの表面亀裂､ 乳製品の粘度､ ヒトデからの抽出成分､
竹の軟化などである｡ 専門が異なるので詳しいことは分か
らないが､ 研究目的が明確なものはプレゼンを聞きやすい
印象であった｡ 不思議なことに全員の発表が終わる頃には､
顔を見ると名前より先に研究内容が思い出されるようになっ
たことからも､ このプレゼンの意義は大きいと感じる｡
３泊４日のゼミナールは､ 規則正しい共同生活を送りな

がら､ 他の研究者の研究内容を把握する貴重な時間を過ご
すことができた｡ 貴重な時間を割いて講演を頂いた講師の
先生方に感謝したい｡ (Ｏ君)

Integrated Agricultural Seminar Report

In the Integrated Agricultural Seminar 2010, we enjoyed
a lot. The program was scheduled from 2 to 5 September
2010. Accordingly we gathered in front of the Renno-
building at 10:00 am and started by a nice bus at 10:30
am from there to attend the seminar. In this trip we were
a total of twenty participating students and among them
sixteen were from Gifu University and the remaining four
were from Shizuoka University. The seminar was arranged
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at the Seinen no ie Centre in Aichi prefecture. Before we
reached at this centre, we had a lunch break on the way
of our trip. Everybody took their lunch except me because
I was following Ramadan. After that, we started for the
ultimate destination and reached there at about 1:00 pm.

The Seinen no ie Centre was really a nice venue for
such presentation cum excursion tour. We entered into that
centre and have our seats in the seminar room. The stuff
of Renno office finished their arrangement to start the
program by 1:30 pm. At the first day we had an
experience about the writing of research article and about
their presentation in seminar. Then we followed lectures on
different topic from our honorable Teachers.

In the second day I had to present my research in my
doctoral course. Within the very short time it was little bit
difficult to explain my research in detail. As my slide was
in English I think not all students could easily understood
my research theme. However, it was a scope to present my
research work in front of our honorable teachers and
students from different discipline.

However, every day after finishing the seminar we had
our dinner and became relaxed. Before going to bed we
took our bath and became fresh to have deep sleep. Thus
we finished the seminar on 4 September 2010. After
finishing the seminar we enjoyed a BBQ party with the
participation of all of us in several groups including male
and female students in combination of teacher and stuff of
the organizing authority.

In this seminar, the most important matter was that, we
could make friendship with other students and share our
research works with them. During the every moment, we
had some lesson form this seminar so it was really a good
chance for us to have different ideas and hints from the
organizers.

As being a second year student attending this seminar, I
felt it was too late for me. I could not attend such
seminar in the last year as I went to Bangladesh for
collecting my research materials at that time.

During the visit to Kakukyu (Miso Factory) and Mizkan
(Vinegar Factory) we had some nice experiences about the
procedures of manufacturing those famous food products.
The guides for us on behalf of those factories explained
everything and we became impressed to hear those. We
bought some souvenir from the corner of their commercial

products for our family and also for the laboratory
members.

The last but not least is that, as from our experience,
this type of trip increases the levels of our knowledge
about different topics and so, I think the authority may
arrange such seminar every year for doctoral students
within their three years course. Finally I, from the core of
my heart would like to give thanks to the organizing
committee as they kindly help us for attending and
successfully completing this seminar with sacrificing their
valuable time only for our learning. Special thanks for
Miss. Akiko Kakizoe and other persons who took
initiatives against my food restrictions. As the month was
Ramadan and I was following the religious customs, I had
to choose Muslim meals. However I am really grateful to
Mr. Hayai who spent much of his busy time for me.

(Ｍ君)

９月２日から５日に行われた､ 博士課程の必修単位とし
て岐阜大学大学院連合農学研究科総合農学ゼミナールに参
加して､ 岐阜大学､ 静岡大学の学生､ 先生や事務所の方々
とコミュニケーションをとる機会に恵まれ､ 非常に有意義
な時間を過ごしました｡ 先生と事務所の方々がゼミナール
を順調に進められるためにいろいろな努力し､ ゼミナール
を円満に終わらせました｡ ここで心から感謝しています｡
講義は自分の分野と大きく異なる分野の内容ばかりでし

たが､ 専攻の異なる先生方の講義はとても新鮮で興味深い
ものでした｡ 特に､ 糖鎖医工学研究センターの亀山昭彦先
生の ｢質量分析計を利用するグライコミクス関連技術の開
発｣ に関する話や､ 岐阜大学生物環境学専攻､ 環境整備学
講座の清水英良先生の ｢日本における被害地震と地震危険
度解析｣ の話がとても良かったです｡ どの先生も研究内容
を熱心に説明していただき､ その研究の内容はもちろんの
こと､ プレゼンテーションのまとめ方や､ 発表の進め方な
ど､ 多くのことを学ぶことが出来ました｡ また､ 夜のフリー
ディスカッションの際にも､ 私達が学生に対してとても気
さくに話をして下さり､ 普段話す機会の少ない先生方との
交流を楽しむことが出来ました｡
学生側の発表もまた新鮮で興味深い内容が多く､ 刺激に

なった｡ 緊張してほかの発表もあまり親身に聞けないので
はないかと思っていたが､ 会場の雰囲気は意外とおだやか
で個人的にはリラックスしてほかの学生の発表をきくこと
ができたし､ 自分も落ち着いて発表することが出来た｡ こ
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れまでは､ 研究室内などでしか研究の話をする機会がなっ
たため､ 今回のゼミナールで､ 自分の分野と異なる分野で
研究を進めている同じ学年の友人と意見を交換し､ 新たな
視点で自分の研究を見ることが出来るようになりました｡
特に､ 学生同士の研究発表を聞いて､ 自分の研究に関して
勉強不足である点やプレゼンテーション能力及び英語力が
不十分であることを実感しました｡
バーベキューはとてもいいイベントでした｡ お互いの親

睦が深まったと感じました｡ 特に､ 先生と学生の間が近く
なったように感じました｡ バーベキューの形式ではフリー
ディスカッションよりもいろいろな人と話す機会が多くなっ
て､ いろいろな先生と話すことが出来ました｡ また､ 最終
日の八丁味噌と酢の里での見学でも､ それぞれの担当の方
から工場の歴史と現在の生産様子などを大変丁寧に説明頂
き､ 大きな収穫でありました｡
今回の共通ゼミナールはとても楽しく思い出となるもの

でしたし､ これからの研究や日頃の生活に役に立てるたく
さんの物事を勉強することも出来ました｡ サポートしてく
ださった方､ 先生に深く感謝いたします｡ (Ｓさん)

９月２日から５日の４日間にわたって､ 合宿形式で行わ
れた総合農学ゼミナールへの参加はとても有意義なもので
した｡ 日ごろ､ 自身の専門分野に偏っている視野の狭さを
解消してくれる､ とても良い気分転換になりました｡ また､
同じように博士を目指す仲間たちと親交を深める良い機会
となりました｡ 以下､ もう少し詳しく日にちを追いながら､
今回のゼミについて感想を交えて報告していきたい｡
●１日目
今回のの宿泊地である､ 岡崎市にある ｢愛知県青年の家｣

への移動のため､ ゼミは午後からの開講で講師の先生方の
講義のみでした｡ アジマン先生､ ルー先生による科学英語
の講義はいずれも､ これから論文を作成し､ 投稿していく
こととなる私達､ 博士を目指す学生にとってとても役立つ
ものでした｡ 実際に､ 私自身がこれまで使っていた英語の
間違った用法についても気づかされた｡ 続く､ 飯田譲二先
生の講演は､ 私の研究分野とも関わりのある内容であり､
興味深く聞かせていただきました｡ また､ 最後の講義では
荒井聡先生が､ 日本の農業の再編に関して話してくれまし
た｡ 一般の方が ｢農学｣ という言葉を聞いた時､ 想像され
る研究内容として最も思いつき易い分野の一つであろうが､
人が生きていく上で必要な ｢食｣ に繋がる問題であり､ 講
義の内容とても受け入れやすく聞くことができました｡
●２日目

朝起床して､ 小学校以来であろうラジオ体操を懐かしく
思いながら２日目が始まりました｡ 午前中には､ 清水英良
先生､ 杉山公男先生､ 棚橋光彦先生らの講義が行われまし
た｡ 清水先生の地震に関する話は､ 近い将来起こると予測
され警戒されている､ 東南海地震など身近によく話題とし
て挙がっている地震の予測がどのようにされているかとい
うことや､ 震度などのパラメータがどのように算出され基
本的なことを学んだ｡ 午後からは学生による研究発表が行
われ､ 私はこの日の発表であった｡ 自身の研究をどのよう
に簡単に分かり易く､ 他分野の方々に伝えたらよいかとい
うのが難題であった｡ 上手なプレゼンテーションはできな
かったが､ 多くの発表を聞くことで､ どのようにしたらわ
かりやすく伝えられるかというのを学べ､ 今後に繋げられ
るような気がしました｡
●３日目
前日と同様､ ラジオ体操から始まり､ これまでの学生生

活の悪い生活リズムをリセットできそうな気持のよい朝と
なりました｡ 朝食～部屋の掃除後､ 午前の講義がデオ先生､
水永先生､ 亀山先生により行われました｡ 亀山先生の講義
では､ 御自身の働いている産総研の役割をわかりやすく説
明していただきました｡ 存在は知っていても実際の研究内
容というものを知らなかったので､ 大変参考になりました｡
さらに､ これからの自分が社会に対してどのような役割を
担っていく必要があるかというのを､ 深く考えさせられま
した｡ 午後からは再び学生発表が行われ､ 発表の技術を色々
と学ぶことができました｡
●４日目
最終日は､ 八丁味噌､ お酢の製造過程の発酵に関する企

業を見学し､ 日常的に使う調味料に対してその製造過程に
利用されている微生物の力を知り､ 農学の重要性を再確認
しました｡

短い４日間ではありましたが､ 自分の専門分野以外を知
ることができ､ 以前よりは広い視野で研究を見ることが可
能になったと思う｡ 最後に､ サポートして下さった連大事
務の方々､ 先生方に深く感謝いたします｡ (T君)
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院 生 の 研 究 活 動

○松本恵実, 牧岡富広, 藤野和孝, 中塚進一 (2010). ミルク・卵黄由来及び合成法によるセラミド関連試薬の開発. 第
３回セラミド研究会 学術集会 一般講演, 要旨集p.20. 東京大学弥生講堂一条ホール.
○松本恵実, 柳瀬笑子, 中塚進一 (2011). 紫根シコニン類の立体異性体に関する研究. 日本農芸化学会2011年度 (平成

23年度) 大会.
○Afrina Akter, Masaya Yamasaki, Masaya Kato, Toshihiko Takagi and Kazuki Yamawaki. Effect of heat and conditioning

treatments on chilling-induced increase in electrolyte leakage of cucumber fruit. Food Preservation Science.
○Afrina Akter, Masaya Kato, Toshihiko Takagi and Kazuki Yamawaki. Alleviation of chilling injury of sweet basil leaves

after harvest. Food Preservation Science.
○水野勝義, 福井博一 (2010). 日本・中国・韓国における花卉園芸植物の育成者権保護の国際比較. 日本知財学会第８
回年次学術研究発表会
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る国際比較を中心として－. 2010年度日本農業市場学会大会 農業市場研究19 (3), 個別報告要旨p.54.
○森須美子, 伊藤健吾, 千家正照 (2010). 水田の汎用化が魚類の生息に及ぼす影響とそのミティゲーションについて.
雨水資源化システム学会誌 (投稿中).

○森須美子, 伊藤健吾, 千家正照 (2010). 低平水田地帯における環境配慮型水路の施工による魚類相の変化. 雨水資源
化システム学会誌 (投稿中).

○Yu^suke KonDo, Hideshi Naka, and Koji Tsuchida. (2011) Artificial diet for the Japanese nine-spotted moth �����
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○近藤勇介, 中 秀司, 土田浩治. (2010) 昼行性蛾類の配偶行動解析～カノコガ属の場合～. 第14回北陸社会性昆虫勉
強会 金沢大学.

○近藤勇介, 中 秀司, 土田浩治. (2011) �����属の配偶行動における視覚刺激の重要性 partII ～キハダカノコの場合
～. 第55回日本応用動物昆虫学会講演要旨集 九州大学.
○近藤勇介, 中 秀司, 土田浩治. (2010) キハダカノコ (����������
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～ 第��回日本動物行動学会大会講演要旨集 p.24. 琉球大学.
○近藤勇介, 中 秀司, 土田浩治. (2011) �����属の配偶行動の解析 ～カノコガとキハダカノコ～�第��回日本生態学
会大会講演要旨集 p.88. 北海道大学.
○趙 紅, 安部 淳 中国における零細野菜栽培農民の農薬使用管理に関する分析. 農業市場研究. (掲載可)
○趙 紅, 安部 淳 (2010). 中国における農民の農薬使用とその意識に関する分析. 中部農業経済学会第80回研究発表会
(2010年６月). (三重大学)

○趙 紅, 安部 淳 (2010). 中国における農民の農薬の使い方と意識分析. 日本農業市場経済学会2010年度大会 (2010年
７月). (北海道大学)

○Raihan, J., Kawakubo, N. and Manabe, T. (2011). Bumblebee behaviors in flower visit on �������
���������Rejection
& Acceptance behaviors. The 58thAnnual Meeting of the Ecological Society of Japan 2011, Sapporo, Japan. Poster
Presentation P1-061

○小林安文, Kinraide T. B., 我妻忠雄, 小山博之 (2010). 細胞膜表面のイオン活動度推定プログラムを用いたシロイヌナ
ズナのアルミニウム応答遺伝子の発現解析. 日本土壌肥料学会 講演要旨集 11-20 p.81.
○澤木克亘, 小林安文, 櫻井 望, 柴田大輔, 小山博之 (2010). ミヤコグサのイオンストレス応答のトランスクリプトー
ム解析. 日本土壌肥料学会 講演要旨集 P11-14 p.89.
○ Radhouane Chaffai, Cheng-ri Zhao, Katsunobu Sawaki, Yasufumi Kobayashi and Hiroyuki Koyama. (2010).

Transcriptomic characterization of Arabidopsis roots exposed to various rhizotoxic treatments giving 50％ of growth
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inhibition. 日本土壌肥料学会 講演要旨集 P11-15 p.89.
○包 玉花, 柳瀬笑子, 中塚進一 (2011). 米糠成分γ－オリザノール類の化学的研究. 日本農芸化学会2011年度大会. 京
都. 3A06a06

○中村大輔, 吉田 洋, 松本康夫 (2010). 都市近郊域におけるニホンザルによる被害に対する住民意識. 第16回野生生
物保護学会・日本哺乳類学会合同大会要旨集. 岐阜.

○Y. YOSHIDA, D. NAKAMURA, S. Hayashi, M. Fujisono, A. Kobayashi, M. Kitahara (2010). The Effectof Repellinga
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Congress. Kyoto.
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幌大会要旨集. 札幌.

○星屋明孝, 村瀬 豊, 中村大輔, 松本康夫, 八代田千鶴, 鈴木正嗣 (2011). ニホンジカによる被害の現状と認識 (イ
ネとダイズを対象として). 生態学会札幌大会要旨集. 札幌.

○Juri Yoshizawa, Katsusuke Yamauchi, Koji Tsuchida (2011). Winged males decision making conditions for intra- or inter-
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�����Insectes Sociaux.. (Minor Revisions)
○吉澤樹理, 山内克典, 土田浩治 (2010). ヒメハダカアリの繁殖戦略�野外における有翅雄と女王の生理状態. 日本動物
行動学会第29回大会. 沖縄. 2010年11月. (ポスター・査読有) pp.52.

○吉澤樹理, 山内克典, 土田浩治 (2011). 沖縄産ハダカアリ属の生態～環境に応じた巣づくり～. 日本生態学会第58回大
会. 札幌. 2011年３月. (ポスター・査読有) pp.502.

○吉澤樹理 (2010). ハダカアリ属における雄の翅多型と繁殖戦略. 北陸社会性昆虫勉強会第14回大会. 金沢大学サテラ
イトプラザ. 2010年12月.

○門脇章夫, 岩本悟志, 山内 亮 (2010). 自動酸化反応時に生成するリノール酸メチルとフラーレンとの付加体. 日本農
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○山本紘平, 山本竜也, 中川智行, 早川享志 (2011). 空腹時およびL-メチオニン負荷時のB6欠乏誘導性高ホモシステイ
ン血症は葉酸の添加レベルに応じて改善する. 日本ビタミン学会第63回大会 安田女子大学 (広島)
○陳碧霄, 鷲津陽介, 山本紘平, 中川智行, 早川享志 (2010). ビタミンB6摂収が大腸内環境に及ぼす影響. 日本農芸化
学会中部支部第159回例会 要旨集 p24. 名古屋大学 (愛知)

○早川享志, 山本紘平 (2011). 非アルコール性脂肪肝疾患 (NAFLD) に関わる栄養学的要因について. ビタミン. (印
刷中)

○M. S. Uddin, M. M. Hossain, S. M. M. Alam, M.S. Islam and M. A. Maya (2010). Effect of management practice on
the flowering and fruiting behavior of Mango (var. Khirshapat). Bangladesh Journal of Progressive Science &
Technology Bangladesh Association of Progressive Science and Technology Vol. 8 Issue 1, 167-168.

○T. Okada, M. Yokoyama, A. S. M. Nahiyan, M. A. Maya and Y. Matsubara (2010). Influence of deep sea water on
functional constituents and disease tolerance in asparagus plants. 28th International Horticultural Congress (IHC2010
Lisboa). ABSTRACTS VolumeⅡ (Symposia) P-595 (S13.045).

○岡田朋大, 松原陽一 (2011). アスパラガスのAMF共生下における耐病性並びに変動遊離アミノ酸が立枯病菌増殖に及
ぼす影響. 園芸学会平成23年度春季大会 園学研10別1 p.413.
○李 凱, 牛 静, 荒井 聡 (2010). 糧食主産地における野菜作農民経営の形成課題. 日本農業市場学会2010年度大会
報告要旨p64.
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○山田 忠, 柄谷友香, 松本康夫 (2011). コミュニティ活動が水害対応や対策への役割分担に与える影響に関する研究.
土木学会論文集B1 (水工学) 特別号. 水工学論文集55巻, pp.S661-666.

○山田 忠, 柄谷友香, 松本康夫 (2011). コミュニティ活動が水害対応や対策への役割分担に与える影響に関する研究.
土木学会論文集B1 (水工学) 特別号. 水工学論文集55巻, pp.S661-666. 東京大学駒場リサーチキャンパス
○山田 忠, 柄谷友香 (2010). 水害常習地域における住民の水害リスク受容と防災行動との関連分析. 第29回日本自然
災害学会学術講演会講演概要集 p.147-148. 岐阜大学工学部
○Zhang Lifen, Takahisa NISHIZU, Shiho Hayakawa, Kiyokazu GOTO (2011). Effects of different drying conditions on

pasta quality. 11th INTERNATIONAL CONGRESS ON ENGINEERING AND FOOD (ICEF11) 22-26 May 2011, Hotel
Hilton, Athens-Greece. Poster and short listed for Oral Presentation FMS227.

○西村光由, 荒川竜行, 百町満朗 (2010). ��������属細菌を用いたトマト難防除病害の生物防除�日本土壌微生物学会講
演要旨集34. 東京大学
○荒川竜行, 西村光由, 小嶋博樹, 浅野眞一郎, 百町満朗 (2011). ��������	
����
������によるトマト青枯病の生物防
除機構の解析�植物病理学会全国大会 P212 東京農工大学 府中キャンパス
○西村光由, 荒川竜行, 小嶋博樹, 都築佳太, 百町満朗 (2011). 植物内生Bacillus subtilis MWO-t1によるトマト青枯病
の生物防除機構. 植物病理学会全国大会 P213 東京農工大学 府中キャンパス

○中谷麻衣, 西村光由, 百町満朗 (2011). ���
�����TA-2 による各種植物病害の発病抑制. 植物病理学会全国大会
P244 東京農工大学 府中キャンパス
○張文梅, 荒井 聡, 今井 健 (2010). 地域農業振興におけるJA出資農業生産法人の役割―援農ぎふを例に―. 日本農
業市場学会2010年度大会個別報告報告要旨 p.61. 北海道大学農学部.
○足立行徳 (2010). 耕起土壌と不耕起土壌における雑草種子の埋土深度と出芽率の関係. 雑草研究 55 (3), 239.
○足立行徳, 市原 実, 山下雅幸, 澤田 均, 石田義樹, 浅井元朗 (2010). ネズミムギの発芽動態に対する

Hydrothermal timeモデルの適用. 日本雑草学会第49回大会 雑草研究 55 (別), 80. 福井.
○足立行徳, 山下雅幸, 澤田 均 (2010). 静岡県内における外来雑草ネズミムギの発芽特性の集団間変異. 日本生態学
会中部地区大会 2010年講演集, 23. 静岡.

○足立行徳, 山下雅幸, 澤田 均, 浅井元朗 (2011). 休眠解除にともなうイタリアンライグラスの発芽温度域の変化.
2011年度日本草地学会宇都宮大会. 宇都宮.
○足立行徳, 山下雅幸, 澤田 均, 浅井元朗 (2011). 乾燥後熟によるネズミムギの発芽特性の変化�Hydrotimeモデルに
よる解析. 日本雑草学会第50回大会. 東京.

○竹林大介, 宮入 萌, 西東 力, 田上陽介 (2011). コナジラミの人工膜上での産卵条件の検討 第155回日本昆虫学会・
第92回日本応用動物昆虫学会合同東海支部会講演会, 静岡大学
○竹林大介, 宮入 萌, 西東 力, 田上陽介 (2011). コナジラミ類の人工飼料による飼育法の開発①～産卵条件の検討
～ 第55回日本応用動物昆虫学会 講演要旨集 p.206.

○竹林大介 (2010). 静岡市駿河区大谷でのアカボシゴマダラの採集記録. 駿河の昆虫 No.232, 6415～6416.
○竹林大介 (2010). 静岡市駿河区大谷でのムネアカセンチコガネの採集記録. 駿河の昆虫 No.232, 6417～6418.
○竹林大介 (2010). 静岡市での灯火採集におけるオキナワルリチラシの採集記録. 駿河の昆虫 No.232, 6418～6419.
○竹林大介 (2010). 静岡市での灯火採集におけるクロモンシタバの採集記録. 駿河の昆虫 No.232, 6419.
○ツェーラン ジョマ, 村西晴香, 山本真弓, 稲垣瑞穂, シジル, 内田健志, 山下耕作, 齋藤正一郎, 矢部富雄, 金丸義敬
(2010). マウスの腸組織損傷に及ぼすウシの後期初乳の影響. 日本農芸化学会 第p.182. 東京大学駒場キャンパス.

○Cairangzhuoma, 山本真弓, 稲垣瑞穂, シジル, 村西晴香, 内田健志, 山下耕作, 齋藤正一郎, 矢部富雄, 金丸義敬
(2010). マウスの腸組織損傷に及ぼすウシの後期初乳の影響. Hindgut club Japanシンポジウム. p.15. 専修大学・神田
キャンパス.

○シジル, 森 有希, ツェランジュマ, 矢部富雄, 金丸義敬 (2010). 腸由来培養細胞の増殖に及ぼす馬乳ホエイタンパ
ク質の影響. 日本酪農科学. p.24. 東京.

○村西晴香, 山本真弓, ツェーラン ジョマ, 稲垣瑞穂, シジル, 内田健志, 矢部富雄, 金丸義敬 (2010). 牛乳カゼインによ
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るヒトロタウイルス感染阻害作用の解析. 日本酪農科学. P.24. 東京.
○Yamamoto, Y, Y,. Yoshioka, Y., Hyakumachi, M., Maruyama, K., Yamaguchi-Shinozaki, K., Tokizawa M., and Koyama,

H. (2011). Prediction of transcriptional regulatory elements for plant hormone responses based on microarray data. BMC
Plant Biol 11, 39

○Naznin H. A., Yoshioka. Y., Hyakumachi, M. and Yamamoto, Y, Y. (2010). Prediction of ����regulatory elements in the
promoters of genes related with disease resistanc. 平成22年度日本植物病理学会大会.
○吉岡洋平, 百町満朗, 時澤睦朋, 小山博之, 山本義治 (2010). マイクロアレイデータを用いた植物ホルモン応答を担
う転写制御配列の推定 日本遺伝学会大会第82回大会.

○吉岡洋平, 百町満朗, 時澤睦朋, 小山博之, 山本義治 (2010). マイクロアレイデータによる植物ホルモン応答に関わ
る転写制御配列の推定 第33回日本分子生物学会年会.

○吉岡洋平, Naznin Hushna Ara, 日恵野綾香, 坂井優作, 山本義治, 百町満朗 (2010). シロイヌナズナの有用微生物応
答に関するトランスクリプトーム解析 平成22年度日本植物病理学会関西支部会. プログラム, 講演要旨予稿集 p.
25. 福井県

○吉岡洋平, 百町満朗, 時澤睦朋, 小山博之, 圓山恭之進, 篠崎和子, 山本義治 (2010). マイクロアレイデータを用い
た植物ホルモン応答を担うシス転写制御配列の予測 第52回日本植物生理学会年会. 東北大学.
○吉岡洋平, Naznin Hushna Ara, 山本義治, 百町満朗 (2010). 有用微生物によって全身的抵抗性が誘導されたシロイヌ
ナズナの初期応答に関するマイクロアレイ解析 平成23年度日本植物病理学会大会. 日本植物病理学会報 77(3) (掲載
予定). 東京農工大.

○吉岡洋平, 百町満朗, 時澤睦朋, 小山博之, 圓山恭之進, 篠崎和子, 山本義治 (2010). 大規模遺伝子発現情報による
植物ホルモン応答を担うシス転写制御配列の予測 平成23年度日本植物病理学会大会. 日本植物病理学会報 77(3) (掲
載予定). 東京農工大.
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所 属 専 攻 名 等 所属連合講座名 所 属 大 学 名 氏 名 備 考

研 究 科 長 生物機能制御学 岐 阜 大 学 鈴 木 文 昭 平成23年４月１日
～平成25年３月31日

研 究 科 長 補 佐
( 専 任 教 員 ) 生物機能制御学 岐 阜 大 学 鈴 木 徹

生物生産科学専攻長 植物生産管理学 岐 阜 大 学 荒 井 聡 平成23年４月１日
～平成24年３月31日

生物環境科学専攻長 生物環境管理学 静 岡 大 学 水 永 博 己 平成23年４月１日
～平成24年３月31日

生物資源科学専攻長 スマートマテリアル科学 岐 阜 大 学 石 田 秀 治 平成23年４月１日
～平成24年３月31日

生 物 生 産 科 学

植物生産管理学 岐 阜 大 学 荒 井 聡 平成22年４月１日
～平成24年３月31日

動物生産利用学 静 岡 大 学 森 誠 平成23年４月１日
～平成25年３月31日

生 物 環 境 科 学

環 境 整 備 学 岐 阜 大 学 清 水 英 良 平成22年４月１日
～平成24年３月31日

生物環境管理学 静 岡 大 学 水 永 博 己 平成22年４月１日
～平成24年３月31日

生 物 資 源 科 学

生物資源利用学 岐 阜 大 学 棚 橋 光 彦 平成22年４月１日
～平成24年３月31日

スマートマテリアル科学 岐 阜 大 学 石 田 秀 治 平成22年４月１日
～平成24年３月31日

生物機能制御学 静 岡 大 学 森 田 明 雄 平成23年４月１日
～平成25年３月31日

平成23年度 連合農学研究科代議員会委員等
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専
攻

連
合

講
座

主
指
導
教
員
氏
名
・
所
属

教
育

研
究

分
野

名
称

内
容

生 物 生 産 科 学

植
物
生
産
管
理
学

(植
物
生
産
利
用
学
,

経
営
管
理
学
)

大
村

三
男

(静
岡
大
学
)
植

物
遺

伝
学

栽
培
植
物
(園
芸
作
物
)
の
ゲ
ノ
ム
解
析

本
橋

令
子

(静
岡
大
学
)
分

子
育

種
学

変
異
体
を
用
い
た
葉
緑
体
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
解
析

大
野

始
(静
岡
大
学
)
花

卉
園

芸
学

花
卉
の
発
育
・
開
花
調
節
に
関
す
る
研
究

�
木

敏
彦

(静
岡
大
学
)
果

樹
園

芸
学

果
実
発
育
の
生
理
・
生
態
学
的
理
論
と
そ
の
応
用

糠
谷

明
(静
岡
大
学
)
野

菜
園

芸
学

野
菜
栽
培
に
お
け
る
生
理
､
生
態
学
理
論
と
実
際
栽
培
へ
の
応
用

松
原

陽
一

(岐
阜
大
学
)
野

菜
園

芸
学

野
菜
に
関
す
る
生
物
生
理
学
的
理
論
と
､
持
続
可
能
型
・
環
境
ス
ト
レ
ス
耐
性
型
栽
培
へ
の
応
用

福
井

博
一

(岐
阜
大
学
)
園
芸
植
物
生
理
学

園
芸
植
物
の
発
育
生
理
学
理
論
と
園
芸
生
産
へ
の
応
用

田
中

逸
夫

(岐
阜
大
学
)
栽

培
環

境
工

学
栽
培
環
境
制
御
技
術
の
開
発
と
制
御
環
境
下
で
の
植
物
反
応
の
解
明

嶋
津

光
鑑

(岐
阜
大
学
)
植
物
環
境
制
御
学

植
物
生
産
に
関
す
る
環
境
制
御
技
術
の
開
発
お
よ
び
環
境
制
御
技
術
の
植
物
科
学
研
究
へ
の
応
用

原
田

久
(静
岡
大
学
)
植
物
繁
殖
生
理
学

植
物
の
繁
殖
・
組
織
培
養
に
関
す
る
生
理
学
的
研
究

大
場

伸
也

(岐
阜
大
学
)
植
物
生
育
診
断
学

資
源
植
物
の
遺
伝
的
・
生
化
学
的
解
析
と
耕
地
生
態
学
に
よ
る
生
産
技
術
の
改
善

前
澤

重
�

(岐
阜
大
学
)
食
品
流
通
シ
ス
テ
ム
学

食
品
流
通
の
仕
組
み
に
関
す
る
実
証
的
研
究

中
野

浩
平

(岐
阜
大
学
)
食

品
流

通
科

学
食
品
の
品
質
保
持
理
論
と
流
通
技
術
へ
の
応
用

加
藤

雅
也

(静
岡
大
学
)
収

穫
後

生
理

学
収
穫
後
の
園
芸
作
物
に
お
け
る
生
理
学
・
生
化
学
・
分
子
生
物
学

荒
幡

克
己

(岐
阜
大
学
)
農

業
経

営
学

農
業
及
び
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
関
連
企
業
の
経
営
行
動
､
産
業
組
織
の
経
済
分
析

荒
井

聡
(岐
阜
大
学
)
農

業
経

済
学

地
域
農
業
経
済
と
農
業
政
策
に
関
す
る
理
論
的
・
実
証
的
研
究

富
樫

幸
一

(岐
阜
大
学
)
地
域
産
業
経
営
論

地
域
産
業
と
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
研
究

柴
垣

裕
司

(静
岡
大
学
)
農

業
経

営
学

農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
金
融
に
関
す
る
理
論
と
応
用

動
物
生
産
利
用
学

森
誠

(静
岡
大
学
)
比

較
生

理
学

家
畜
・
家
禽
の
卵
子
形
成
に
関
す
る
生
理
学
､
細
胞
学
､
生
化
学
､
お
よ
び
実
験
動
物
分
野
へ
の
応
用

笹
浪

知
宏

(静
岡
大
学
)
動

物
生

理
化

学
鳥
類
の
卵
膜
形
成
お
よ
び
受
精
の
分
子
機
構
に
関
す
る
研
究

吉
�

範
夫

(岐
阜
大
学
)
比
較
動
物
発
生
学

鳥
類
の
卵
形
成
と
孵
化
お
よ
び
他
の
動
物
と
の
比
較

�
坂

哲
也

(静
岡
大
学
)
動
物
生
殖
生
理
学

哺
乳
動
物
の
繁
殖
科
学
と
生
殖
機
能
調
節
物
質
の
分
子
生
理
学
的
研
究

主
指
導
教
員
(有
資
格
者
)
及
び
教
育
研
究
分
野
一
覧

����



専
攻

連
合

講
座

主
指
導
教
員
氏
名
・
所
属

教
育

研
究

分
野

名
称

内
容

生 物 生 産 科 学

動
物
生
産
利
用
学

池
谷

直
樹

(静
岡
大
学
)
動
物
生
殖
生
理
学

生
殖
ホ
ル
モ
ン
の
腎
臓
な
ら
び
に
腎
疾
患
へ
の
影
響
の
研
究

鳥
山

優
(静
岡
大
学
)
細

胞
生

物
学

ウ
ニ
卵
細
胞
の
分
裂
機
構
に
関
す
る
研
究

与
語

圭
一
郎

(静
岡
大
学
)
動
物
生
殖
生
理
学

哺
乳
動
物
の
生
殖
科
学
と
生
殖
細
胞
の
形
成
・
分
化
機
構

川
島

光
夫

(岐
阜
大
学
)
繁

殖
内

分
泌

学
動
物
と
く
に
鳥
類
の
繁
殖
に
関
わ
る
内
分
泌
的
統
御
機
構

伊
藤

愼
一

(岐
阜
大
学
)
動

物
遺

伝
学

鳥
類
の
遺
伝
的
多
様
性
に
関
す
る
研
究

松
村

秀
一

(岐
阜
大
学
)
動

物
遺

伝
学

動
物
の
遺
伝
的
多
様
性
と
進
化
に
関
す
る
研
究

土
井

守
(岐
阜
大
学
)
動

物
繁

殖
学

動
物
の
繁
殖
生
理
と
人
工
繁
殖

大
谷

滋
(岐
阜
大
学
)
家

畜
栄

養
学

家
畜
・
家
禽
に
お
け
る
飼
養
方
法
と
栄
養
生
理
と
の
関
連

八
代
田

真
人

(岐
阜
大
学
)
動
物
栄
養
生
態
学

反
芻
家
畜
の
栄
養
生
態
と
そ
の
家
畜
生
産
へ
の
応
用

生 物 環 境 科 学

環
境

整
備

学

平
松

研
(岐
阜
大
学
)
環

境
水

理
学

農
村
地
域
の
水
環
境
整
備
と
水
域
生
態
系
保
全
に
関
す
る
研
究

伊
藤

健
吾

(岐
阜
大
学
)
水

圏
環

境
学

水
田
に
お
け
る
水
環
境
の
制
御
と
水
田
生
態
系
の
保
全

木
村

正
信

(岐
阜
大
学
)
流

域
保

全
学

流
域
の
土
砂
動
態
と
斜
面
緑
化
工
法
に
関
す
る
研
究

松
本

康
夫

(岐
阜
大
学
)
農
村
環
境
保
全
学

農
村
地
域
の
基
盤
保
全
を
目
的
と
し
た
土
地
利
用
管
理
・
計
画
論

清
水

英
良

(岐
阜
大
学
)
農

業
造

構
学

農
業
構
造
物
の
力
学
的
基
礎
と
応
用
､
最
適
設
計

西
村

眞
一

(岐
阜
大
学
)
農

業
造

構
学

農
業
水
利
構
造
物
の
安
全
性
と
有
効
利
用
に
関
す
る
研
究

土
屋

智
(静
岡
大
学
)
山

地
水

文
学

森
林
地
帯
を
と
り
ま
く
水
循
環
と
そ
の
定
量
的
評
価

千
家

正
照

(岐
阜
大
学
)
灌

漑
排

水
学

水
資
源
の
管
理
と
有
効
利
用
に
関
わ
る
理
論
と
応
用

生
物
環
境
管
理
学

宮
川

修
一

(岐
阜
大
学
)
農

業
生

態
学

地
域
環
境
に
お
け
る
作
物
栽
培
の
農
業
生
態
学
的
分
析
と
そ
の
応
用

松
井

勤
(岐
阜
大
学
)
作

物
栽

培
学

持
続
可
能
な
作
物
生
産
に
関
す
る
研
究

西
東

力
(静
岡
大
学
)
応

用
昆

虫
学

施
設
害
虫
の
生
理
・
生
態
と
生
物
的
防
除
に
関
す
る
研
究

田
上

陽
介

(静
岡
大
学
)
応

用
昆

虫
学

昆
虫
共
生
系
を
利
用
し
た
害
虫
の
生
物
的
防
除
技
術
開
発

土
田

浩
治

(岐
阜
大
学
)
昆

虫
生

態
学

昆
虫
個
体
群
内
の
遺
伝
的
変
異
性
に
関
す
る
研
究

津
田

智
(岐
阜
大
学
)
植

物
生

態
学

植
物
群
落
の
組
成
や
構
造
と
成
立
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

小
見
山

章
(岐
阜
大
学
)
森

林
生

態
学

環
境
と
森
林
資
源
管
理
に
関
す
る
生
態
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

景
山

幸
二

(岐
阜
大
学
)
植

生
管

理
学

土
壌
微
生
物
の
分
子
生
態
学
､
土
壌
微
生
物
に
よ
る
環
境
評
価

����



専
攻

連
合

講
座

主
指
導
教
員
氏
名
・
所
属

教
育

研
究

分
野

名
称

内
容

生 物 環 境 科 学

生
物
環
境
管
理
学

須
賀

晴
久

(岐
阜
大
学
)
分
子
植
物
病
理
学

植
物
病
原
菌
の
進
化
､
生
態
な
ら
び
に
病
原
性
機
構
に
関
す
る
研
究

澤
田

�
(静
岡
大
学
)
応

用
生

態
学

植
物
の
集
団
生
物
学
と
被
食
ス
ト
レ
ス
､
撹
乱
へ
の
適
応

山
下

雅
幸

(静
岡
大
学
)
生

態
遺

伝
学

外
来
植
物
お
よ
び
雑
草
の
侵
入
生
態
学
的
研
究

向
井

�
(岐
阜
大
学
)
森

林
遺

伝
学

樹
木
の
繁
殖
特
性
と
遺
伝
的
多
様
性
維
持
機
構
の
解
析

川
窪

伸
光

(岐
阜
大
学
)
植
物
進
化
生
態
学

顕
花
植
物
の
形
態
進
化
と
送
粉
生
態
学
研
究

大
塚

俊
之

(岐
阜
大
学
)
生

態
系

生
態

学
生
態
系
の
炭
素
循
環
と
炭
素
吸
収
能
力
に
関
す
る
研
究

水
永

博
己

(静
岡
大
学
)
造

林
学

森
林
生
態
系
の
修
復
・
育
成
に
関
す
る
研
究

粟
屋

善
雄

(岐
阜
大
学
)
森
林
環
境
管
理
学

植
生
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
森
林
管
理

村
岡

裕
由

(岐
阜
大
学
)
植
生
生
理
生
態
学

植
物
個
体
か
ら
生
態
系
ス
ケ
ー
ル
に
至
る
生
理
生
態
学
的
研
究

後
藤

清
和

(岐
阜
大
学
)
農
業
プ
ロ
セ
ス
工
学

農
産
施
設
・
機
械
の
合
理
化

粕
谷

志
郎

(岐
阜
大
学
)
応

用
生

態
学

河
川
､
土
壌
の
金
属
､
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
汚
染
と
､
環
境
指
標
動
物
の
生
態

生 物 資 源 科 学

生
物
資
源
利
用
学

光
永

徹
(岐
阜
大
学
)
細
胞
成
分
利
用
学

樹
木
生
理
化
学
関
連
物
質
の
構
造
解
析
と
生
理
機
能
開
発

西
田

友
昭

(静
岡
大
学
)
木

質
生

化
学

リ
グ
ニ
ン
生
合
成
及
び
生
分
解
に
関
す
る
研
究

河
合

真
吾

(静
岡
大
学
)
リ
グ
ニ
ン
生
化
学

リ
グ
ニ
ン
及
び
関
連
化
合
物
の
生
合
成
お
よ
び
生
分
解
と
そ
の
有
効
利
用

棚
橋

光
彦

(岐
阜
大
学
)
木
材
成
分
利
用
学

木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
変
換
技
術
の
開
発
と
そ
の
総
合
利
用

鈴
木

恭
治

(静
岡
大
学
)
製

紙
科

学
紙
パ
ル
プ
材
料
の
特
性
評
価
と
そ
の
高
度
利
用

釜
谷

保
志

(静
岡
大
学
)
環

境
毒

性
学

化
学
物
質
の
生
態
系
影
響
に
関
す
る
研
究

祖
父
江

信
夫

(静
岡
大
学
)
ウ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

木
質
構
造
材
料
の
強
度
特
性
と
利
用
､
木
材
の
非
破
壊
検
査

鈴
木

滋
彦

(静
岡
大
学
)
木

質
材

料
学

木
質
材
料
の
製
造
技
術
お
よ
び
性
能
評
価
に
関
す
る
研
究

安
村

基
(静
岡
大
学
)
木

質
構

造
学

木
材
及
び
木
質
材
料
の
建
築
構
造
へ
の
適
用

滝
欽

二
(静
岡
大
学
)
応

用
接

着
学

接
着
剤
の
物
性
と
接
着
性

山
内

亮
(岐
阜
大
学
)
食

品
成

分
工

学
食
品
成
分
の
相
互
作
用
に
関
す
る
化
学
的
お
よ
び
工
学
的
解
析
と
そ
の
応
用

岩
本

悟
志

(岐
阜
大
学
)
食

品
物

性
工

学
食
品
分
散
系
の
相
変
化
・
形
態
変
化
を
利
用
し
た
食
品
の
高
付
加
価
値
化
に
関
す
る
研
究

西
津

貴
久

(岐
阜
大
学
)
食

品
加

工
学

食
品
製
造
の
プ
ロ
セ
ス
の
工
学
的
解
析
と
食
品
物
性
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

金
丸

義
敬

(岐
阜
大
学
)
食

品
機

能
化

学
食
品
タ
ン
パ
ク
質
に
よ
る
生
体
防
御
機
能
の
解
析
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専
攻

連
合

講
座

主
指
導
教
員
氏
名
・
所
属

教
育

研
究

分
野

名
称

内
容

生 物 資 源 科 学

生
物
資
源
利
用
学

矢
部

富
雄

(岐
阜
大
学
)
糖

質
生

化
学

糖
鎖
構
造
と
機
能
に
関
す
る
研
究

長
野

宏
子

(岐
阜
大
学
)
発

酵
食

品
学

発
酵
食
品
の
機
能
性
解
析
及
び
関
与
微
生
物
の
探
索
と
そ
の
応
用

ス
マ
ー
ト
マ
テ
リ
ア
ル
科
学

(生
物
資
源
化
学
)

木
曽

真
(岐
阜
大
学
)
糖

質
化

学
生
理
活
性
糖
質
の
反
応
・
合
成
並
び
に
分
子
構
造
と
生
体
機
能

石
田

秀
治

(岐
阜
大
学
)
糖

鎖
工

学
生
理
活
性
複
合
糖
質
の
化
学
・
生
物
学
的
研
究

安
藤

弘
宗

(岐
阜
大
学
)
糖

鎖
関

連
化

学
糖
鎖
関
連
分
子
の
化
学
合
成
と
機
能
解
明
お
よ
び
医
薬
へ
の
応
用

生
物
機
能
制
御
学

中
川

寅
(岐
阜
大
学
)
応

用
生

化
学

酵
素
・
タ
ン
パ
ク
質
の
生
化
学
・
分
子
細
胞
生
物
学
､
並
び
に
そ
の
応
用

鈴
木

徹
(岐
阜
大
学
)
ゲ
ノ
ム
微
生
物
学

ゲ
ノ
ム
レ
ベ
ル
か
ら
見
た
新
し
い
微
生
物
像
の
構
築
と
そ
の
応
用

�
見
澤

一
裕

(岐
阜
大
学
)
微

生
物

工
学

微
生
物
機
能
を
利
用
し
た
有
用
物
質
生
産
と
バ
イ
オ
リ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

小
川

直
人

(静
岡
大
学
)
環

境
微

生
物

学
環
境
微
生
物
の
機
能
の
解
明

杉
山

公
男

(静
岡
大
学
)
食

品
栄

養
化

学
食
品
成
分
に
よ
る
代
謝
と
生
態
機
能
の
調
節
機
構

早
川

享
志

(岐
阜
大
学
)
食

品
栄

養
学

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
や
難
消
化
性
食
品
成
分
の
栄
養
機
能
の
解
析

中
川

智
行

(岐
阜
大
学
)
食

品
栄

養
学

酵
母
の
分
子
育
種
と
細
胞
機
能
の
解
明
､
新
規
食
品
産
業
用
酵
素
の
開
発

鈴
木

文
昭

(岐
阜
大
学
)
動

物
生

化
学

特
異
ペ
プ
チ
ド
お
よ
び
タ
ン
パ
ク
質
が
誘
導
す
る
生
体
調
節
機
構

長
岡

利
(岐
阜
大
学
)
機

能
性

食
品

学
食
品
成
分
の
生
体
調
節
機
能
に
関
す
る
生
化
学
・
分
子
生
物
学

百
町

満
朗

(岐
阜
大
学
)
植

物
病

理
学

土
壌
伝
染
性
植
物
病
原
菌
の
生
物
防
除

森
田

明
雄

(静
岡
大
学
)
植

物
栄

養
学

植
物
及
び
植
物
細
胞
の
栄
養
生
理
学

小
山

博
之

(岐
阜
大
学
)
植

物
細

胞
工

学
不
良
土
壌
耐
性
機
構
の
分
子
生
理
学
と
分
子
育
種
に
関
す
る
研
究

山
本

義
治

(岐
阜
大
学
)
植
物
ゲ
ノ
ム
科
学

植
物
の
環
境
適
応
機
構
と
そ
の
進
化
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志 願 者 受 験 者 合 格 者 入学辞退者 入 学 者

23人 23人 23人 0人 23人

配 置 大 学 入 学 者 数

岐 阜 大 学

静 岡 大 学

人

17 (10)

6 ( 1)
計 23 (11)

区分

専攻連合講座名
人 数

内 訳
外国人 [国籍]

社会人 現 役 研究生等

生
物
生
産
科
学

植 物 生 産 管 理 学

動 物 生 産 利 用 学

人

1 ( 0)

2 ( 1)

人

0 ( 0)

0 ( 0)

人

1 ( 0)

2 ( 1)

人

0 ( 0)

0 ( 0)

中国

生
物
環
境
科
学

環 境 整 備 学

生 物 環 境 管 理 学

4 ( 3)

6 ( 3)

0 ( 0)

1 ( 1)

4 ( 3)

5 ( 2)

0 ( 0)

0 ( 0)

中国２､ バングラデシュ

中国､ バングラデシュ､
インドネシア

生
物
資
源
科
学

生 物 資 源 利 用 学

スマートマテリアル学

生 物 機 能 制 御 学

4 ( 2)

1 ( 0)

5 ( 2)

0 ( 0)

0 ( 0)

2 ( 0)

1 ( 0)

1 ( 0)

3 ( 2)

3 ( 2)

0 ( 0)

0 ( 0)

ベトナム､ スーダン

バングラデシュ､ インドネシア

23 (11) 3 ( 1) 17 ( 8) 3 ( 2)

平成23年度岐阜大学連合農学研究科入学者状況等
Ⅰ 入学試験実施状況

① 選抜状況

② 配置大学別入学者数

③ 入学者の現役・社会人等の区分

備考 ( ) 内は, 外国人留学生を内数で示す｡

����



配 置 大 学 過年度生 ３ 年 生 ２ 年 生 １ 年 生 計

岐 阜 大 学

静 岡 大 学

25 (10) 人

5 ( 2)

17 (10) 人

6 ( 2)

17 (11) 人

3 ( 1)

18 (11) 人

6 ( 1)

77 (42) 人

20 ( 6)

計 30 (12) 23 (12) 20 (12) 24 (12) 97 (48)

区 分

配 置 大 学
人 数

内 訳

社 会 人 現 役 研 究 生 等 無 職

人 人 人 人 人

岐 阜 大 学

過年度生 25 (10) 5 ( 0) 16 ( 7) 3 ( 3) 1 ( 0)
３ 年 生 17 (10) 4 ( 1) 13 ( 9) 0 0
２ 年 生 17 (11) 3 ( 1) 9 ( 5) 3 ( 3) 2 ( 2)
１ 年 生 18 (11) 2 ( 1) 13 ( 8) 3 ( 2) 0

静 岡 大 学

過年度生 5 ( 2) 2 ( 0) 2 ( 1) 1 ( 1) 0
３ 年 生 6 ( 2) 1 ( 1) 3 ( 1) 2 ( 0) 0
２ 年 生 3 ( 1) 0 3 ( 1) 0 0
１ 年 生 6 ( 1) 2 ( 1) 4 ( 0) 0 0

計 97 (48) 19 ( 5) 63 (32) 12 ( 9) 3 ( 2)

区 分

配 置 大 学
人 数

国・私費の別
国 籍

国 費 私 費

岐 阜 大 学

過年度生 10人 0人 10人 中国5､ バングラデシュ3､ コンゴ､ インドネシア
３ 年 生 10 5 5 中国4､ バングラデシュ3､ ガーナ､ フィリピン､ エジプト
２ 年 生 11 3 8 中国7､ バングラデシュ3､ ソロモン
１ 年 生 11 2 9 中国5､ バングラデシュ3､ ベトナム､ スーダン､ インドネシア

静 岡 大 学

過年度生 2 0 2 タイ､ バングラデシュ
３ 年 生 2 0 2 中国2
２ 年 生 1 1 0 スーダン
１ 年 生 1 0 1 インドネシア

計 48 11 37

Ⅱ 学 生 数 等 調

① 配置大学別在籍者数〔平成��年４月１日現在〕

② 在籍者の現役・社会人等の区分〔出願時〕

③ 外国人留学生の国籍等〔平成��年４月１日現在〕

����



職種別就職状況

【全修了生】 【全修了生 (日本人)】

【全修了生 (留学生)】 平成��年度【全修了生】

入学者と学位取得 (修了) 者の推移

����

職 種 人 数
大 学 教 員 112 (19.9%)
研究所・団体等研究員 133 (23.6%)
民間企業研究員 (職) 135 (23.9%)
その他 (含む研究生等) 116 (20.6%)
自 営 3 (0.5%)
未定 (含む調査中) 65 (11.5%)

計 564 (100%)

職 種 人 数
大 学 教 員 24 (8.3%)
研究所・団体等研究員 78 (26.9%)
民間企業研究員 (職) 103 (35.5%)
その他 (含む研究生等) 61 (21.0%)
自 営 1 (0.3%)
未定 (含む調査中) 23 (7.9%)

計 290 (100%)

職 種 人 数
大 学 教 員 88 (32.1%)
研究所・団体等研究員 55 (20.1%)
民間企業研究員 (職) 32 (11.7%)
その他 (含む研究生等) 55 (20.1%)
自 営 2 (0.7%)
未定 (含む調査中) 42 (15.3%)

計 274 (100%)

職 種 人 数
大 学 教 員 1 (5.6%)
研究所・団体等研究員 3 (16.7%)
民間企業研究員 (職) 4 (22.2%)
その他 (含む研究生等) 5 (27.8%)
自 営 0 (0.0%)
未定 (含む調査中) 5 (27.8%)

計 18 (100%)

Ｈ3
年度

Ｈ4
年度

Ｈ5
年度

Ｈ6
年度

Ｈ7
年度

Ｈ8
年度

Ｈ9
年度

Ｈ10
年度

Ｈ11
年度

Ｈ12
年度

Ｈ13
年度

Ｈ14
年度

Ｈ15
年度

Ｈ16
年度

Ｈ17
年度

Ｈ18
年度

Ｈ19
年度

Ｈ20
年度

Ｈ21
年度

Ｈ22
年度

Ｈ23
年度

日本人
入学者 17 29 29 16 20 18 26 22 30 28 24 23 26 21 19 18 14 11 12 8 12

外国人
留学生
入学者

10 10 16 12 20 17 24 19 21 20 22 23 22 28 27 23 12 12 13 12 11

入学者
総 数 27 39 45 28 40 35 50 41 51 48 46 46 48 49 46 41 26 23 25 20 23

日本人
修了者 13 24 28 8 17 15 21 16 21 21 19 17 18 13 15 10 10 2 1

外国人
留学生
修了者

9 9 15 9 20 14 24 17 15 18 17 19 16 24 21 16 9 3

修了者
総 数 22 33 43 17 37 29 45 33 36 39 36 36 34 37 36 26 19 5 1



入学者と学位取得 (修了) 者の推移

����
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平成23年度 入学者の研究題目及び指導教員
専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生

物

生

産

科

学

植物生産
管 理 学

小笠原 利 恵 女 岐阜大学
複二倍体を用いた園芸
植物の種間雑種の育成

福 井 博 一
山 根 京 子
切 岩 � 和

動物生産
利 用 学

木 仁
(中 国)

男 岐阜大学
中国希少草食動物の生
息域外保全のための繁
殖生理に関する研究

土 井 守
岩 澤 淳
� 坂 哲 也

楠 田 哲 士

吉 � 友 紀 女 岐阜大学

日本在来の希少ヤマネ
コの繁殖生理と保全新
技術の解明に関する研
究

土 井 守
岩 澤 淳
� 坂 哲 也

楠 田 哲 士

生

物

環

境

科

学

環 境
整 備 学

近 藤 美 麻 女 岐阜大学

Studies on the
Conservation of
Unionid Mussels
in Paddy Fields

伊 藤 健 吾
千 家 正 照
土 屋 智

BA DA RI FU
(中 国)

男 岐阜大学
内モンゴル地下水依存
農牧地帯における水資
源変動の分析

平 松 研
清 水 英 良
土 屋 智

大 西 健 夫

MD. SHAHIN-
AL-MAMUN
(バングラデシュ)

男 岐阜大学

Effects of the
Correction of
Irrigation Channelson t
he Paddy FieldEcosyst
em with
Special Reference
to the Freshwater
Fish

西 村 眞 一
岩 澤 淳
土 屋 智

烏 雲
(中 国)

女 岐阜大学
梅の灌漑効果に関する
研究

千 家 正 照
伊 藤 健 吾
土 屋 智

生物環境
管 理 学

WANG
SIQINBILIGE
(中 国)

女 岐阜大学

内モンゴル・エジナ河
流域におけるリモート
センシングによる森林
面積変化の把握とその
要因分析

粟 屋 善 雄
平 松 研
水 永 博 己

喜多川 権 士 男 静岡大学
ヒノキ人工林の林冠構
造にもとずく風害発生
のメカニズム解析

水 永 博 己
楢 本 正 明
粟 屋 善 雄

根 岸 春 奈 女 静岡大学
休耕田管理手法の違い
が雑草抑制と生物多様
性に及ぼす影響

山 下 雅 幸
澤 田 �

宮 川 修 一

YUYUN
FITRIANA
(インドネシア)

女 静岡大学

Study on the Mutantof
��������	
�
�
����

Pf3110 as a
Potential BiologicalCon
trol Agent
against 
�	����

��������
���

西 東 力
田 上 陽 介
土 田 浩 治



����

専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生

物

環

境

科

学

生物環境
管 理 学

丹 野 夕 輝 男 静岡大学

棚田畦畔植生の多様性
の保全�群集構造の決
定要因の理解と適切な
管理方法の開発

山 下 雅 幸
澤 田 �

宮 川 修 一

MOHAMMAD
ZIAUR

RAHMAN
(バングラデシュ)

男 岐阜大学

Re-evaluation of
Japanese Isolates of
�����������	

species based on
Molecular Phyloge-
netic Analyses

景 山 幸 二
須 賀 晴 久
糠 谷 明

生

物

資

源

科

学

生物資源
利 用 学

Nguyen Thi
Huong Lan
(ベ ト ナ ム)

女 岐阜大学
口腔内食感の定量的把
握に関する研究

西 津 貴 久
後 藤 清 和
山 脇 和 樹

西 田 光 貴 男 岐阜大学
腸管上皮細胞表面にお
けるヘパラン硫酸の機
能解明

矢 部 富 雄
石 田 秀 治
森 誠

Ali Mahmoud
Muddathir
Mahmoud
(ス ー ダ ン)

男 岐阜大学


� �
��� ��������	�


������
 �� ����

��	��� �����

���	���� ��	������	�

�������	� ��	��

����	���

光 永 徹
百 町 満 朗
鈴 木 恭 治

市 澤 博 生 男 静岡大学

ヤマモモ抽出成分ミリ
カノールの生合成機構
とその縮合遺伝子の取
得について

河 合 真 吾
西 田 友 昭
光 永 徹

スマート
マテリアル
科学

鈴 木 達 哉 男 岐阜大学
セレン標識糖鎖プロー
ブの合成と機能評価

安 藤 弘 宗
吉 松 三 博
河 合 真 吾

生物機能
制 御 学

大 山 慶 直 男 岐阜大学
STOP１タンパクのア
ルミニウム活性化機構
に関する研究

小 山 博 之
山 本 義 治
森 田 明 雄

澤 木 克 亘 男 岐阜大学

シロイヌナズナを用い
たイオンストレスおよ
び栄養欠乏のバイオマー
カーの基礎的研究

小 山 博 之
山 本 義 治
森 田 明 雄

鈴 木 利 和 男 静岡大学
チャの生産性に及ぼす
炭水化物の動態に関す
る研究

森 田 明 雄
糠 谷 明
小 山 博 之

一 家 崇 志

MOST.
HUSHNA

ARA NAZNIN
(バングラデシュ)

女 岐阜大学

Functional Analysis of Pr
om oters
Related with Disease
Resistance

百 町 満 朗
山 本 義 治
森 田 明 雄

Novita
Kurniawati

(インドネシア)
女 岐阜大学

(平成23年４月１日よ
り休学)

中 川 智 行
早 川 享 志
小 川 直 人
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平成22年度 入学者の研究題目及び指導教員 (平成22年10月入学)
専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生
物
生
産
科
学

植物生産
利 用 学

LIAO YI
(中 国)

男 岐阜大学

Effect of Wavelength
of Light on Floral
Bud Differentiation of
Chrysanthemum

福 井 博 一
嶋 津 光 鑑
切 岩 � 和



�����

平成22年度 入学者の研究題目及び指導教員
専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生

物

生

産

科

学

植物生産
利 用 学

Moslama
Aktar Maya
(バングラデシュ)

女 岐阜大学

Biocontrol potentialof
AMF under
temperature stress
condition and
mechanism on
tolerance in
horticultural crops

松 原 陽 一
百 町 満 朗
切 岩 � 和

ZHUANG
DEFENG
(中 国)

女 岐阜大学

ノ イ バ ラ ( ����

���	
�����) 特異的�

��マーカーの開発と
育種利用

福 井 博 一
田 中 逸 夫
大 野 始

岡 田 朋 大 男 岐阜大学
忌地現象発生機構の解
析並びに総合的植物生
育改善法の確立

松 原 陽 一
百 町 満 朗
切 岩 � 和

動物生産
利 用 学

ALI
MOHAMMEDP
ITIA MILLA
(ス ー ダ ン)

男 静岡大学

The Physiological
Significance of
relaxin-like factor／
insulin-like peptide
3 in Male Goat
Reproductive
Organs.

� 坂 哲 也
与 語 圭一郎
岩 澤 淳

経 営
管 理 学

LI KAI
(中 国)

男 岐阜大学 中国における農民経営
の自立化に関する研究 荒 井 聡

荒 幡 克 己
柴 垣 裕 司

ZHANG
WENMEI
(中 国)

女 岐阜大学
環境保全型農業推進過
程におけるJAの役割

荒 井 聡
荒 幡 克 己
柴 垣 裕 司

生

物

環

境

科

学

環 境
整 備 学

哈 斯 巴 根
(中 国)

男 岐阜大学
地下水汚染の防止と最
適地下水管理

平 松 研
西 村 眞 一
土 屋 智

大 西 健 夫

山 田 忠 男 岐阜大学
災害リスク軽減に向け
た集落知の伝承に関す
る研究

松 本 康 夫
清 水 英 良
土 屋 智

生物環境
管 理 学

足 立 行 徳 男 静岡大学
外来畑雑草ネズミムギ
の出芽予測モデルの構
築

澤 田 �
山 下 雅 幸
宮 川 修 一

竹 林 大 介 男 静岡大学
コナジラミ類の栄養生
理的研究

田 上 陽 介
西 東 力
土 田 浩 治



�����

専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生

物

資

源

科

学

生物資源
利 用 学

張 麗 芬
(中 国)

女 岐阜大学
乾燥条件がパスタの品
質に及ぼす影響

西 津 貴 久
後 藤 清 和
山 脇 和 樹

韓 諸 軍
(中 国)

男 岐阜大学

Characterization of
Proteolytic Enzymes
by ����������	
����

Producing Functional
Peptides From
Chinese Traditional
Fermented Soybean
Food.

長 野 宏 子
金 丸 義 敬
徳 山 真 治

塩 川 雅 史 男 岐阜大学
濃縮乳の低温保持によ
る増粘機構に関する研
究

金 丸 義 敬
矢 部 富 雄
森 誠

CAIRANG
ZHUOMA
(中 国)

女 岐阜大学
腸組織の健全性維持に
おける牛乳カゼインの
役割

金 丸 義 敬
矢 部 富 雄
森 誠

生物機能
制 御 学

水 田 文 女 岐阜大学

リン脂質結合大豆ペプ
チド, 大豆ペプチドお
よび大豆タンパク質構
成成分のコレステロー
ル代謝改善作用に関す
る研究

長 岡 利
早 川 享 志
杉 山 公 男

ASIF
MAHMUD
(バングラデシュ)

男 岐阜大学

Production of
Xylitol from
Lignocellulosic
Materials Using
���
������������


��� ���	
��
��

�見澤 一 裕
鈴 木 徹
小 川 直 人

SAMSON
VIULU

(ソ ロ モ ン)
男 岐阜大学

Characterization of
Novel Species of
Microorganisms
Capable of
Anaerobic Oxidation
of Methane
Coupling to Reduc-
tion of Amorphous
Ferric Hydroxide.

�見澤 一 裕
鈴 木 徹
小 川 直 人

中 村 浩 平

西 村 光 由 男 岐阜大学

��������


�������
����を用い
たトマト青枯病の生物
防除

百 町 満 朗
松 原 陽 一
森 田 明 雄

吉 岡 洋 平 男 岐阜大学
植物の有用微生物応答
に関するプロモーター
解析

山 本 義 治
百 町 満 朗
森 田 明 雄
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平成21年度 入学者の研究題目及び指導教員 (平成21年10月入学)
専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生
物
生
産
科
学

植物生産
利 用 学

UMMA
KHAIR
SALMA
KHANAM

(バングラデシュ)

女 岐阜大学

Genetic variability,
Diversity and
phenotypic
plasticity of
Amaranth
(��������	


����
�
�L)

大 場 伸 也
福 井 博 一
糠 谷 明
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平成21年度 入学者の研究題目及び指導教員
専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生

物

生

産

科

学

植物生産
利 用 学

中 山 正 和 男 静岡大学

トマトの半乾燥地域に
おける養液土耕栽培で
の蒸散速度を基にした
給液管理による節水農
業の確立

糠 谷 明
切 岩 � 和
福 井 博 一

ABU SHAMIM
MOHAMMAD

NAHIYAN
(バングラデシュ)

男 岐阜大学

PCR-SSCP analysis
of asparagus
decline in Japan
and growth controlwith
AMF

松 原 陽 一
百 町 満 朗
切 岩 � 和

動物生産
利 用 学

足 立 樹 男 岐阜大学

食肉目希少種の生息域
外保全に向けた繁殖生
理に関する内分泌学的
研究

土 井 守
岩 澤 淳
� 坂 哲 也

楠 田 哲 士

中 川 千 春 女 岐阜大学
(プロ) レニン受容体
結合蛋白質の同定と機
能解析

鈴 木 文 昭
中 川 寅
杉 山 公 男

皆 川 至 男 静岡大学
ブタ精巣におけるリラ
キシン関連因子の構造
と機能に関する研究

� 坂 哲 也
与 語 圭一郎
土 井 守

生

物

環

境

科

学

環 境
整 備 学

吉 日 � 拉
(中 国)

男 岐阜大学
内モンゴル・ホルチン
砂地における農牧環境
の修復に関する研究

千 家 正 照
西 村 直 正
土 屋 智

生物環境
管 理 学

藤 島 みずき 女 静岡大学
ブナ稚樹の成長に伴う
個体炭素収支モデルと
更新ポテンシャル

水 永 博 己
楢 本 正 明
向 井 讓

ALICE
AFRAKOMAH A

MOAH
(ガ ー ナ)

女 岐阜大学

The Effect of Soil
Fertility Management
on Crop Growth under
the Semi-arid CroppingSyst
em

宮 川 修 一
千 家 正 照
澤 田 �

MARY GRACE B
ARCENAL
SALDAJENO
(フィリピン)

女 岐阜大学

Investigation on the
Interactions between
Arbuscular Mycorrhizal
Fungi (AMF) and Plant
Growth Promoting
Fungi (PGPF) in their
Root Colonization and
Disease Suppression.

百 町 満 朗
松 原 陽 一
森 田 明 雄

李 明 珠
(中 国)

男 岐阜大学
イチゴ病害の総合診断
に関する研究

景 山 幸 二
須 賀 晴 久
森 田 明 雄
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専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生

物

環

境

科

学

生物環境
管 理 学

MD. MESBAH
UDDIN

(バングラデシュ)
男 岐阜大学

Genetic Population
Study on Social
Wasps

土 田 浩 治
向 井 讓
田 上 陽 介

HASAN
MUHAMMAD
ABDULLAH
(バングラデシュ)

男 岐阜大学

Monitoring Seasonal
Biomass and LAI
Change Pattern in an
Agro-ecosystem by
Ground Observation
and Satellite Image
Analysis

粟 屋 善 雄
景 山 幸 二
山 下 雅 幸

生

物

資

源

科

学

生物資源
利 用 学

岡 部 実 男 静岡大学
鉛直荷重を考慮した木
質構造耐震要素の剛性・
耐力評価に関する研究

安 村 基
鈴 木 滋 彦
棚 橋 光 彦

小 林 研 治

薩 如 拉
(中 国)

女 岐阜大学
高圧水蒸気処理による
竹の総合利用に関する
研究

棚 橋 光 彦
葭 谷 耕 三
鈴 木 滋 彦

生物資源
化 学

中 島 慎 也 男 岐阜大学
特異な分岐構造を特徴
とする新奇生理活性ガ
ングリオシドの合成

木 曽 真
石 田 秀 治
河 合 真 吾

玉 井 秀 樹 男 岐阜大学
修飾シアル酸を有する
棘皮動物由来ガングリ
オシドの全合成研究

石 田 秀 治
安 藤 弘 宗
河 合 真 吾

杉 山 暁 彦 男 岐阜大学
ヘテロ環天然物の反応
性に関する研究

木 曽 真
柳 瀬 笑 子
河 合 真 吾

生物機能
制 御 学

劉 穎
(中 国)

女 静岡大学

血漿ホモシステイン濃
度調整における葉酸と
ベタインの役割に関す
る研究

杉 山 公 男
森 誠
早 川 享 志

賀 建 龍
(中 国)

男 岐阜大学
ビフィズス菌の酸素耐
性機構に関する研究｡

鈴 木 徹 �見澤 一 裕
小 川 直 人

劉 軼 群
(中 国)

女 静岡大学

ホモシステイン代謝に
おけるコリンとメチオ
ニンの相補性に関する
研究

杉 山 公 男
森 誠
早 川 享 志

大 野 勝 也 男 岐阜大学

活性汚泥中に存在する
新規テトラクロロエチ
レン分解菌によるテト
ラクロロエチレン分解
機構に関する研究

�見澤 一 裕
鈴 木 徹
小 川 直 人

中 村 浩 平

山 本 紘 平 男 岐阜大学
水溶性ビタミンの栄養
生理とメチオニン代謝

早 川 享 志
中 川 智 行
杉 山 公 男



�����

平成20年度 入学者の研究題目及び指導教員 (平成20年10月入学)
専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生
物
環
境
科
学

生物環境
管 理 学

MOHSEN
MOHAMED ABDE

LRAHMAN
ABD ALLA

ELSHARKAWY
(エジプト)

男 岐阜大学

Biological control of
plant viruses by
beneficial
microorganisms

百 町 満 朗
小 山 博 之
森 田 明 雄
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平成20年度 入学者の研究題目及び指導教員
専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生
物
生
産
科
学

動物生産
利 用 学

TUSHAR
KANTI ROY
(バングラデシュ)

男 岐阜大学

Mechanisms Under-
lying High Blood
Glucose Levels in
Laying Hens

吉 � 範 夫
岩 澤 淳
� 坂 哲 也

経 営
管 理 学

趙 紅
(中 国)

女 岐阜大学
中国における農薬流通
制度の整備と農民の農
薬安全管理に関する研
究

荒 井 聡
富 樫 幸 一
柴 垣 裕 司

生

物

環

境

科

学

環 境
整 備 学

中 村 大 輔 男 岐阜大学
獣害と集落土地利用に
関する研究

松 本 康 夫
荒 井 聡
山 下 雅 幸

生物環境
管 理 学

王 成
(中 国)

男 岐阜大学

Studies on the
identification and
diversity of the
genes controlling
flowering traits in
�������

向 井 讓
小見山 章
大 村 三 男

RAIHAN
JAHIR

(バングラデシュ)
男 岐阜大学

A Study of Bumblebee
Behaviors as a
Pollinator of
Impatiens based on
Long-term Video
Recordings in the
Field

川 窪 伸 光
土 田 浩 治
澤 田 �

� 澤 樹 理 女 岐阜大学

ハダカアリ
(����	
�
��
��) 属の
社会構造および繁殖生
態に関する研究

土 田 浩 治
川 窪 伸 光
西 東 力

生

物

資

源

科

学

生物資源
利 用 学

門 脇 章 夫 男 岐阜大学
脂質過酸化反応に対す
るフラーレンの作用機
構に関する研究

山 内 亮
岩 本 悟 志
河 合 真 吾

希 吉 �

(中 国)
女 岐阜大学

馬乳タンパク質の機能
性に関する生化学的研
究

金 丸 義 敬
矢 部 富 雄
森 誠

生物資源
化 学

小 林 安 文 男 岐阜大学

モデル植物を用いた酸
ストレスの生理学的解
析及び耐性遺伝子発現
における細胞内情報伝
達機構の解明

小 山 博 之
鈴 木 徹
森 田 明 雄

包 玉 花
(中 国)

女 岐阜大学
和漢薬中の薬理活性成
分に関する研究

木 曽 真
柳 瀬 笑 子
河 合 真 吾

鈴 木 理 恵 女 岐阜大学
植物DNAの塩基配列
情報を利用した植物種
識別法の開発

小 山 博 之
向 井 讓
森 田 明 雄

岩 山 祐 己 男 岐阜大学
高次生命機能の制御を
目的とした海洋性糖脂
質の全合成研究

木 曽 真
安 藤 弘 宗
河 合 真 吾
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平成19年度 入学者の研究題目及び指導教員

専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生

物

資

源

科

学

生物機能
制 御 学

NANUNG
AGUS

FITRIYANTO
(インドネシア)

男 岐阜大学

Studies on Relation-
ship between Rare
Earth Elements and
��������	
���
 ���

�	

����
�

中 川 智 行 �見澤 一 裕
小 川 直 人

坂 口 広 大 男 岐阜大学
ビフィズス菌における
効率的な遺伝子破壊法
の構築に関する研究

鈴 木 徹
中 川 智 行
小 川 直 人

専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生
物
環
境
科
学

生物環境
管 理 学

山 崎 和 久 男 岐阜大学
アシナガバチ類のワー
カー繁殖に関する生理・
生態学的研究

土 田 浩 治
川 窪 伸 光
西 東 力

生

物

資

源

科

学

生物資源
利 用 学

鎌 田 貴 久 男 静岡大学

面材張り耐力壁を有す
る在来木造軸組構法に
おける仮動的実験およ
び地震応答解析

安 村 基
鈴 木 滋 彦
棚 橋 光 彦

知 久 達 哉 男 静岡大学
機能性膜としてのバク
テリアセルロース膜の
構造と特性評価

鈴 木 恭 治
釜 谷 保 志
光 永 徹

生物機能
制 御 学

SINMA
KANOKKORN
(タ イ)

女 静岡大学

The Study on
Actinomycetes
Isolated from
Termites' Guts
and Its Xylanase

森 田 明 雄
徳 山 真 治
鈴 木 徹

高 田 直 樹 男 岐阜大学
ABO式血液型を改変
する微生物の解析 �見澤 一 裕

石 田 秀 治
河 合 真 吾

TANDISHABO
KALAYI

(コンゴ民主)
男 岐阜大学

Study on Hydrogen
Production of a
Novel�
��
����

�

������proteolyticus
Strain Isolated
from an Anaerobic
Digester

�見澤 一 裕
鈴 木 徹
河 合 真 吾

中 村 浩 平
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平成18年度 入学者の研究題目及び指導教員 (平成18年10月入学)

平成18年度 入学者の研究題目及び指導教員

専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生
物
資
源
科
学

生物機能
制 御 学

BHOWMIK
ARPITA

(バングラデシュ)
女 岐阜大学

Study on Dynamic
Behavior of Bacteria
in Aliphatic
Chlorinated
Compounds
Contaminated
Subsurface during
Bioremediation

�見澤 一 裕
鈴 木 徹
河 合 真 吾

専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生

物

生

産

科

学

植物生産
利 用 学

AFRINA
AKTER

(バングラデシュ)
女 静岡大学

Studies on Alleviation
of Chilling Injury of
Chilling Senstive
Horticultural
Products

� 木 敏 彦
山 脇 和 樹
前 澤 重 �

水 野 勝 義 男 岐阜大学
東アジアにおける花卉
園芸植物の育成者権保
護の国際比較

福 井 博 一
荒 井 聡
大 野 始

広 瀬 貴 士 男 岐阜大学
フラボノイド生合成系
の分子改良による花色
改変に関する研究

大 場 伸 也
松 井 勤
森 田 明 雄

生

物

環

境

科

学

環 境
整 備 学

森 須美子 女 岐阜大学
環境配慮型水路の設置
が生態系に与える影響
と効果

千 家 正 照
伊 藤 健 吾
土 屋 智

生物環境
管 理 学

近 藤 勇 介 男 岐阜大学
カノコガ亜科４種の配
偶行動における化学生
態学・行動学的研究

土 田 浩 治
川 窪 伸 光
西 東 力

生
物
資
源
科
学

生物資源
利 用 学

今 井 香代子 女 岐阜大学

ナラ枯れの原因菌
�������� ����	
����

侵入に応答するミズナ
ラの抽出成分に関する
研究

光 永 徹
石 田 秀 治
鈴 木 恭 治



�����

平成17年度 入学者の研究題目及び指導教員

平成16年度 入学者の研究題目及び指導教員

専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生
物
環
境
科
学

環 境
整 備 学

劉 国 君
( 中 国 )

男 岐阜大学
傾斜畑流域の土壌保全
管理に関する研究

松 本 康 夫
清 水 英 良
土 屋 智

生
物
資
源
科
学

生物資源
化 学

松 本 恵 実 女 岐阜大学
紫根シコニン類等の立
体異性体混合型天然物
に関する研究

木 曽 真
柳 瀬 笑 子
河 合 真 吾

専
攻 連合講座 氏 名

(国籍)
性
別 配置大学 研 究 題 目 主 指 導 教 員 副 指 導 教 員 指導補助教員

生
物
環
境
科
学

生物環境
管 理 学

西 岡 一 洋 男 静岡大学
樹液流計測に基づくブ
ナ樹冠内枝の維持機能
の評価

水 永 博 己
糠 谷 明
小見山 章



平成23年度岐阜大学大学院連合農学研究科
総合農学ゼミナール実施要領

世話大学 静 岡 大 学

１. 期 日 平成23年８月23日 (火) ～26日 (金)

２. 場 所 ｢国立中央青少年交流の家｣
〒412-0006 静岡県御殿場市中畑2092-5 TEL 0550-89-2020 FAX 0550-89-2025

３. 環 境 富士山の裾野にあり､ 広大な自然に育まれたところです｡

４. 集合場所・集合時間
岐阜大学配置学生 ８：30 岐阜大学連合大学院研究科棟前集合
静岡大学配置学生 11：15 静岡大学農学部Ａ棟前集合

※交通案内
岐阜大学 (全員バスを利用：岐阜大学→東海北陸自動車道 (各務原インター)

→東名高速道路 (御殿場インター) →国立中央青少年交流の家)
静岡大学 (全員バスを利用：静岡大学→東名高速道路 (御殿場インター)

→国立中央青少年交流の家)

５. 受 付 ｢国立中央青少年交流の家｣ 玄関前
平成23年８月23日 (火) 14：00 (時間厳守)

６. 講 師 岐阜大学 助 教 中村 浩平､ 教 授 鈴木 徹
静岡大学 准教授 逢坂 興宏､ 南雲 俊之

特別講師 岩本 隼人 (東京農工大学 アグロイノベーション高度人材養成センター特任教授)
杉本 勝之 (岐阜大学連合農学研究科コーディネーター)
Sachithanantham Srikantha (岐阜大学教養教育推進センター特任准教授)
Onwona‐Agyeman Siaw (東京農工大学 准教授)

７. 日 程
８月23日 (火) 14：00 ｢国立中央青少年交流の家｣ 受付

開講式・オリエンテーション
15：00 特別講演Ⅰ (岩本講師)

特別講演Ⅱ (杉本講師)
16：00 特別講演Ⅲ (スリカンタ講師)
18：00 夕食

８月24日 (水) ７：20 朝食
８：30 セミナーⅠ (逢坂講師)
９：30 セミナーⅡ (南雲講師)
10：30 セミナーⅢ (中村講師)
12：30 学生の研究発表
16：30 夕食・研究交流
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８月25日 (木) ７：20 朝食
８：30 セミナーⅣ (鈴木講師)
９：30 学生の研究発表
12：30 学生の研究発表
15：30 特別講演Ⅳ (アジマン講師)
16：30 夕食・研究交流

８月26日 (金) ７：20 朝食
８：00 清掃・退所点検
９：00 研修 (生物多様性センター見学)
10：30 研修 (青木ヶ原樹海等)
12：30 昼食 (吉田のうどん)

閉講式・プレゼンテーション賞発表
13：30 見学地発､ 帰路へ
14：30頃 静岡大学到着予定 解散
18：30頃 岐阜大学到着予定 解散

８. 経 費 10,000円
＊宿泊費､ 食費､ 懇親会費､ 保険料を含む｡

９. 宿 泊 宿泊室 (部屋割) は受付の際にお知らせします｡

��. 携 行 品 上履き (スリッパ等)､ バスタオル､ タオル､ 歯ブラシ､ 石鹸､ シャンプー､ パジャマ等､ 雨具､ 着替
え､ 上着､ 常備薬､ 健康保険証 (コピー)､ テキスト (実施要領)､ 筆記用具､ コンピュータ (又は発表
用のパワーポイント)

��. そ の 他 ゼミナール中の健康管理については､ 十分留意してください｡

○ ｢学生の研究発表｣ では､ 全員がパワーポイントを使って一人20分程度 (発表15分程度､ 質問５分程度)
の研究発表を行う｡

○ このゼミナール終了後､ レポートを平成23年９月22日 (金) までに提出願います｡
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Courses (専攻)
Major Chairs (連合講座)

Subjects
(科 目)

Positions
(職名)

Lecturer In-Charge
(担当教員)

Credit hours
(時間)

Period
(開講時期)

Place
(場所)

Notes
(備考)

Science of Biological
Production

Plant Resource
Production

Studies on
Amaranthus and
its pigments Ⅱ

Professor OBA, Shinya 10
4th week

of
December

Faculty of
Applied
Biological
Sciences,
Gifu
University

TEL:
058-293-2851
E-mail:
soba@gifu-u.a
c.jp

Science of Biological
Environment

Management of
Biological
Environment

Ecological
significance
of endophytic
microorganisms in
biological control Ⅱ

Professor HYAKUMACHI,
Mitsuro 10

4th week
of

December

Faculty of
Applied
Biological
Sciences,
Gifu
University

TEL:
058-293-2847
E-mail:
hyakumac@
gifu-u.ac.jp

平成22年度 共通ゼミナール (特別) 実施計画
Time table for Common seminar (Special) 2010

※Those students who are interested in the above subjects are requested to make direct inquiries to the
professors by telephone or e-mail.
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専攻連合講座 科 目 職 名 担当教員 時間 開講時期 場 所 備 考

生
物
生
産
科
学

動
物
生
産
利
用
学

動物園動物と野生動物の管理
Zoo Animal and Wildlife Management 教 授 土井 守 10 ９月５週

岐 大
応 用
生物科学

連絡先
doi@gifu-u.ac.jp

哺乳類生殖細胞研究の最先端
Cutting-edge research for mammalian
germ cell

准教授 与語圭一郎 10 ９月５週 静大農
連絡先

akyogo@ipc.shizuoka.
ac.jp

生
物
環
境
科
学

生
物
環
境
管
理
学

昆虫集団の遺伝的集団構造と遺伝子流動Ⅲ
Population genetic structure and gene
flow in insect population Ⅲ 教 授 土田 浩治 10 ７月

岐 大
応 用
生物科学

連絡先
tsuchida@gifu-u.ac.jp

生
物
資
源
科
学

生
物
資
源
利
用
学

木質系耐力壁の地震応答
Earthquake response of wooden shear
walls

教 授 安 村 基 10 ９月３週 静大農
連絡先

afmyasu@ipc.shizuoka.
ac.jp

糖鎖生物学研究の最先端
Cutting-edge research for glycobiology 准教授 矢部 富雄 10 ９月１週

岐 大
応 用
生物科学

連絡先
yabet@gifu-u.ac.jp

生
物
資
源
化
学

糖鎖工学と糖鎖生物学A
Glycotechnology and Glycobiology A 教 授 木 曽 真 10 ９月１週

岐 大
応 用
生物科学

連絡先
kiso@gifu-u.ac.jp

チャの植物栄養特性と栽培
Growth characteristics of tea plants and te
a fields in Japan

教 授 森田 明雄 10 ８月１週 静大農
連絡先

aamorit@ipc.shizuoka.
ac.jp

平成23年度 共通ゼミナール (特別) 実施計画
2011 Time table for Common seminar (Special)

※履修を希望する学生は授業担当教員に各自で連絡をとり､ 必要な指示を受けること (Those students who are interested
in the above subjects are requested to make direct inquiries to the professors by telephone or e-mail.)
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平
成
23
年
度
連
合
農
学
研
究
科
学
位
論
文
(課
程
博
士
)審
査
関
係
日
程

H
23

.
４

.
15
代
議
員
会
承
認

※
論
文
博
士
は
従
来
通
り
９
月
期
・
３
月
期
の
日
程
で
行
う
｡

学
位
取
得
時
期

審
査
日
程
等

６
月
期

(臨
時
)

９
月
期

１
２
月
期

(臨
時
)

３
月
期

摘
要

中
間
発
表
会

学
位
論
文
提
出
の
半
年
前
か
ら
１
年
前
に
行
う
｡

論
文
審
査
受
付

締
め
切
り

４
月
１
日
(金
)

６
月
30
日
(木
)

10
月
３
日
(月
)

12
月
12
日
(月
)

取
扱
細
則
第
３
条

取
扱
細
則
第
８
条

論
文
受
理
の
決
定

及
び
審
査
委
員
会
の
設
置
等

(代
議
員
会
)

４
月
15
日
(金
)

７
月
11
日
(月
)

10
月
14
日
(金
)

12
月
16
日
(金
)

取
扱
細
則
第
７
条

取
扱
細
則
第
８
条

公
示

論
文
発
表
会
の
２
週
間
前
ま
で
に
公
示
を
す
る
｡

取
扱
細
則
第
９
条

取
扱
に
関
す
る
申
合
せ
７
(３
)

公
開
論
文
発
表
会

及
び
学
位
論
文
の
審
査
等

５
月
９
日

(月
)～

５
月
13
日

(金
)

８
月
16
日

(火
)～

８
月
22
日

(月
)

11
月
１
日

(火
)～

11
月
８
日

(火
)

１
月
16
日

(月
)～

１
月
20
日

(金
)

学
位
論
文
審
査
結
果
の
要
旨
・

最
終
試
験
結
果
の
要
旨
・

学
位
論
文
の
内
容
の
要
旨
の
提
出

５
月
20
日
(金
)

８
月
29
日
(月
)

11
月
15
日
(火
)

２
月

1日
(水
)

規
則
第
14
条
・
取
扱
細
則
第
９
条

学
位
論
文
の
審
査
及
び

最
終
試
験
又
は
学
力
の
確
認

(研
究
科
委
員
会
)

６
月
10
日

(金
)

[S
IN

ET
]

９
月
７
日
(水
)

12
月
16
日

(金
)

[S
IN

ET
]

２
月
14
日
(火
)

学
位
記
授
与
式

(６
月
､
12
月
期
の

場
合
は
学
位
記
伝
達
式
)

６
月
30
日
(木
)

９
月
22
日
(木
)

12
月
28
日
(水
)

３
月
13
日
(火
)

学
授
与
年
月
日

６
月
30
日
(木
)

９
月
７
日
(水
)

12
月
28
日
(水
)

３
月
13
日
(火
)
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平成22年度 岐阜大学大学院連合農学研究科行事実施報告

(備考) ※印：研究科長関係の会議 ◇印：事務関係の会議 ☆印：入試及び学生の関係 ◎印：選挙関係

月 日 (曜) 行 事 等
平成22年
４月９日 (金)

〃
16日 (金)
〃

☆連合農学研究科入学式／14時00分
☆新入生ガイダンス
第１回代議員会
第64回広報編集委員会

・岐阜大学講堂
・連合大学院研究科棟
・学生募集要項の検討､ 総合農学ゼミナールの実施計画等
・編集日程及び内容等

５月14日 (金)
〃

第２回代議員会
第65回広報編集委員会

・学生募集要項の決定､ 総合農学ゼミナールの実施計画等
・編集内容等
前期教員資格審査の推薦締切 ５／31 (月)
☆入学 (特別) 願書受付締切 ５／31 (月)

６月３日 (木)
４日 (金)
11日 (金)
〃
〃

16日 (水)

※全国連合農学研究科長懇談会
※全国連合農学研究科協議会
第３回代議員会
前期第１回教員資格審査委員会
第66回広報編集委員会

☆多地点制御遠隔講義前期連合一般ゼミナール
(日本語)

(フロラシオン青山)
・研究科長会議・全体会議
・ (特別) 出願資格認定
・教員資格審査委員会の設置等
・専門委員会委員の選出等
・編集内容等
・愛媛大学主催 ６／16 (水) ～18 (金)
☆ (特別) 入学試験 (面接) 期間６／17 (木) ～28 (月)
☆学位論文審査(随時受付分)受付締切 ６／30 (水)

７月
12日 (月)
〃
〃

第１回入学試験委員会
第４回代議員会
前期第２回教員資格審査委員会

☆第１次出願資格認定受付 ６／25 (金) ～７／２ (金)
・ (特別) 入学試験の合否判定(案)等
・第１次出願資格認定､ 論文受理の決定及び審査委員会の設置等
・教員資格審査
☆入学願書受付 ７／23 (金) ～30 (金)

８月18日 (水)
〃
日 ( )

第５回代議員会
前期第３回教員資格審査委員会

※構成大学間連絡調整委員会 (予定)

・入試関係委員の選出等
・教員資格審査

☆公開論文発表会 ８／23 (月) ～27 (金) (静大及びSINET)
９月２日 (木)
９日 (木)
10日 (金)
〃

24日 (金)

☆総合農学ゼミナール
第２回入学試験委員会
第６回代議員会
第51回研究科委員会

☆連合農学研究科学位記授与式 (予定)

・愛知県青年の家 ９／２ (木) ～９／５ (日)
☆第１次入学試験 ９／８ (水) ・９ (木)
・ 第１次入学試験の合否判定(案)の作成等
・ 第１次入学試験の合否判定(案)等
・ 第１次入学試験の合否判定､ 第２次入学試験の検討､ 教員資
格､ 学位授与の合否決定等
☆第１次入学試験の合格発表 ９／16 (木)
・連合大学院研究科棟

10月４日 (月)
15日 (金)

28日 (木)

☆留学生特別コース入学式､ 新入生ガイダンス
第７回代議員会・静岡大学

※全国連合農学研究科協議会・岩手大学

・連合大学院研究科棟
・第２次学生募集要項の決定等
・後期教員資格審査の推薦締切 10／29 (金)
・10／28 (木) ・29 (金)

11月12日 (金)
〃
〃
17日 (水)

第８回代議員会
後期第１回教員資格審査委員会

◎第１回研究科長候補者予備選挙管理委員会
☆多地点制御遠隔講義後期連合一般ゼミナール
(英語)

・教員資格審査委員会の設置､ 次期専攻長の選出等
・専門委員会委員の選出等
・委員長の選出､ 予備選考実施要領等
・11／17 (水) ～19 (金) 鹿児島大学主催

12月

17日 (金)
〃
〃
〃

第９回代議員会
後期第２回教員資格審査委員会

◎第２回研究科長候補者予備選挙管理委員会
◎第１回研究科長候補者選挙管理委員会

☆第２次出願資格認定受付 11／26 (金) ～12／３ (金)
☆学位論文審査 (随時受付分) 受付締切 12／10 (金)
・出願資格認定､ 論文受理の決定及び審査委員会の設置等
・教員資格審査
・予備選挙結果の確認等
・委員長の選出､ 選考実施要領等

平成23年
１月

12日 (水)
〃
〃

第10回代議員会
後期第３回教員資格審査委員会

◎第２回研究科長候補者選挙管理委員会

☆第２次入学願書受付 12／20 (月) ～12／28 (火)
☆公開論文発表会 １／17(月)～21(金) (岐大及びSINET)
・次期代議員の選出､ 入試関係委員の選出等
・教員資格審査
・第１次選挙結果の確認等

２月
14日 (月)
15日 (火)
〃
〃

第３回入学試験委員会
第11回代議員会

◎第３回研究科長候補者選挙管理委員会
第52回研究科委員会

☆第２次入学試験 ２／14 (月)
・第２次入学試験の合否判定(案)の作成等
・第２次入学試験の合否判定(案)等､ 指導教員の変更等
・第２次選挙結果の確認等
・研究科長候補者の決定､ 第２次入学試験の合否判定､ 学位授
与の合否決定､ 次期代議員の承認､ 教員資格の合否決定等
☆第２次入学試験の合格発表 ２／28 (月)

３月
14日 (月)
15日 (火)

☆連合農学研究科学位記授与式
第12回代議員会

☆入学手続 第１次・２次
・岐阜大学講堂 14時00分
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平成23年度 岐阜大学大学院連合農学研究科年間行事予定表
平成��年４月��日

月 日 (曜) 行 事 等

平成23年
４月８日 (金)

〃
14日 (木)
15日 (金)
〃
20日 (水)

☆連合農学研究科入学式／14時00分
☆新入生ガイダンス
ＦＤ [静岡大] (予定)
第１回代議員会
第57回広報編集委員会
ＦＤ [岐阜大] (予定)

・岐阜大学講堂
・連合大学院研究科棟
・学生募集要項の検討､ 総合農学ゼミナールの実施計画等
・編集日程及び内容等

５月13日 (金)
〃
21日 (土)

第２回代議員会
第58回広報編集委員会
研究者倫理・職業倫理､ ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ･ﾌｨｼﾞｶﾙﾍﾙｽ

・学生募集要項の決定､ 総合農学ゼミナールの実施計画等
・編集内容等
・アイプラザ一宮 ５／21 (土) ～22 (日)
前期教員資格審査の推薦締切 ５／31 (火)
☆入学 (特別) 願書受付締切 ５／31 (火)

６月２日 (木)
３日 (金)
10日 (金)
〃
〃

15日 (水)

30日 (木)

※全国連合農学研究科長懇談会
※全国連合農学研究科協議会
第３回代議員会
前期第１回教員資格審査委員会
臨時研究科委員会 (予定)
第59回広報編集委員会

☆SINET3 前期連合一般ゼミナール (日本語)
(農学特別講義Ⅰ(日本語))

学位記伝達式

(フロラシオン青山)
・研究科長会議・全体会議
・ (特別) 出願資格認定
・教員資格審査委員会の設置等
・専門委員会委員の選出等
・編集内容等
・鹿児島大学主催 ６／15 (水) ～17 (金)
☆ (特別) 入学試験 (面接) 期間６／15 (水) ～30 (木)
☆学位論文審査(随時受付分)受付締切 ６／30 (木)

７月
11日 (月)
〃

第１回入学試験委員会
第４回代議員会
前期第２回教員資格審査委員会

☆第１次出願資格認定受付 ６／24 (金) ～７／１ (金)
・ (特別) 入学試験の合否判定(案)等
・第１次出願資格認定､ 論文受理の決定及び審査委員会の設置
等
・教員資格審査
☆入学願書受付 ７／22 (金) ～29 (金)

８月19日 (金)
〃

23日 (火)

第５回代議員会
前期第３回教員資格審査委員会

☆総合農学ゼミナール

・入試関係委員の選出等
・教員資格審査
・夏季閉庁 [静岡] 8／15 (月) ・16 (火)

[岐阜] 8／12 (金) ・15 (月)
☆公開論文発表会 ８／16 (火) ～８／22 (月)
・国立中央青少年交流の家 [御殿場]

８／23 (火) ～８／26 (金)

９月
６日 (火)
７日 (水)
〃

22日 (木)

第２回入学試験委員会
第６回代議員会
第46回研究科委員会

☆連合農学研究科学位記授与式
※連合獣医学研究科と合同

☆第１次入学試験 ９／５ (月) ・６ (火)
・ 第１次入学試験の合否判定(案)の作成等
・ 第１次入学試験の合否判定(案)等
・ 第１次入学試験の合否判定､ 第２次入学試験の検討､ 教員資
格､ 学位授与の合否決定等
☆第１次入学試験の合格発表 ９／15 (木)
・合同ゼミナール室又は岐阜大学講堂

10月３日 (月)
14日 (金)
〃
20日 (木)

☆留学生特別コース入学式､ 新入生ガイダンス
第７回代議員会・静岡大学

※全国連合農学研究科協議会・岐阜大学

・連合大学院研究科棟
・第２次学生募集要項の決定等
・後期教員資格審査の推薦締切 10／28 (金)
・10／20 (木) ・21 (金)

11月11日 (金)
〃
16日 (水)

第８回代議員会
後期第１回教員資格審査委員会

☆SINET3 後期連合一般ゼミナール (英語)
(農学特別講義Ⅱ(英語))

・教員資格審査委員会の設置､ 次期専攻長の選出等
・専門委員会委員の選出等
・11／16 (水) ～18 (金) 岩手大学主催

12月

16日 (金)
〃
〃
28日 (水)

第９回代議員会
臨時研究科委員会
後期第２回教員資格審査委員会
学位記伝達式

☆第２次出願資格認定受付 11／25 (金) ～12／２ (金)
☆学位論文審査(随時受付分)受付締切 12／12 (月)
・出願資格認定､ 論文受理の決定及び審査委員会の設置等
・教員資格審査
☆第２次入学願書受付 12／19 (月) ～28 (水)
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平成24年
１月

11日 (水) 第10回代議員会
後期第３回教員資格審査委員会

☆公開論文発表会 １／16 (月) ～20 (金)
・次期代議員の選出､ 入試関係委員の選出等
・教員資格審査

２月
13日 (月)
14日 (火)
〃

第３回入学試験委員会
第11回代議員会
第52回研究科委員会

☆第２次入学試験 ２／13 (月)
・第２次入学試験の合否判定(案)の作成等
・第２次入学試験の合否判定(案)等､ 指導教員の変更等
・第２次入学試験の合否判定､ 学位授与の合否決定､ 次期代議
員の承認､ 教員資格の合否決定等
☆第２次入学試験の合格発表 ２／27 (月)

３月
13日 (火)

14日 (水)

☆連合農学研究科学位記授与式
※構成大学間連絡調整委員会
第12回代議員会

☆入学手続 第１次・２次 ３／15 (木)～３／16 (金)
・岐阜大学講堂 14時00分



事 務 局 だ よ り
連合大学院事務室長
正 村 隆 弘

｢連合大学院事務室長｣ を拝命して

私が平成��年４月に拝命した役職は､ 応用生物科学部連合大学院事務室の事務長補佐・室長 (連合大学院担当) であり
ます｡ 連合大学院事務室には､ 静岡大学及び岐阜大学が連合した ｢岐阜大学大学院連合農学研究科｣ と帯広畜産大学､ 岩
手大学､ 東京農工大学及び岐阜大学が連合した ｢岐阜大学大学院連合獣医学研究科｣ の二つの連合大学院があり､ 担当係
も連合農学係と連合獣医学係がありますが､ 現在は両大学院の事務室長を一人で兼務しています｡ 当然のことですが､
｢岐阜大学大学院連合農学研究科｣ 及び ｢岐阜大学大学院連合獣医学研究科｣ それぞれに設置の趣旨があり､ 教育目的が
あり､ 独自の教育・研究活動を行っているのですが､ お互い連大同士､ なかには､ よく似た部分も持っています｡ 例えば､
各学部で言うところの教授会・研究科委員会に相当する研究科委員会が通常年２回あり､ その前に行う代議員制の委員会
が､ それぞれほぼ毎月あります｡ それは ｢連農｣ にあっては ｢代議員会｣､ ｢連獣｣ にあっては ｢代議委員会｣ と称してい
ます｡ また､ それぞれ出す広報誌にあっては ｢連農｣ が ｢広報｣､ ｢連獣｣ が ｢科報｣ と称している､ という具合です｡
｢連農｣ の仕事の時には ｢連農｣ に頭を切り換え､ 失礼のないよう細心の注意を払い､ 連農斯く在るべしという確固たる
姿の構築を求め続けた長い歴史に培われ､ 確立された伝統を守りつつ､ 岐阜大学大学院連合農学研究科の益々の発展に向
け､ 元より微力ではありますが全力を尽くしたいと思っていますので､ 今後とも､ 代議員の先生方はじめ､ 本研究科関係
の先生方及び構成大学の事務の皆様方､ よろしくお願い申し上げます｡

編 集 後 記
広報編集委員長
(連合農学研究科専任教員)

鈴 木 徹

広報��号がようやく脱稿しました｡ 編集委員長は規定により専任教員の鈴木が務めさせていただいていますが､ 実際の
原稿依頼・紙面割付・校正といった作業は､ 全面的に室長及び連合農学係員の尽力によるものです｡ 寄稿していただいた
皆様､ データの整理等を担当していただいた事務の皆様､ 本当にありがとうございました｡

����年３月��日

�����



平成22年度 総合農学ゼミナール (平成23年９月２日～９月５日)
愛知県青年の家にて撮影

平成22年度 学位記授与式 (平成23年３月14日)
講堂前にて撮影
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平成23年度 代議員会委員 (平成23年５月13日)
連合大学院研究科棟玄関前にて撮影

平成23年度 入学式 (平成23年４月８日)
講堂内にて撮影
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岐 阜 大 学 大 学 院
連合農学研究科事務組織

(平成��年４月１日現在)

連合農学研究科長
(２９８０)

鈴 木 文 昭

連合農学研究科長補佐専任教員 (教授)
(２９９６)

鈴 木 徹

岐阜大学応用生物科学部事務長
(２８３１)

花 瀬 敏 孝

連 合 大 学 院 事 務 室

室 長
(２９８３)

正 村 隆 弘

連合農学係長
(２９８４)

大 野 純 嗣

連合農学係員
(２９８５)

林 研 志

事務補佐員
(２９８６)

高 橋 敦 子

事務補佐員
(２９９０)

戸 本 悦 子

派遣スタッフ
(２９８６)

垣 添 明 子

TEL ダイヤルイン 058－293－ ( )
連合農学係 FAX 058－293－2992

E-mail giab00025＠jim.gifu-u.ac.jp
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研 究 科 の 趣 旨 ・ 目 的
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研究科アドミッションポリシー
本研究科は､ 静岡大学の農学研究科及び岐阜大学の応用生物科学研究科が中心となり､ ２つの大学が有機的に連合する

ことによって､ 特徴ある教育・研究組織を構成し､ 単位制教育による多様な科目を提供し､ 複数教員による博士論文研究
指導を進めています｡
農学の理念は､ 地球という生態系の中で､ 環境を保全し､ 食料や生物資材の生産を基盤とする包括的な科学技術及び文

化を発展させ､ 人類の生存と福祉に貢献することです｡ またこの学問は､ 人間の生活にとって不可欠な生物生産と人間社
会との関わりを基盤とする総合科学であり､ 生命科学､ 生物資源科学､ 環境科学､ 生活科学､ 社会科学等を主要な構成要
素としています｡ (平成��年 ｢農学憲章｣ より抜粋)
本研究科は､ 生物 (動物､ 植物､ 微生物) 生産､ 生物環境及び生物資源に関する諸科学について､ 高度の専門能力と豊

かな学識､ 広い視野をもった研究者及び高度専門技術者を養成し､ 農学の進歩と生物資源関連産業の発展に寄与すること
を目指しています｡ そして､ 農学のもつ幅広い知識を学び､ 課題を探求し､ 境界領域や複合領域における諸問題の解決及
び課題発掘能力を醸成する教育を行います｡ また､ 高度な農学の諸技術や科学の習得を希望する外国人留学生も積極的に
受け入れます｡

求 め る 学 生 像
１. 人類の生存を基本に農学の総合性を理解し地域及び社会貢献に意欲をもつ人
２. 研究課題を自ら設定し､ その課題にチャレンジする意欲のある人
３. 専門の知識だけでなく､ 幅広い知識の吸収に意欲のある人
４. 倫理観をもち､ 農学及び関連分野でリーダーシップを発揮できる人
５. 国際的に活躍する意欲があり､ そのための基礎力をもつ人

各専攻のアドミッションポリシー

�����

専 攻 教 育 目 的

生物生産科学専攻

作物の肥培管理及び家畜の飼養管理､ 動植物の保護・遺伝育種､ 生産物の利用､
農林畜産業の経営､ 経済及び物流に関する諸問題を総合し､ 第1 次産業としての
植物及び動物の生産から､ 加工・流通を経て､ 消費者への供給に至るまでの生物
関連産業の全過程に関する学理と技術に関する諸問題に関心をもち､ これらに関
し社会から必要とされる研究に意欲を持つ人を求めます｡

生物環境科学専攻

地球規模の環境と生物のかかわりや農林業等の生物生産の基礎となる自然環境
に関する諸問題について生態学・生物学的､ 物理学的および化学的手法によって
学理を究めようとする人を求めます｡
また､ 持続可能な生物資源の管理､ 森林生態系や農地生態系の環境保全に関す

る原理と技術について研究することで社会に貢献することに強い意欲を持つ人を
求めます｡

生物資源科学専攻

動物､ 植物､ 微生物等の生物資源とその生産基盤である土壌について､ その組
織・構造・機能を物理化学・有機化学・生化学・分子並びに細胞生物学など多面
的かつ総合的立場から解析する事によって､ 生物資源並びに生命機能に関する基
盤的な学理を極め､ さらに未利用資源を含めた生物資源のより高度な利活用､ 新
規機能物質の創製､ 環境改善への応用に関する原理の理解と技術の修得に意欲を
有する人を求めます｡



研究科カリキュラムポリシー
本研究科は課程プログラムにおいて共通科目及び連合講座開講科目を提供します｡ 以下に主な科目等とそれぞれの目的

を示します｡ これらの履修を通して高度の専門能力と豊かな学識､ 広い視野をもった研究者及び高度専門技術者を育成し
ていきます｡
１. 総合農学ゼミナール､ インターネットチュートリアル (日本語・英語)

参加及び履修によって広範囲の高度な専門知識を習得します｡ また､ 国際コミュニケーション及びプレゼンテーショ
ン能力と情報分析・評価能力等を育みます｡

２. 研究者倫理・職業倫理､ メンタルヘルス・フィジカルヘルス
研究者・専門職業人にとっての倫理及び自己管理能力を育みます｡

３. 特別講義､ 特別ゼミナール､ 特別演習
履修により､ 高度で広範な専門知識を習得します｡

４. 特別研究
半年毎に開催される中間発表等において､ 指導教員３名から博士論文研究についての質問や有益なアドバイスなどを

受け､ 研究に反映させることにより､ 論文の完成へ導きます｡ 学年進行に伴う努力の積み上げにより､ 第３者から指摘
された問題に対して適切に対応する能力を育み､ 最終試験での評価として結実します｡ このプロセスを通してプレゼン
テーション能力を高め､ 幅広い専門知識の蓄積と活用のための整理・体系化の仕方を学びます｡

５. 農学特別講義 (日本語・英語､ 多地点遠隔講義)
広範囲の高度な専門知識を習得し､ 合わせて国際性とコミュニケーション能力を育みます｡

６. 独創的な課題研究と論文作成
問題解決の手法､ 論理的な思考法､ 発展的課題の設定法を育み､ 国内外の学会で発表するとともに学術論文として公

表することを学び､ 博士論文の基盤とします｡
７. 国際学会海外渡航助成

プレゼンテーション能力及び国際性を一層高める機会が得られるとともに､ 海外で自己の研究を客観的に評価される
機会を得ます｡

８. ��及び��

学生実験の教育補助､ 多地点遠隔講義による中間発表の装置操作補助などを行うことによって､ 教育の実践経験を積
んでいきます｡ また､ 教員の研究を補助することによって関連研究の進め方を実践下で学びます｡

研究科ディプロマポリシー
所定の年限在学し､ 所定の単位を取得していること｡ また博士論文研究指導を受け､ 博士論文の審査及び試験に合格し

た人に､ 博士 (農学) の学位を与えます｡

なお､ 課程修了にあっては､ 以下の点に到達していることを目安とします｡

１. 各自の専門領域における学識と高度な技術活用能力や分析能力を備えている｡
２. 専門領域に関連した分野における種々の諸問題について､ 幅広い知識をもって科学的に解説する能力を備えている｡
３. 独創的な研究課題を設定し､ 解決して内容を学術論文として出版化できる能力を備えている｡
４. 国内外の研究者・技術者と共同でプロジェクトを実施・推進できる能力を備えている｡
５. 研究者や高度専門技術者としての倫理性を理解し､ 規範として行動する能力を備えている｡

�����
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研 究 科 の 構 成

研 究 科 の 基 盤 編 成
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広報編集委員会委員

委員長 鈴 木 徹 (岐 阜 大 学)
委 員 水 永 博 己 (静 岡 大 学)
委 員 荒 井 聡 (岐 阜 大 学)
委 員 石 田 秀 治 (岐 阜 大 学)
委 員 正 村 隆 弘 (岐 阜 大 学)

岐阜大学大学院連合農学研究科シンボルマーク (科章) は､
構成大学の岐阜大学及び静岡大学が互いに独自性を保ち､ 密接
な連携と協力を図ることをそれぞれの大学カラーで染め分けた
二つの巴が表わし､ 中央の三角形は構成３専攻が協力し研究科
を支えていく様子を表現しています｡

This is the emblem of The United Graduate School of Agricult
ural Science, Gifu University.

The "Tomoe" symbolizes individuality, coordination and coopera
tion between Gifu and Shizuoka Universities. The Triangle expres
ses cooperation and supportiveness among three specialized course
s.


